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幕 会 運 営 俎 程

第 l 章 混 別

（総；，，1
希 ’ 条 一投社団法入 ＂皮岸県喧房咬杏技叶会（以ド＇ 会」 と い う ）の誓全角仇は 定被及びこ の規和r)

疋冷 そと こ ろ ！こ よ ろ ＿

（司会者）
第 2 条 司会者は、 会艮が指名 し、 品及決定よての会品の亥任 を も つ も の と すな

i羅云0ん逗出）
第 3 条 ul全者は、仮る長 と な っ て、議品を選り＇する。議長1よ 2 名 と する＾

沢洛孝究各負令1
が、 4 条 “要9文庄席者0)そ格を嗜や·する た め 、召卒秤杏香貝令吝設ける、
2 費柁者全委員全は、 地 区 ご と に茫 出 さ tた地区代去と甦亨 2 名 を も っ て摂成する，
3 委艮長ば、 地Z代表の互選 に よ っ て選出する。
（蜆律）

第 5 条 洪洛喜査妥員会は、船会出席会兵及 し湛当面出席会且，）浜格と姦査 し、 委兵長；註貨洛蜜査
し）品呆を組会tこ報臼 す る。

“事遅営委員会）
手 h 弔 浸桂1文 令嗜を 円 滑 I：ー ，屯営`―

る た め 臼手窯営令員令 吝；；9千 るー た だ し 責柊将奇委貞
が兼れろ ご 卜がでラそ，

（はま翌営委負会の任務）
第 7 条 鵡事遥営委n会は、 次の事項を畜翠 ＇J會 その結果を総会 に提案するe

1 1 1 滋享 □ 担の時閣の割 C 振 り と変更
( 2 ) 来賓の沈辞 と祝電の取 り 扱い
( 3 ) 会巌祝il,O) と さ6)収柏、 その他事故あ る 場合 0)処儀
1 4 1 迪名か ら 09提案没9｝衡Hの釦寸な ら 心9こその処渥
( 5 ) 会栴配布文式の取 り 板い
I S ) そ↑他 贄亨浬営！こ必要な享項

（魯記）
第 8 条 鵡叉は、会謀の磁事を記はす る た め、 言記 2 名 を仔命 しなければな ら な い．

這歪の宣言）
第 9 条 磁品は、船会の成 立を宣言する。 ただし、 出店占が定数に湛たな い と さ lふ 沐剥 よ た は

放合あ る い は延会を 自甘する，
？ 誡喪9て、な件を馘浦する と 喪ば 、 （O 白そ官芦する。

（発言宅）
第 1 0 条 会賎で発言する楊合9芯懇長！ご通告 し 、その指名 を受けなげれ＇iな ら な いe 兜名を受け

た と き は、 発言に先だち 所昂施敗、 氏 名 を 明毘こ述べなければな ら な＇＼

ー
c
/

』

�，
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第 6寺 地 区 の 遅営

9地！ぎ，，丙分）
第 2 1 条 こ の会ば、 別表 ： の と お り 地区を区分すそ．

ぽ会口の所厖）
第 2 2 条 正会員1よ、 原則 と し て瓦務施穀の あ る 地区に所只する も の と す る 。 ただし、 県内所

属厖設を布 し な い会只は税住所 とする。
湿亭）

弟 9 3 条� 各飢区代 は、 5,1及 2 . の 面 9J 吋9卜祖当純卓 をH < .

2 唖享1、 所直訊区合員 セ；；終を密1こ し、 ，，，救培 2 6 条第 9 項09冥務を達わする，
3 毎釦 同、 年度和て屯 地 房＾ ア と に地度総会を行わなけ勺ばな ら な 9)ゞ

滋翌迄格亥任者）
第 2 4 条 こ の会の違営を 円翌1ごす る た め に各庶設に述絡宝任者 をお く ．

2 前哀の加設逹；；；コ圧名は、 各加設で茎出 ▼
9所関する 各珀区の迎亨よで雑告する。

3 施投追祐責任者は、 入会促遥｀ 会費の納入及び諸通信連紀の 円沿を 図る も の とする．
i改濤）

争 9 5 条 ご 0‘))・告U)牧廃1ま 痙屯会の承認を森←「行な っ と万る＾
9耕湘）

第 2 5 条 こ の規程は、 迎屯会の決鵞を怪なければ変更す る こ と はで き た い．
＜附則）

第 2 7 条 こ の浅程は、 平成 2 6 '卜 4 月 1 日 か ら 証行する．
平成 2 8 年 8 月 i O E 一；；；改正．
平寂 2 8 年 6 片 2 5 H ー；；；改9E.

別表1

＇ 地区名

： 岐印駆 岐阜，h 各務原市、 羽 馴i， 添誌 市、 恥尉ii、 本巣心 羽忌郡、 本巣郡

： 呵菱地区 大垣市、 海津市、 樹喪那、 不笠邪 安八那、 表老邪

： 濯翫地区 釘l屯 飛配恥 TR市、 大野郡

： 中澄地区 関市 莞澄市、 美涅加茂市， 可児市� 邪上吉， 町児野、 加茂郭

： 東温地区 多治見市、 土岐市、 瑞浪瓶 恵茄市、 中洋I陣

沼 位

別表 9

： 岐r地区 5 
＇ 
, 99襟随区

： ；艮窟地区

8-
3
 

ヽ― ― - - - - - - - - - -
， 中拒力tig : 

： 京濃地区 3 
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旅 費 晟 程

第 1 烈 沈 則

i H が））
第 1 条 こ の煤和10、 一 般計団法人岐旱屎滋床検杏枝暉会の会務 の た め 出茄する会員 そ の他

e） 者 に 支給する 旅 貰 I’ 濁 し 、 当会しう 予箕事開と；；；案 し 、 そ，；文給茄準を定め予算，，；；；
jらかつ効辛的な支出 を 図 る こ と を B 的 と し （定め る，

滋賣q汲祐）
守 ：｛ 条 本合09令表チの他の者が令秩0)だめ団告t，だ炉合（i腔喪を支給すろ

（旅費支怜の手院1
第 3 条 旅喪支袷を受分る こ と が必要な時は． 出張老氏も 用 件、 出張先、 出吸出兌 日 憬許 n

た 中 詣苫に記哉し、 会長の承認さ得な ばればな ら ない。
く旅貰の租類）

祐 士 条 旅西9)種類は、 鉄道貨、 船賃、 航空賃 卓妥、 ヒ 当， 宿心粕、 食卓貨、 煤ふ代 品速
近免和金り心 種類 こ す な

滋晉,,計専）
第 ぺ 条 旅曹9)計算に は、 平 H の場合（す 出張者のナ脱す そ 施殺を 休 H の掲合ば 日張者の 自 宅

を茎点 と す る J 出翌が［安卑限内1ご と ど ま 己 坦合 甚 ．点か ら の昂 も経済的な怪路 の 白 家
ffl車の燃料代を支袷する 。 約往笈距想が1 00にてを遥え、 当 餃経路に高速追路が ；了 に i
る岨合：よ店速迄践斜金 を支給する。 出張が岐卒其外：こ及ぶ垢合は、 基底か ら の晟 も 経
済的な通常9)母路及び方法 に よ り 歪す る 旅費 に よ り 計冥する。

2 H 当、 食卓貸は H 数 にh i;、 1申泊料は抄数9こ 応 じ セ1寸す る 。
（出喝 B 数）

第 呂恨 H 数1缶会務 U)だ め 要 l た 日 数 に よ る た だ し天戊等やむ を喝か清叶秀9こ よ り や前
できない栴合はその 日 茫を加算すろ，

ぽ費の顎）
第 7 条 旅天文給某は、 り1哀支約荘竿表に よ る 。

（旅資の制涵及び取扱しヽの特倒）
垢 お 条 旅告は、 会長も し く 1‘士各都長の白 じ た 斗， の を逼ナ し C支� 祐船I整 でき、 品冗9こ よ り 除費

9)一部 や） し く は全部安紀iぷ い こ と が あ る＾
2 日咄屯会かのた，，要した費阿で 令妾の承北を得た も の 1ば、 そ の実考そ屯粕てる＇
＇ 特別の感哨で、 ご の短1ご よ ろ ご とがで衰ない も の 1マついては 常朽呼中会でク，，9するC

（改覧）
第 9 采 こ の規程の 改亮 IC、 苅亭会の承茂を得て行な う とす る 。

（紐訓）
第 ム 0 条 こ 69温和1よ、 理事会69決峯む社なければ父更する こ こ t二できない。

（付iり）

弟 ， 1 条 ご の規極1ふ 平成 2 6 ヰ 4 月 1 伍 か ら 栢i了 9 ダ

-m-

冷5 ボ 感沌状

i基準l
手 8 条 呼サ会 号 ど ！，て こ の会 1ご管純 し 7 1 0 年ツ r．在桔1， 会の率笑堆和こ祀著な功搾0) あ

っ た団体＂

第6辛 表 彰

｛表孵方法｝
第 9 条 戎；；は 次の各号によ り 行 う も の とする。

（ ； ） 永年蔚窃栢肋吝表落 功労者哀彰およ び特凩表彰は、 毎年寓艦する こ の会の定時
総会、 哀 ，と 1、4拡大研脩会、 深学検血学会て行 う 。

（ 2 , 該＊状は、 糾 5：後 1 0 周年単位て行 う と と をばal, とす る。 た だ v、 特 に必是 と 認
籾と垢合は、 ，， 高年半粒で行 う こ と がで き る ．

第9 0 条 舟彰1文、 会長が表彰状を栓与 ！^ 記念枯を添え る ご とができ"'·
代知費）

第 : 1 条 こ の浅屯の改亮は． 如亨全の1』3を待て行な う とす 5 ,
(II<り）

第 i 2 条 こ の俎和1よ 理事会の決某を品なければ変丈する こ と ；こできない．

＜附測）
治 ， 3 条 こ "俎程1ふ 平成 2 b 年 4 月 1 伍 か ら 施行 す ダ

平成 2 '/ 年 6 月 1 日 ー哨呟,E,
平成 2 E 年 2 月 2 6 日 ー祁改廿．

(i!i哀温出及び勧議
劣 l i 条 唸会に母宴を枷出する場合は、 ヤ の半 田 ど 駐白な総合¢) I O H 前 ま Cl己｀が局晏1:•

送付でる ．

2 啜急（り争憬によ 9] 常会 当 ビ 捏布す る也合は、 そ 0)写 屯 と 唖旨 を全写浦営苓 邑会9ご 拒
円すぶ

3 予停を伴 う 案件 に つ い て 9ま、 名更 と す る 経 費 を 明 ら か に し た文さを添えなげればな
ら な い．

（採決；
弟 1 公 条 採決セ；」な ・9 と き は、 駐長はての表決ic付す る 問涵を宜昌 し な ければな ら な い．
第 1 ;q . 採袂り卓序は、 議長が こ わ を決め． 屏案べ も っ と も出い烙止案よ 9) 光19，表決する，

條 i案がすぺ 9否決された と き ii、 原＊19つ いて古決 し なければば ら 19 [9、
第 1 ;, 条 喪決は次の方珪0)r卜 と つ セすろ

仁 ） 拍手 （ 2 ) 悉手 （ 3 ) 起立 ( 1 ) 汽記名投票
第 1 5 条 表決を行っ た湯合は． 紐長はその結呆を宣言するu

（茎＄箪）
第 1 6 条 瀑長 ←瀑半紐作成者は 議半忌•こ岩名 し、 出会共了後iグ月 以 内に会長にi是山 し な わ

れrえな ら ない。

（差聴者）
第 1 , 条 袴弔村吐中め ら わた中所9てお いて伊聴する

2 傍屹呑の発 口ば、 費北会貝 91因 り 語長の指名 9へ よ り 発 コする て と ができ る山
（知告涛liD

第 1 8 条 こ の規程に逗反 し、 滋艮の注滋に従わ な ；～者は、 兌言の序止あ 乞 い は追均 さ せ る こ
と ができ る．

（短届外事項）
第 1 . 条 こ の規科で定め ら れていない 匹項か梵牛 し た と き は， ャの都度蛤会にかけでi め る ，

ぽ戻）
第 2 O 条 こ の短涅の改売に 母出会の承叱を得て行な う とすぶ

（笙F．月）
第 2 1 条 こ の虹涅；え、 理事会の決議を経なければ変更する こ とができない．

（付閑）
第 2 2 条 こ の試程；ら平成 2 3 年 4 月 1 日 か ら 施らする。

12' 

会 費 規 程

（会賛）
雰 1 条 定救党 8 条 icょ 己］．会金及び全費廿次の とお り とす..

正会星
( ; )  -•設社団法人岐阜県湛床検宜技吋会
（ 』 ） 一伐七団法人岐阜県逸汰桧舟技維こ

噌約1会負
一般吐団法人岐良県附末杷査技師会

別 よ 旅文支諦互平

鉄ふg ， 品兵 • も茫ど溢 ， 卓貨
特急料金 ， 麻分和金

u 当
宿泊料
食卓戻
然科代

高速這路料金

1 •2X 

-11'--

入会金
9：：：告 （i ァ 年）

全費 ' 1 ヶ 年）

2 油項の入会金及び会央の変更は、 それぞれ蕊会で決定さ れた金ね とする 。
3 会員の会白訥入は、 一般社団法人段辛兵涵沐検克投師会へ皓入する。
4 正会員み会費祇う、9ょ、 毎年度碍始前に こ o)会に訥入 し な ければな ら な い。
5 ,B会 ］，た者迅出度入会する場合は、 入会金は ；4れを兌除万る も9) とするヘ

6 'II'L9 と し て 一殻社団法人 円 本阿宋衡牛検査技節合0)人合金咆びに年会者に以 卜の速 ＂
で あ ろ 、

一般社団法人 日 本応床距生検査技師会 入会令
会度 （l ゾ ',)

（改騒）
第 2 条� c u)矩科の改見93、 裕令99 ：承認ふ寺丁行な 一， とす

｀る

（筍削）
第 3 条 ご の由租ぱ 総合の決賽を弩なけ、 1念怒甲する ご とができない�

（付劉）
第 4 条 こ の規程：ま、 平成 2 3 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。

名 脊 会 員 坦 衷

500円
1 0.0ぷJ H

30、0り0 円

2,999円
1 0,030 円

溢共美貨
100 , m以 区り場合実卦
1 s  :.ooon 

尖費 (1 0,600 円 を限没 とす る）
1 在 9.i)9)19日以応l
おおよその距麻を的図 tで埠危， if ·/ '_i ：パい
し て2り1)円！1 （9 k mハ1 で計算 () 0 円玖 干ほ切 吐
げろ
免寄 じ の 区間の生復高速料金

（春見i
袴 l 条 一般叶団法A9吃卓肛臨、 栢牛柏、 芍飯令（↓：げ ＇令 l ど ，，ヽ う ）の名脊会員の病令＆び唯胴

1てつ いア定め る．
1宦査及び拉黛）

第 2 条 杓条の名営会只選考寄査及び控四：ま、 哩事会が行 う ＂ 荘事会は証年1 回年度末に、 対象
若が該当す乙か富溢 し な ければな ら な い。
？ 登円の 克 っ た候補老の決定は 紀会の承妥を経なけれぜな ら た 1心“

（茎菜）
第 3 条 名巻会只；よ会の充辰1こ正社、2功祖があ 2 た者で． 次の名．万iこ該当する吝とす7-.

( 1 ) 糾紐 し て 3 0 年以上、 こ d)会の会員 て め る 事
（ 2 ) 年齢が 6 0 点以上℃ め る 氷

( :; )  C の合の役 伝（合長•岳l会長常務哨手・西耳・監串］の絆験を辛 ，＇ 、 経蛉年数が台わヤ
て9 ,! 〇 仔以 じで あ る 裏

り ） その咀塑苫会が必要 ど忍めた者
（宜彰の時rA)

第 4 条 表彩は、 定間捻会又は必臣に よ り 、 その茶度行う ．
（処退；

第 5 条 名注会員 に ；ら次の処退も行 う 。
り ） 本会の運仇こ つ い て 、 必要に心 l9意見を求め⇔
り ） 吾彰の永年頃以洸99本令o,年雨令崎を況寺する
位 ） 本会七催0)唆令・古只等01ギ要在疇rt招宅する

（改開）
第 6 条 こ の規程の改戻：ま、 理享会の承認を符て行な う とする。

（算［，1：
第 7 条 こ の炭籾i、 理事会の決磁を経なければ変叉する こ とができな心

（村長'I)
第 8 条 C 0)甜程,,平成 2 9 年 4 M L い か ら 筋行 す る c

糾 紐 ．苓 営 恙 程

第 1 章 総 湘

第 1 条 一般叶臼沈 A、 岐卓県蒻、＊杓奇控師令 ［↓a9 「令」 と い う l (9)組紐及ひ洞営は． 定敦に
k る ほか 「 の規社の定め る と 、 え によ る い

坊2 章 役 H
 

渾贔り）社類 “ 選任）
第 2 条 定救 , .i 条によ り 、 理事 ち ， 名 を会長と し、． 2 名 を昌，J会長、 2 名 をば、 坦皐とすダ

？ だ含り 4 条 9ご む） 令托、 南i会長 常み坦与i；地i8拒当母等の 中 か ら 選任す る ，
3 常務児中は朕祐阿侵� 会卦部哀 と ［ ， 地区屯虫児中の任務 ど葦務ず そ て と ばマ＇きない

但し、 理巧会の双鵞が得 ら れれば こ の 限 り ではない。

4 茸事は地区坦竺罪事及び名邸長を い う 。
第 3 条 こ の会の役呉の選任 に つ いては、 別 に 定め る 役員退淫埠社 に よ る 。

（役員9)任欺）
姐 4 条 上長、 糾i会長、 袷袷蛙事の任胡心、 選任後 2 年以休iーく、 再任i註伽げないが、 伍長 3 期、

6 L求 で こ す る

第 3 章 付栴理当 ・ 部長会及び理皐会な らがに安員会

（常窓瑳玉 ・ 団長会）
第 5 条 こ の会は、 常務執行楼閲と して常務淫亭 ・ 部長会 をお く 。

2 常務理事 ・ 祁長会"· 会長 函会長． 常洛珪事及び謡長を も シ ’こ湯成する、
3 常務理李 ・ 部長会は、 令 じがも集する。
4 常務理牛 ・ 卦屯令9江、 定則的1で 湘屯t・ タ たた し令七が必展 、 記め た と きは、 栖時尭

倦する こ とができがまか 又者を ，， っ ー会吃iC代ク 、 ご rができ な

E 会長が欠けた と さ又9亡会長に亨故がお そ と き 9亡、 各到会長又ぱ各常務坦亨が常務世事 ・
部長会を招渠する こ とができふ

（理士会；
第 3 条 こ の会；え、 会務0 祇わ慎謁 と して珪享会と 屯 く 。

と 理事会心 理事を も っ て構庇する。 ただし、 必返こ応 ｀a産富以、外の合知） 出席 を求め，
畜炉n吋炉 、 こ と が でき ふ

g 角当令1了、 守期 ｛て 削僅するい た だ し、 令長が必要 と 訳め ，， と き は、 廂時弗保す そ ご と
ができ る ほが 文書を も っ て会閑Iご生え ろ ご と ができ な

4 会長が欠 け た と き又は会長に事故があ る と き ば、 各岱J会長又ぱ各常務囲事が理事会 を
招集する こ と がで きる。

（濃長）
第 7 条 巧手会及び常務珂手� 、 祁品会の溢長心 会長が これ に 当 た も

会 計事移取扱規砕

第 i • 稔 則

（ 目 的）
第 1 条 こ の現程1;t, - •殷社団法人岐阜煤忠床放査技師会の定款第 6 章1こユづき、 本会の収支

の状況、 財産の状況 を 明 ら か に し、 会計 亭務ま寇正かつ効呆的に 行 う 為 ：こ必渓な享項
を定め る こ と を 目 的 とする

（全角1反訊l
第 2 条 本会の会計1i、 法令． 定放枚び こ の規栓0)定め1,' よ る ほか． 公益法人宍叶品準1で埠視I

！パ処曲を行わなサわばな ら な い。

（会計区分）
第 3 条 会計区分は． ー、笠全計 と 特別会計 と し 、 約9り会計ぱ事寮遂行上必型

る も の とするu

（会計a{I老）
第 4 条 会桁責任者は． 会計部長 とする。

（会計年度l

第 5 条 本会の令叶年度Ii. 定芯1:'咤 め る 手築年度1• し た がい 、 毎年 4 月 1 日 か ら ，，，，年 3 月 3
1 ド 支で とす..

第 2 末 勘定及び桟筍

（識足科 目 ）
弟 6 条 本会0)会i没国に必函なふ定科 目 は別 IC定め る。

（帳迦の種類）
笥1 条 帳祭の神庄9士』 次の涌 9] とする，

（ ］ ） 印金屯粕帳
( 2 )  l!l金出訥幌
( 3 ) 了葬筈阿1ご必要な窯笥
（ 4 ) 固定資産台飯
( 5 ） 給与合板
9 6 ） そ り）他必姪な袖助率

（帳迦へ9D記，人9
第 8 令 中ら, ,すすべて 、 全失及び会升吉任セ0) r承を希｀「行い、 そ(9) 市 B i o) 正当 な ： と を色E し＂

た胚捏害類 と と も た関係俵笥＇こ記戦 し な＇ナわ ばな そ ない．
ぼ担類の整鴛）

第 9 条 収入支出の証に凸類は、 B il類に ，1 ご と に 区5] し茫理 し な ：すればな ら な ら

（娼第の母存）
第 1 0 粂 板簿、 伝嘉 苔恙年し）保存9よ、 次の禎 i) とす今

（ い ヤ導決算き類 永久保存
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第 1 章 総 甜

第 L 条 一般社団法人岐卓尿臨ふ検奇技師会り）役員選学に 肉 し •e ，ま、 走款お よ び珀紐運営規栓
9こ よ る ほか こ の煤森の定め る と こ ぶこ よ る 。

第 2 条 正会員心、 遥学位およ び払遥学祖と合する。
第 3 条 役負し）選任心 給会99おいて承認する。
第 4 令 役白の任斯9え． 寺欣の定め る と ；こ ろ 1;• よ る が、 そdi改噌9ごよふ交代99、、 令長は浴会時

その他の役．、 9？ 汚 っ マ
＾
は 当 咳担当承朽41帯ぎの時点！でお いで行 う も 0) とす る ，

第 2 双 朔棧と連営

第 5 条 選挙の迄常お よ び恋挙に関する喜芯処理等 を 円滑 ；こ実施する た め に。 辺挙F理委員会
お よ び役員准鮎委晨会をお へ 。

第 6 条 逢挙音距委 面、会の委員心 各地lべ ， 岐卓、 西泰、 東呂 中洟およ び而H、, 1：お いて投
角以外よ り 各1名選屯し、 そ,,定邑は 5 名 と する。

？ 役只推極委員会の委員1す、 各地l｛ （岐阜 西涅、 東洞。 中洟およ び張騨、9 に お い て投
臭以外よ n 各 2 名湮 出 し その定貝迂 1 り 名 とすそ。

3 逗ふで
＂月

社委只 と役只把鵡委只 を兼ね 己 こ と はで き な い。
第 7 条 選挙笞理委員会およ び役員推譴委旦会の委員の任期は、 還巳ざ れた時点よ り 2 年 と し、

再任は功げない。 委Aの久Hが生じiこ峯合は補充し、 そ 9汁碍凶閥省の芸任閑問とする。
第 8 条 選挙符坤委 遁会お よ び社晶打知＄委員会は委鼻6) 五供に よ り ． 委員長を選かする，

第 9 条 選挙箸絆委已会お よ び役H唯樹委も会 ＇ 委点吾は委只会 を代表 し。 母挙の管速な ら ひ
、こ咎員 り99推遵に関す る 唸務 を吐杞する。

第 3章 会 讀

第 1 C 条 遥挙資迎委伝会およ び役且淮茄委昌会は妥比こ よ り 希成する。
2 殻溢や坦ふ届会およ ぶ＆員准船姿昌会の基長は委員長 と する．
s 討冷善坦委伝会わよし付ク員准転委 涵会・よ委員母が招集する，
4 艇落壱熙委 白＇会および沿白推池委白令は嘩b,咽担 の 半敬以 l· Ol/tJ弗1：よ り 氏 ヽ"る
h ；；；埒写ん 出 浄手の世半数の抱成iごよ 9) 央定 I,

同数の男合1さ議長が こ れを決定する。

第 1 1 条 迂挙管罪委只会およ び役呉虻四委只会は常密翔事 →祁長会窯お よ こC罪頂会、 あ る い
はその他の委只会と合詞で潟樅する こ とがでとる。
逗学行理委且会お よ び役昂拍潟妥只会は、 合 同‘さ濫位 j る こ とがでさ る．

公 深卒性浬委員会およ び役員抽碍委員会は必妾に応 じ、 会員の 出店を求め紅見 を 聞 く
： と かでぎ る 。

｛ 還辛管坪委員令およ び役、国推同季貝令lt改選涅嘩09 た め " ) 年 1で 1 回以ヒq9会咄
を博俺する ご と とす な

（ 月 ●9)
第 1 条 ご ') 、 程ば 一般打団注｝岐争県曲床検杏枝坤会（以

―
ト
―
I会＿＇ と い う 。 ）が会 壱、 そ 0)的ご

対すろ 見鍔いおよび肥況な ら び9て弔咆 に つ いて定め るよ
（対象）

第 2 条 （ 1 ) こ の会の正会長（以下「会只」 と ',‘ , . )とする。
( 2 ） こ の会が悶係する 団体等の之弔。

〇況）
笥 3 条 （ 1 ) 会日が粕婚する 場合は． 糾還を も a て度況ずる，

( 2 ) こ の会が関係する 団体等の凝説行事は、 会長が必要 と 認めた と き に 瞑 り 参加する。
（見釦）

第 4 条 会民が一ケ 月 以上；；；射 ，， る い ，よオヽ濾の墓故に よ り 入協枷炭 vた場合,.. 3.000円 0)見品
令を贈る。

ぼ慰）
第 5 条 ， い 会員が死 し した虎炉ま． 会長また I>会長代土が弔祀を行 う マ＇ と と し、 生 It-対

な ら びに 弔慰金m,9OCF1を賠ろ． た だ し 、 会務快行上で死亡 し たt合、 ま た ：ま
会に特別の功労が あ •9 た垢合は坦•亨会の注在経て別 に決定する も の とする．

（ 2 ) 会貝配Ill者の死亡 に つ いては弔電を も っ て弔怠 を あ ら わす。
( 3 ) 本会 と缶接な関係を存す る 団体葬な ら び；こ個入葬9こ；よ参加 す る。

（峙例）
第 6 令 糸 8 条り 第 4 条お よ び乎 h 条 99，，ふ如這屯Jが生 i9た培合、 または南保団体等9夏弔

令等は 会長が漣攣令1で約 類を経ア決すそ
ただし， 叙を要す石が例：合会又ぎ決 と し次期理事会で予認を得る も の とする．

（令ーの違紀）
笥 7 条 第 3 条、 第 4 条、 第 a 条お よ び第 6 条の右例が発生 した紀合ば、 会只拍設迫絡宦任玄

よたは池区担当理事が速やか ；こ本会事務局に迫烙する も の とする。
（会g、の伝達）

第 8 条 会民へ〇＿）底弔学琴保発宅伝達は、 必要Iご応 し本会が行 う も の とする．
（改廃）

笏5 9 条 9 の規粗の吹虎は 理亨合の承勢を唱ア行な う どすろし

（雑則）
第 l C 条 こ の規程ぱ， 涅ま会の決滋を茫なげれば変更する こ とができない．

（付•J)
第 1 1 条 こ し）届程は平成 2 6 年 4 月 1 E か ら 脳行 す る ．

滋ゑ推口晏且会）
弟 8 条 役 届掃西委員合は、 定滅第 % 3 条"役員森袖者の選如こ あ た り � 沢羊告漣委員さ k栂

告9 知
2 任券、 磯守及び蔀吋9ご―/9 いて ほ 役貞保挙規告にしとめる

’"'1全員会）
第 9 条 こ の会 ：こ専門委に会 をお く こ と がで き る。

2 "'？り委只会は、 会長の恣問享ばを関企し、 こ の粘果を答申する。
3 存？腎委只会の定晟は理事会で定める。
4 妥轟＼‘ょ、 会長が委囁し、 条晨長は胚且I] と し［委員の互選 とする。
5 専古委直会1ふ 会長が招桑す る＾

ぼ5)

菜4年 郎と逗営

第 1 0 条 こ の会 に は、 次の部をお く C

( 1 ) 点務品 （ 2 ) 会" '' ( 3 ) 胡編頑合部 （ 4 ) 学術尚i:
( 5 ) /J;柑宣伝翫 （ ti 9 精浅智珪辛栞品 り ） 渉外祁

（区複部）
第 ' I 条 庶務採 に お ［心では 次9り半務を"' �

( 1 ) 宝蒙 咤規程！で開する ご と2

( 2 ) 会晨名溶に関する こ と。
( 3 ) 会在のエ告1ご蕊する こ と。
( 4 ) 文書の収受な ら び：ご発行：こ関する こ と。
( 5 ) 会議な ら びに議事品に 腐 する こ と。
( 6 ) 社3i 法 人 日 本命床晒牛検奇技師合 と の曲係串務iこ ●9する こ ¢:.
( 7 ） 与務所（Oや涅fで 開する こ と．
( 8 ) 帷反の人手に関する こ と
( 9 ) その他各部の主行9こ尻さ な い こ と。

（会計郎）
第 1 2 条 会計浮にお いては、 次の事務 を 司 る 。

( 1 ) 会計 笞の裏作及び保持に閑する こ ら
( 2 ) 渇合の森管Iii沐IJ 闊 す ゐ こ と。
( 3 ) 財砂9)溝{f i.'. 閑する こ と・
( 4 ) 年中収市予算の絹成1「 岡する ご と。
( 5 ) 収支決貪壱の作成＇ご兜す る ご と
( 5 ) 苺月 の経廻状況に関すろ こ と。
( 7 ) 汽産1ご哭する ご と。
( 8 ) 社団法人 日 本臨床偽生検直技帥会と の会計事務 に 悶する こ と。
( 9 ) そ，CIり会計に 函する こ こ．

iと8

， a ) 会計9瀑総 伝祟

i 24 

, o 年保存
, , :, lii.控！吾"' , ,) 年保与
り ） その他の令計害顎 5 年保存

2 苛項の期間ば、 決算 目 ＂翌 ヨ か ら 担葬 し、 想分ず 己 坦合笞理 事会の予毘を碍て往 う
も の と す な

究 3 章 予 雰

心珀）
第 ） 1 条 予算は、 岨恰tt牟茅叶面 に基づき 社金の咽杞 を ば、 か っ て 桓成 L,. I’ '滑な享喰炉的

を選営すろ て と を 目 的 とすろ．

く予算算成：
第 1 2 条 本会の享染計固 と 了江は、 仔会計年度開拍的 に正成 ら 坦事会で決定する．

2 前項の事業計血苔及び9算呂；ょ、 三第官庁1こ屈1 出なけ ればな ら な い。
（予笞9ノ仇行者）

品 j 3 条 予位＂晶行心、 会呂が行 う ヤ） の どする。
（予囀奮の11t_ t)

苧 1 4 条 予判 「9 がたい支田9ご充て る ため． 名魚沢を手＿ヒする ご とができ ろ
く予算の注用）

笠 '. 5 条 予雰の飲行 に あ た C 、 全長が特に認め た と ぎ鈷、 大科 コ 中 の 中芹肛］ ）：は 4· 科 □ 明 の
祖冗にお いては、 史金を流J:1する こ とができる．

ぽ漏戻0徒月：；
垢 ↓ 6 条 予付占09文diが中 じ た と きは、 会長り）承認 と得c呉fi し、 理争会9こ報告 し な 91れば

な ら ない。
9そ漬9川ヽ 補iF)

華 1 7 令 予笠の補Fを し、 たげれ9て合朽の執行に支問を心注島令 会長9六補T予算を作成 l.
理事会の承駕を得なければな ら な いし

第 4単 出 粘

（短社の純囲）

第 9 8 令 ご Q浅程,.•おいて 色銭 と は 現笠及び頃9f笠 を い っ
2 西金 と 1i、 唖貨 I!) i9か． 性H通ヤ、 と 引 き換ク ん こ とが9で き る 餅害 を い う ，
？ 手形及び打佳征券ぱ 金梵9て咆 じ て翌 う ，

（出曲吏任老）
第 ： 9 条 金銭の出納、 保笠に 関 ｀ッて、 出粕貸圧者を堅 く も の とする。

2 出納貨任脊は、 会艮の承認と得て、 会計只に音が任命 する。
（飯社出納）

串 9 () 条 令糾を収納 (9 た r．き 9ば、 日 々 9,'定の命§的証 1.，．如入れ＂ 文出 1；万Cて てはな ら ない．

1 3,J 

弟4噸 迎キ管坦

第 i 2 条 基挙貨理委翼会は次に；；；ifo返挙事必ピ行 う 。
( 1 ) 選挙り）古示

( 2 ) 寸揉枯およ び推此侯祐の受付
( 3 ) 送半広知作成およ び発行
( 4 ) 投乗月4び疇およ び交付
( 5 ) 投畢お上 び団中の管珈
( 5 ) 当芝 ・ 信件の確窮およ び公示
( 7 ) 遺乎遅峨の綬割
( 8 ) その他選挙に史す る必哀事項

究 1 3 条 選挙告示は地区総会の l t, 月 以前 とする．
第 l 4 条 選挙管理委員は選挙逗動を行 3 てはな ら な し．
垢 ょ j 条 選砕理委員は投員，こ ii保袖または推ぷ蒻淋 になる こ と はできない。 も保ヰす心 と さ、

ま たは椎隔禄徊 と な る と き は委長、 退任 し な ければな ら な心，

第 5章 立餃箭と陀鷹

第 1 5 条 役只は立伐補ま たば控鴻侯補 とする。
第 ： 7 条 役只 iこ立伐堀 し よ う と す る も の は、 地 ス総会 の 3 週間前 ま で 江、 3地 区選挙守理委

員 にふう 出、はt)ればな ら な い．
第 j 8 条 抄員森相を治Ii i, よ j と す る も 叫辻、 森稲者on兵辛吝喝て透学 H よ り 地区紐沿9バ

過間袖までに 各地区邊挙貸理令只 9て）出jUi 1な 9i ればな ら ない。
第 ） 9 条 各地 98役員唾；；季負Ii 各咆区捻全で央話さ れた役負候柏名 を 役貞栴団呑員全1ご推

箆 し な けれげな ら な り，
第 ？ 〇 条 云柏者が定数に謂たたい湯合は． 役哀把白委只会で控団し、訂整 し な ＇？ればな ら な い
第 2 1 条 役只淫鯰委旦会は総会の 2 ヵ 月 詞ま で に、 選学管写委旦会に侯待者名潰を提出 し け

ればな ら な し＞。
弟 2 2 条 V伐哺を辞甚する と き、 ま た 9―＾推痴候補を辞甚する と さ は、 推蔚者0；承話を得ー1、

辞油）居 を5f_1苺価締め切1 9) 5 H 哺 まむこ各地！ろ涙ヰ笞涅委 釦9：出i｀な vj ればな ら ない。
平 ，， 3 条 杓Hの う ち 母当の況任11、 屯 1 9 条 ｝て よ 19 咲告推；；杏点会に椎蒻さ 9！た保栴 中 よ 9)

壱呂する．

第 2 4 条
と

第 6 章 退学と投来

各地区における珪
・
侯』省C)選挙は;x,,;易げるん法；こ よ る も 9ハ と す る。

保補者が）t保袖及び推綸を合め， 祖紐返営退和 』 2 条 に よ ；；地区 ＇ か数以j3
•あ る 場

合に 杉当；；区り）会itヽごよ り 壼挙を行 う ＂
3 喉梢者の遼ポ'"'咳当純l｛令員の渦半惑09承炉を毎た けわ,�な ら たい。

傭這謳査輝）
；；； 1  3 条 組命“奇が1こおい9心、 次U八旺知← 4 る 。

( I I 会の啓発だ阿する i』： とm

\ 3 9 会の半苔さ 9ご つ いて の課を粁弁Ic閥する こ と。
（ か 待遇改西9て開する 「 と，
a 9 哭保法規：こ 関す忍 こ と。
＜ 5 : 池区花勁に関する こ と。
く 切 会員の鋭逹、 レ ク じ エー シ ョ ン及び福利弄生；こ 関する こ と。
（ い ヤの他組磁強化i:関す る こ と。

（学柾祁）
堵 1 4 条 生命部iごおい ［ は、 かr9嘩務を 巾 知

( 1  9 県毛lで対する衛牛臣叩の普及、 内発に 関すろ ご と
（ 2 : 臨床衛生唆査技能に よ そ 池域保侵事業：こ 関す 己 こ とJ
く 3 ： 投査の精虔モ罪：c閲する 関査、 研究及び活勁：ご 閲する こ と，
a ： 屯習会、 研修会及び芸術の文泣、 学会：こ茂する こ と。
( 5 ） えの他学術に関す る こ と。

2 学術部，こは、 JA介
6)袂音邸門 をお く ，

I . 吃床一粕甘炉ヒ
4 . 喩皿 ・ 糾 ． 中択祁．

は ； 囮与に よ る も の は、

2 ． 咄伝皿疱合lt月
5 ． 喩床唖牛物咄色i

その と さ の滴正な評価白

の複百保険を 付 亡 な衿ればな ら ない。

1 S l 

粕
»
1 章 停足及 び吋

3 . 生和化学分祈都門
6 . 病四 ・ 細胞濁囲

7 . 吃広生理蔀門 8 染色佐、 →豊伝 f部門

9 ． 宜床検査稔合郎門 （採皿 ・ ほ潔情雑 ・ チー ム 医寮 公衆臼生等）
は困宮伝ll!)

第 1 5 条 ム苺立伝部においては、 次の享務 を 司 る 。
（ い 会母9a編集、 発行に関す る こ と。
＼ が 会哨＆ び 文献紹介に1ふする こ と
（ か ヤの他広舟官伝 して 関する こ と。

1栴度賣也宮煮部）
溶 1 6 条 精度吃哩事笑郊において！ま 次の事務 を 可 忍

( 1 ) 険杏の粕安9こ関する霞杏、 研究及び活酌：こ悶する こ と。
( 2 ) 広床検査の凜平1ご図する こ と。
( 3 ) そ の他、 ほ未校査OO総合的精度行理；こ関す る こ と。

（渉外革）
冷 1 7 条 渉4邸ヽこおいては、 A09卓務 わ 面 忍

f l ) 令 09戌斧I→栴すろ ご と，、
( 2 ) 法人！ご史する制査及び活覧1ご 史する ご と U

( S ) その他 法人に関する こ と。

（郎長）
第 1 3 条 部長1よ立保哺＼こ よ る も 0 と す る 。 侯栢者が定数1こ洪たな い届合は、 役；；推嵩委員で

推紺し詞設する こ こがでさ る 。
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2 支払いは、 原且り と し C鋲行 枷 9) 込み こ す る， 但 少糾の街台は税笠 ぐ も よ い，
3 臼収がま•， 宍寸貸壬者 も i' く は全示者仔千位） ］成を得｀て仕納者任者が発行す ダ

(1;_金及び公印色哩）
宮 2 1 条 預金の名差，9、吐、 会長 とすそ，

2 [Jj納に使月する 団零は、 出納天任苫が保管 し、 会計宍任者 も し く は会計貴任者 の 了
承を得て出納賓仁苫が和印する も の とする，

3 金磁濱関との取引を開始、 又iおお免止する と き は 会長の承認を文9) なければな ら な如，
（手元滉金）

冷 2 A 条 出納貸廿者は、 1] 々 O)99金支社、 い iご充て る 為で 必要帝9！ヽ恨度の手元点金 を 西 く こ と
がで苓 る ，

（癌円照会）
笙 2 3 条 出；；百年老は． 現金残高 を 毎 日 出納簿の残高 と照合しなげればな ら ない，

2 預貯金 ：ご つ い て は、 原�lj と し て月 に 1 回頂貯金辺慨の残高 と 帳澪残高 を庶合 し な け
ればな う ない。

3 前 2 項iこ お 〇て、 差額の あ る と きは、 速やがこ会計責任者le禄告 し、 モ C)拓示を受
け る も の とする，

4 預貯金1ごつい［は、 毎年度 3 H '1 1 H "1をの告高証申晉を入手 しな ければな ら な い。

策 5 ，，， 団定汽充

（定益〉
第 2 4 条 固定貞奎 と は、 配届年数 1 年以上Aヽつ取褐価格 5 万 円以上の“'じ固定藍庄及び氣形

固走貨産を い う ．
（和戸ぷ●ド9)

哨 ？ h 条 固定汽発Q汲喘栢格は、 次 ！て よ る。
( 1  9 閉＼ lで よ そ ち の ぱ その同ス栢格万ttそ四、I帯喪用
（ 3 ) 建設に 係 そ も のば、 その建設 に 要 L た費用
＜ 3 : 交換9ご よ 石 も の は、 その交換に対 し て捉供し た迂産の伍；；；

（固定資届99畜涅：＇
冷 2 h 条 ,.を資産I‘ょ， 台帳を艇え、 そ の俵全か況汝び移動 に つ い （記録 し、

失！が あ っ ，，西合は会;1責任者及ひ会長iて封告 しな く 1はな ら ない。

2 固をH光を処；；；コ
＇
今唖合は， 珂率令の承認を拒な ければな ら ない。

（登記及び担慄）
穿 2 7 条 9動席登記を必喪 と す る 広定去庁辻ま， 登記 し， 択宮のお それの あ る 芸定は， 店正節

移告、 も損、 紛

第 2 5 条 役艮の選任は次に褐ザる方法に よ る も の とする。
2 選任は各比区て遥任 さ れた役且侯柿者に対 し、 全会且 ：こ よ る 番面許決 とする。
3 過任は打効溢面の過キ数を＇ 5な，うればな ら な い．
4 選什 さ れた も 09が 2 2 名 に 達 し な v屯勘合、 投．a拍油委員は、 再凄役a低袖を遠出 し

な ければな ら な い。
5 庶事の遥任は、 役員批譴妥員会の誰店 に よ り 涅事会に投告 し、 全会員I→ よ る 孟面評

決 とする，
6 吾面評決9お●仲投母 とすか 華挙管幽委己会は投摂締め切 9i 後 直 ら 1し委白会を肘

催 し 開要すそ． その後理半会汐て、 倍令，，報fする．
喋 ？ 6 条 団零1文、 役員以が．の下会貞 2 名 の立ち合い を必衷とする，
第 2 7 条 選挙管理委貝会は閉烹の桔果、 当透苦氏名 を公［月 し な ければな ら な八
第 2 3 条 その他の必要事項j’生 'eた と さ は、 窯咲宮理委艮長：：委貝会のち な ら ず役星 を 抱集

して協滋する こ とができる。 召集を受け た役晨9�よ． こ れを拒否する こ と はできな炉．

第 ？ ＂ 条 ー の規Hi遂行I1関すネ 必要萬浮9文 滓雄帝珪呑負会↓て お い ,· .·・ わ 花決定する 。 た だ
しその亨咬 に 関 してほ、 理事会の承陪を得なけれ屯な ら ない。

（改）
第 3 0 条 こ の規程の改寃に 理亨会il)承認を得て行な う こ とする。

伸」 Ril:i
冷 S iこ 条 こ の規淫iば平或 ど d 午 4 a l H か ら 海行するつ

2 帥ぷ09部長は、 必棗に応 じ 坦事会 り）承認と褐て、 正会贔¢) 中 か ら 部員 を追出 し、 会
仕がみ叫する。

3 庶玲部長1ま奉務局長兼仔 とする。
（澪誉

第 1 9 条 各瑶に、 亨栗の紀廿して つ いて包兌 I.、ヽ ．． 也年度径過報百な ら びに所年度亨業． 兜及び
予雰：こつ ゜ヽて会長1こ覗化す 5。

2 会長は、 収文予第1こ品づいて活勁貰を名砧局 に文付する こ と ができ る。
3 部は｀ 話助蛮の収文を頃磁こ、 必姦に応 じ て盃安と妥I·;、・よ むればな ・う ない。
4 各祁心 会務執り状況を会長le縁告する，

第 5 窪 監事の謀務

｛監事の孤葬）
第 2 6 条 監字は、 次9こ拇げる唸務 を行 う 。

り 理＃の『』務叙行J）状況を監合 し 、 法令て定め る と こ る に よ リ 、 監角報告 を作成
す る こ と。

9 9 ,  : u)法人の莱袴投び屯 産 U)状況 を馴究す ⇔ ： と、 J心9ご 各母券年令1； 係 る貨倍

ヤ匝表汐""'益叶屏害 ，廿味淋だ増希杓•宇） を胆杢す ゥ ご とc

＇， ? ) 総会およ び哩京会9て 出 守 l ｀ 必要があ ろ と認める と き は惹見を述＾マこ と．
（ 心 理ポがイ、下の行菜を し、 も し ぐまその行為 を す る 怠れがある と認 め る と き、 又

は法令若 し く は定欧記迄反する事実、 右 し く は著 し く 不 当 な事実があ る と認め
ら れ る と さ は、 こ れを総全及び迎享会に姦告する こ と。

（ 5 ) 品5の報岩をする ため必蚕があ る と さ 1こ、 会長に起事会0)招集を請ふする こ と。
た だ し、 そ の請求が め っ た 弓 か ら 5 H 以内 に占辺詣求があ っ た H か ら i 占I日以
払199) 日 そ理手令の H とす る や共屯知が弁せ ら れな い 坦合は、 屯接中手会を招桑
する こ と。

( 6 ) 哩字が総会に提円 し よ う とする諾案 害類� その仕法令で定でる も の を茂査 し囀
法令若 し く は定款に違反 し、 又；ま君� し く 不 当 な事項があ る と き は、 その高杏の
結果を総会に投告する こ と。

（ 7 ) 坦事が こ £訟入切 目 的の碗囲外の行為そ の他松令若 し く は定嘉に違反ず る 行為
を し、 又はそ6)行為 を す る おそれかあ る 出合 ，こお いて、その行為 に よ っ て こ の法
人 に希 1, しヽ枷者が生 ずる おそれがあ ；； と 和3 、 そ91)延鼻 ＼、対 し 、 そ の行為斧や
め る ご と を尭求すそ ご と。

( 8 ) そ の咆乾亨fご詑め ら れた法令上の権沢を行使する ご と3

」�と6

第 6 象 決 衿

（決算吝類の作成）
第 2 8 条 A9全1ぶ 類会計年度痰了後、 速やか ば事業涅告書及び次の決択雪梵 を咋成 し な け 勺

ばな ら な い。
紅 ） 奴支計算苫
( C ) 止味以庄増減計冥；；
心 ） 溢／市対面表
' 4 ) 也涙 目 椒
， h ) 必再 9ご応 lグて 附鴻申紺書

（控査及びl!I告）
第 2 9 条 前条の決貸ま烈ま、 差事の翌査を受け， 総会の承認を名｝な忙ればた う ない，

（改炭）
第 3 6 条 こ の矩和を 改窟する と き は、 坦事会の承品を経て行う とする。

（雑ii)
供け 1 夭 こ u刃和和は、 理＊会u)決議をわな¢j れば多更 す る こ と はC き な い，

（附局！）
第 9 2 条 ご の街程は、 近成 2 6 仔 ,^ • I H か ち咆←する，

2·々ー

表 彰 混 程

第 1 章 総 ll'l 

（設置）
第 1 条 一 般辻団法人岐卒比ほ沐及直技誦会 （以T． 会 と v名） の 行 う 表；；；；ら、 こ の俎西の 主／

め る と こ がこ よ る 。

（ 目 的
如 条 ご 9浅胆は 本令承業の性鱈功箔 の 知 だ 9会彎か ら もt して著助令息 に合長が衡貨を

安すろ て ど を 自 的 とす な
＜檀梵）

第 3 条 こ の規和に基づく 紅類は、 次の各号 とする。
( 1 ) ぷ年戟窃栢励名表彩
( 2 ) 力労甘去阜
( 3 ) 特1り表彩
( 4 ) 感街状

（表彰の冷定）
第 9 条 前条各号の移当者またば該 当 団体 尺 つ ＇ヽ ては 理事会の登決を経て会長が被表衛者を

決定する。
2 表彰の 申苗は比区担当理事か ら 全長：こ 印請する。

第 2 章 永年慮務籾励者表忠

（,-;;.) 
第 5 条 繁続 し て 、9 5 年以 卜の王全Hで， 表彰年 4 月 1 日 で 5 0 競以 ｝，の者，

第 3 章 功労者表彰

湛11,)
第 6 条 以俎者9‘凸、 こ 6)会0)発念9ふ届著ねり悼があ り 、 縫晶 し て 3 9) ・ 以t什籍 し、 iつ h o

命 じ 幸 し た者で． 次の各号の いずれか 1C．該当す る も の ど3 る た だ し 、 初懃、 勢章
厚，，，吋傍大社壱形を受けた者ぱ 除 く

( 1 ) こ の会の定数 2 3 条に定も る 役貴 を経繁住数が合わせて 6 年以上で あ る 正全員．
( 2 ) ご の会の学行部 ・ 検査研究班班長）こは部門叉を通年 4 年以上寛めた正会只。

第4章 特別 表税

（基準）
第 9] 令 ： の表彰規程第 令長91特Iうをめた中合は 特別

表彰者 と し て， 理亨令で宦査 し 、 ごれ を噌決する，

-m- -!36- -1 3?- -198-

「 ― - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ~ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - — ←  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

姦 弔 武 甜 臨床術1挨 育 資 料偉 退 件 委 員 会 坦 湘

r名称）
苧 ！ 条 こ の会は、 距＊衛生珀托令炉館噌営委臣会｛以ドi 会＇ ど い う ） と称する。

（亨務所及て9資料撼の所在地）
笑 2 条 こ の会•，， 事務所9：：， ー 穀笹団法人岐．屯開E訊校杏技栢会似下「県技師会」 と い う ‘求務尼に

世き、

費糾館は、 岐皐兵関市平賀字長埠73'番地岐皐医寂科学大学内に口 く 。

｛ 目 的）
第 3 条 こ の会：ま， 応床検査ぷ配L検査に使用 さ れた復汝器只及び文献等菩積さ れた歴史的1ご価

依 あ る 沈 品の展が保佗惰四 に 関す る 事項を協議 し｀ 資料誼の道切なる迄営 を 図 る こ と
を 巨 的 と する。

i組峰）
平 4 条 ，こ の会は、 県苓9u会合員 を も っ （紡絨す知

9委�)
守 5 条 7． の会 に次の委長を堂へ

委呉長 1 名 委貝 若干名
（委負長及び委員玉出方法）

第 C 呆 委最長は， 瓜技卸会長を も っ てあてる。
2 委 員 1・ふ 妥員長が委属する。

（日）
弔 ＇i 条 秀邑長は令務を船括 し、 令翫9；入善長 と な る，

2 秀晨I芯 令01薄営及び庶窃、 会叶事務を分担する
（任攪）

第 8 朱 委呉k及び委呉(/)任期は心 年 と し円任を坊げない°

く屈隅）
第 9 条 こ の会；こ配問を監く ご と ぶてき る 。

屁固Iふ 学駄経＆者 と し 委 伝長が委頃す るn

i会瀑）
第 i 0 条 令誤は， だ例 日 を中めず， 必唾IC,t り 委貝兵が祀戻す 忍

？ 必西も そ と き は 岐亨竪摂咄栄大乎の役醗貝�， 又守その他の老Iご 出席を要討す"·
と がで き な

（会計）
第 1 1 条 こ の会の運営符理：こ型する 経貫＼‘よ、 渠技伍全が負担 し、会費の徴収は行わなぶ。

（改涵）
出 j 2 条 こ の規9りの改尻1ふ 珪事会6)ポ認を為て行 な っ とす<,.

＂咄）
第 ］ 3 条 ご 01規9り1、 距市全01決吃を怪たけか1、 変更する こ 々 ができ な い

(tt用）
第 1 4 条 こ の規程は平比 2 6 年 1 月 9 日 か ら 施行すを。

，
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幕 会 運 営 俎 程

第 l 章 混 別

（総；，，1
希 ’ 条 一投社団法入 ＂皮岸県喧房咬杏技叶会（以ド＇ 会」 と い う ）の誓全角仇は 定被及びこ の規和r)

疋冷 そと こ ろ ！こ よ ろ ＿

（司会者）
第 2 条 司会者は、 会艮が指名 し、 品及決定よての会品の亥任 を も つ も の と すな

i羅云0ん逗出）
第 3 条 ul全者は、仮る長 と な っ て、議品を選り＇する。議長1よ 2 名 と する＾

沢洛孝究各負令1
が、 4 条 “要9文庄席者0)そ格を嗜や·する た め 、召卒秤杏香貝令吝設ける、
2 費柁者全委員全は、 地 区 ご と に茫 出 さ tた地区代去と甦亨 2 名 を も っ て摂成する，
3 委艮長ば、 地Z代表の互選 に よ っ て選出する。
（蜆律）

第 5 条 洪洛喜査妥員会は、船会出席会兵及 し湛当面出席会且，）浜格と姦査 し、 委兵長；註貨洛蜜査
し）品呆を組会tこ報臼 す る。

“事遅営委員会）
手 h 弔 浸桂1文 令嗜を 円 滑 I：ー ，屯営`―

る た め 臼手窯営令員令 吝；；9千 るー た だ し 責柊将奇委貞
が兼れろ ご 卜がでラそ，

（はま翌営委負会の任務）
第 7 条 鵡事遥営委n会は、 次の事項を畜翠 ＇J會 その結果を総会 に提案するe

1 1 1 滋享 □ 担の時閣の割 C 振 り と変更
( 2 ) 来賓の沈辞 と祝電の取 り 扱い
( 3 ) 会巌祝il,O) と さ6)収柏、 その他事故あ る 場合 0)処儀
1 4 1 迪名か ら 09提案没9｝衡Hの釦寸な ら 心9こその処渥
( 5 ) 会栴配布文式の取 り 板い
I S ) そ↑他 贄亨浬営！こ必要な享項

（魯記）
第 8 条 鵡叉は、会謀の磁事を記はす る た め、 言記 2 名 を仔命 しなければな ら な い．

這歪の宣言）
第 9 条 磁品は、船会の成 立を宣言する。 ただし、 出店占が定数に湛たな い と さ lふ 沐剥 よ た は

放合あ る い は延会を 自甘する，
？ 誡喪9て、な件を馘浦する と 喪ば 、 （O 白そ官芦する。

（発言宅）
第 1 0 条 会賎で発言する楊合9芯懇長！ご通告 し 、その指名 を受けなげれ＇iな ら な いe 兜名を受け

た と き は、 発言に先だち 所昂施敗、 氏 名 を 明毘こ述べなければな ら な＇＼

ー
c
/

』

�，

 

' - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - • - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ― ト ー — - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -:- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

第 6寺 地 区 の 遅営

9地！ぎ，，丙分）
第 2 1 条 こ の会ば、 別表 ： の と お り 地区を区分すそ．

ぽ会口の所厖）
第 2 2 条 正会員1よ、 原則 と し て瓦務施穀の あ る 地区に所只する も の と す る 。 ただし、 県内所

属厖設を布 し な い会只は税住所 とする。
湿亭）

弟 9 3 条� 各飢区代 は、 5,1及 2 . の 面 9J 吋9卜祖当純卓 をH < .

2 唖享1、 所直訊区合員 セ；；終を密1こ し、 ，，，救培 2 6 条第 9 項09冥務を達わする，
3 毎釦 同、 年度和て屯 地 房＾ ア と に地度総会を行わなけ勺ばな ら な 9)ゞ

滋翌迄格亥任者）
第 2 4 条 こ の会の違営を 円翌1ごす る た め に各庶設に述絡宝任者 をお く ．

2 前哀の加設逹；；；コ圧名は、 各加設で茎出 ▼
9所関する 各珀区の迎亨よで雑告する。

3 施投追祐責任者は、 入会促遥｀ 会費の納入及び諸通信連紀の 円沿を 図る も の とする．
i改濤）

争 9 5 条 ご 0‘))・告U)牧廃1ま 痙屯会の承認を森←「行な っ と万る＾
9耕湘）

第 2 5 条 こ の規程は、 迎屯会の決鵞を怪なければ変更す る こ と はで き た い．
＜附則）

第 2 7 条 こ の浅程は、 平成 2 6 '卜 4 月 1 日 か ら 証行する．
平成 2 8 年 8 月 i O E 一；；；改正．
平寂 2 8 年 6 片 2 5 H ー；；；改9E.

別表1

＇ 地区名

： 岐印駆 岐阜，h 各務原市、 羽 馴i， 添誌 市、 恥尉ii、 本巣心 羽忌郡、 本巣郡

： 呵菱地区 大垣市、 海津市、 樹喪那、 不笠邪 安八那、 表老邪

： 濯翫地区 釘l屯 飛配恥 TR市、 大野郡

： 中澄地区 関市 莞澄市、 美涅加茂市， 可児市� 邪上吉， 町児野、 加茂郭

： 東温地区 多治見市、 土岐市、 瑞浪瓶 恵茄市、 中洋I陣

沼 位

別表 9

： 岐r地区 5 
＇ 
, 99襟随区

： ；艮窟地区

8-
3
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， 中拒力tig : 

： 京濃地区 3 
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旅 費 晟 程

第 1 烈 沈 則

i H が））
第 1 条 こ の煤和10、 一 般計団法人岐旱屎滋床検杏枝暉会の会務 の た め 出茄する会員 そ の他

e） 者 に 支給する 旅 貰 I’ 濁 し 、 当会しう 予箕事開と；；；案 し 、 そ，；文給茄準を定め予算，，；；；
jらかつ効辛的な支出 を 図 る こ と を B 的 と し （定め る，

滋賣q汲祐）
守 ：｛ 条 本合09令表チの他の者が令秩0)だめ団告t，だ炉合（i腔喪を支給すろ

（旅費支怜の手院1
第 3 条 旅喪支袷を受分る こ と が必要な時は． 出張老氏も 用 件、 出張先、 出吸出兌 日 憬許 n

た 中 詣苫に記哉し、 会長の承認さ得な ばればな ら ない。
く旅貰の租類）

祐 士 条 旅西9)種類は、 鉄道貨、 船賃、 航空賃 卓妥、 ヒ 当， 宿心粕、 食卓貨、 煤ふ代 品速
近免和金り心 種類 こ す な

滋晉,,計専）
第 ぺ 条 旅曹9)計算に は、 平 H の場合（す 出張者のナ脱す そ 施殺を 休 H の掲合ば 日張者の 自 宅

を茎点 と す る J 出翌が［安卑限内1ご と ど ま 己 坦合 甚 ．点か ら の昂 も経済的な怪路 の 白 家
ffl車の燃料代を支袷する 。 約往笈距想が1 00にてを遥え、 当 餃経路に高速追路が ；了 に i
る岨合：よ店速迄践斜金 を支給する。 出張が岐卒其外：こ及ぶ垢合は、 基底か ら の晟 も 経
済的な通常9)母路及び方法 に よ り 歪す る 旅費 に よ り 計冥する。

2 H 当、 食卓貸は H 数 にh i;、 1申泊料は抄数9こ 応 じ セ1寸す る 。
（出喝 B 数）

第 呂恨 H 数1缶会務 U)だ め 要 l た 日 数 に よ る た だ し天戊等やむ を喝か清叶秀9こ よ り や前
できない栴合はその 日 茫を加算すろ，

ぽ費の顎）
第 7 条 旅天文給某は、 り1哀支約荘竿表に よ る 。

（旅資の制涵及び取扱しヽの特倒）
垢 お 条 旅告は、 会長も し く 1‘士各都長の白 じ た 斗， の を逼ナ し C支� 祐船I整 でき、 品冗9こ よ り 除費

9)一部 や） し く は全部安紀iぷ い こ と が あ る＾
2 日咄屯会かのた，，要した費阿で 令妾の承北を得た も の 1ば、 そ の実考そ屯粕てる＇
＇ 特別の感哨で、 ご の短1ご よ ろ ご とがで衰ない も の 1マついては 常朽呼中会でク，，9するC

（改覧）
第 9 采 こ の規程の 改亮 IC、 苅亭会の承茂を得て行な う とす る 。

（紐訓）
第 ム 0 条 こ 69温和1よ、 理事会69決峯む社なければ父更する こ こ t二できない。

（付iり）

弟 ， 1 条 ご の規極1ふ 平成 2 6 ヰ 4 月 1 伍 か ら 栢i了 9 ダ

-m-

冷5 ボ 感沌状

i基準l
手 8 条 呼サ会 号 ど ！，て こ の会 1ご管純 し 7 1 0 年ツ r．在桔1， 会の率笑堆和こ祀著な功搾0) あ

っ た団体＂

第6辛 表 彰

｛表孵方法｝
第 9 条 戎；；は 次の各号によ り 行 う も の とする。

（ ； ） 永年蔚窃栢肋吝表落 功労者哀彰およ び特凩表彰は、 毎年寓艦する こ の会の定時
総会、 哀 ，と 1、4拡大研脩会、 深学検血学会て行 う 。

（ 2 , 該＊状は、 糾 5：後 1 0 周年単位て行 う と と をばal, とす る。 た だ v、 特 に必是 と 認
籾と垢合は、 ，， 高年半粒で行 う こ と がで き る ．

第9 0 条 舟彰1文、 会長が表彰状を栓与 ！^ 記念枯を添え る ご とができ"'·
代知費）

第 : 1 条 こ の浅屯の改亮は． 如亨全の1』3を待て行な う とす 5 ,
(II<り）

第 i 2 条 こ の俎和1よ 理事会の決某を品なければ変丈する こ と ；こできない．

＜附測）
治 ， 3 条 こ "俎程1ふ 平成 2 b 年 4 月 1 伍 か ら 施行 す ダ

平成 2 '/ 年 6 月 1 日 ー哨呟,E,
平成 2 E 年 2 月 2 6 日 ー祁改廿．

(i!i哀温出及び勧議
劣 l i 条 唸会に母宴を枷出する場合は、 ヤ の半 田 ど 駐白な総合¢) I O H 前 ま Cl己｀が局晏1:•

送付でる ．

2 啜急（り争憬によ 9] 常会 当 ビ 捏布す る也合は、 そ 0)写 屯 と 唖旨 を全写浦営苓 邑会9ご 拒
円すぶ

3 予停を伴 う 案件 に つ い て 9ま、 名更 と す る 経 費 を 明 ら か に し た文さを添えなげればな
ら な い．

（採決；
弟 1 公 条 採決セ；」な ・9 と き は、 駐長はての表決ic付す る 問涵を宜昌 し な ければな ら な い．
第 1 ;q . 採袂り卓序は、 議長が こ わ を決め． 屏案べ も っ と も出い烙止案よ 9) 光19，表決する，

條 i案がすぺ 9否決された と き ii、 原＊19つ いて古決 し なければば ら 19 [9、
第 1 ;, 条 喪決は次の方珪0)r卜 と つ セすろ

仁 ） 拍手 （ 2 ) 悉手 （ 3 ) 起立 ( 1 ) 汽記名投票
第 1 5 条 表決を行っ た湯合は． 紐長はその結呆を宣言するu

（茎＄箪）
第 1 6 条 瀑長 ←瀑半紐作成者は 議半忌•こ岩名 し、 出会共了後iグ月 以 内に会長にi是山 し な わ

れrえな ら ない。

（差聴者）
第 1 , 条 袴弔村吐中め ら わた中所9てお いて伊聴する

2 傍屹呑の発 口ば、 費北会貝 91因 り 語長の指名 9へ よ り 発 コする て と ができ る山
（知告涛liD

第 1 8 条 こ の規程に逗反 し、 滋艮の注滋に従わ な ；～者は、 兌言の序止あ 乞 い は追均 さ せ る こ
と ができ る．

（短届外事項）
第 1 . 条 こ の規科で定め ら れていない 匹項か梵牛 し た と き は， ャの都度蛤会にかけでi め る ，

ぽ戻）
第 2 O 条 こ の短涅の改売に 母出会の承叱を得て行な う とすぶ

（笙F．月）
第 2 1 条 こ の虹涅；え、 理事会の決議を経なければ変更する こ とができない．

（付閑）
第 2 2 条 こ の試程；ら平成 2 3 年 4 月 1 日 か ら 施らする。

12' 

会 費 規 程

（会賛）
雰 1 条 定救党 8 条 icょ 己］．会金及び全費廿次の とお り とす..

正会星
( ; )  -•設社団法人岐阜県湛床検宜技吋会
（ 』 ） 一伐七団法人岐阜県逸汰桧舟技維こ

噌約1会負
一般吐団法人岐良県附末杷査技師会

別 よ 旅文支諦互平

鉄ふg ， 品兵 • も茫ど溢 ， 卓貨
特急料金 ， 麻分和金

u 当
宿泊料
食卓戻
然科代

高速這路料金

1 •2X 

-11'--

入会金
9：：：告 （i ァ 年）

全費 ' 1 ヶ 年）

2 油項の入会金及び会央の変更は、 それぞれ蕊会で決定さ れた金ね とする 。
3 会員の会白訥入は、 一般社団法人段辛兵涵沐検克投師会へ皓入する。
4 正会員み会費祇う、9ょ、 毎年度碍始前に こ o)会に訥入 し な ければな ら な い。
5 ,B会 ］，た者迅出度入会する場合は、 入会金は ；4れを兌除万る も9) とするヘ

6 'II'L9 と し て 一殻社団法人 円 本阿宋衡牛検査技節合0)人合金咆びに年会者に以 卜の速 ＂
で あ ろ 、

一般社団法人 日 本応床距生検査技師会 入会令
会度 （l ゾ ',)

（改騒）
第 2 条� c u)矩科の改見93、 裕令99 ：承認ふ寺丁行な 一， とす

｀る

（筍削）
第 3 条 ご の由租ぱ 総合の決賽を弩なけ、 1念怒甲する ご とができない�

（付劉）
第 4 条 こ の規程：ま、 平成 2 3 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。

名 脊 会 員 坦 衷

500円
1 0.0ぷJ H

30、0り0 円

2,999円
1 0,030 円

溢共美貨
100 , m以 区り場合実卦
1 s  :.ooon 

尖費 (1 0,600 円 を限没 とす る）
1 在 9.i)9)19日以応l
おおよその距麻を的図 tで埠危， if ·/ '_i ：パい
し て2り1)円！1 （9 k mハ1 で計算 () 0 円玖 干ほ切 吐
げろ
免寄 じ の 区間の生復高速料金

（春見i
袴 l 条 一般叶団法A9吃卓肛臨、 栢牛柏、 芍飯令（↓：げ ＇令 l ど ，，ヽ う ）の名脊会員の病令＆び唯胴

1てつ いア定め る．
1宦査及び拉黛）

第 2 条 杓条の名営会只選考寄査及び控四：ま、 哩事会が行 う ＂ 荘事会は証年1 回年度末に、 対象
若が該当す乙か富溢 し な ければな ら な い。
？ 登円の 克 っ た候補老の決定は 紀会の承妥を経なけれぜな ら た 1心“

（茎菜）
第 3 条 名巻会只；よ会の充辰1こ正社、2功祖があ 2 た者で． 次の名．万iこ該当する吝とす7-.

( 1 ) 糾紐 し て 3 0 年以上、 こ d)会の会員 て め る 事
（ 2 ) 年齢が 6 0 点以上℃ め る 氷

( :; )  C の合の役 伝（合長•岳l会長常務哨手・西耳・監串］の絆験を辛 ，＇ 、 経蛉年数が台わヤ
て9 ,! 〇 仔以 じで あ る 裏

り ） その咀塑苫会が必要 ど忍めた者
（宜彰の時rA)

第 4 条 表彩は、 定間捻会又は必臣に よ り 、 その茶度行う ．
（処退；

第 5 条 名注会員 に ；ら次の処退も行 う 。
り ） 本会の運仇こ つ い て 、 必要に心 l9意見を求め⇔
り ） 吾彰の永年頃以洸99本令o,年雨令崎を況寺する
位 ） 本会七催0)唆令・古只等01ギ要在疇rt招宅する

（改開）
第 6 条 こ の規程の改戻：ま、 理享会の承認を符て行な う とする。

（算［，1：
第 7 条 こ の炭籾i、 理事会の決磁を経なければ変叉する こ とができな心

（村長'I)
第 8 条 C 0)甜程,,平成 2 9 年 4 M L い か ら 筋行 す る c

糾 紐 ．苓 営 恙 程

第 1 章 総 湘

第 1 条 一般叶臼沈 A、 岐卓県蒻、＊杓奇控師令 ［↓a9 「令」 と い う l (9)組紐及ひ洞営は． 定敦に
k る ほか 「 の規社の定め る と 、 え によ る い

坊2 章 役 H
 

渾贔り）社類 “ 選任）
第 2 条 定救 , .i 条によ り 、 理事 ち ， 名 を会長と し、． 2 名 を昌，J会長、 2 名 をば、 坦皐とすダ

？ だ含り 4 条 9ご む） 令托、 南i会長 常み坦与i；地i8拒当母等の 中 か ら 選任す る ，
3 常務児中は朕祐阿侵� 会卦部哀 と ［ ， 地区屯虫児中の任務 ど葦務ず そ て と ばマ＇きない

但し、 理巧会の双鵞が得 ら れれば こ の 限 り ではない。

4 茸事は地区坦竺罪事及び名邸長を い う 。
第 3 条 こ の会の役呉の選任 に つ いては、 別 に 定め る 役員退淫埠社 に よ る 。

（役員9)任欺）
姐 4 条 上長、 糾i会長、 袷袷蛙事の任胡心、 選任後 2 年以休iーく、 再任i註伽げないが、 伍長 3 期、

6 L求 で こ す る

第 3 章 付栴理当 ・ 部長会及び理皐会な らがに安員会

（常窓瑳玉 ・ 団長会）
第 5 条 こ の会は、 常務執行楼閲と して常務淫亭 ・ 部長会 をお く 。

2 常務理事 ・ 祁長会"· 会長 函会長． 常洛珪事及び謡長を も シ ’こ湯成する、
3 常務理李 ・ 部長会は、 令 じがも集する。
4 常務理牛 ・ 卦屯令9江、 定則的1で 湘屯t・ タ たた し令七が必展 、 記め た と きは、 栖時尭

倦する こ とができがまか 又者を ，， っ ー会吃iC代ク 、 ご rができ な

E 会長が欠けた と さ又9亡会長に亨故がお そ と き 9亡、 各到会長又ぱ各常務坦亨が常務世事 ・
部長会を招渠する こ とができふ

（理士会；
第 3 条 こ の会；え、 会務0 祇わ慎謁 と して珪享会と 屯 く 。

と 理事会心 理事を も っ て構庇する。 ただし、 必返こ応 ｀a産富以、外の合知） 出席 を求め，
畜炉n吋炉 、 こ と が でき ふ

g 角当令1了、 守期 ｛て 削僅するい た だ し、 令長が必要 と 訳め ，， と き は、 廂時弗保す そ ご と
ができ る ほが 文書を も っ て会閑Iご生え ろ ご と ができ な

4 会長が欠 け た と き又は会長に事故があ る と き ば、 各岱J会長又ぱ各常務囲事が理事会 を
招集する こ と がで きる。

（濃長）
第 7 条 巧手会及び常務珂手� 、 祁品会の溢長心 会長が これ に 当 た も

会 計事移取扱規砕

第 i • 稔 則

（ 目 的）
第 1 条 こ の現程1;t, - •殷社団法人岐阜煤忠床放査技師会の定款第 6 章1こユづき、 本会の収支

の状況、 財産の状況 を 明 ら か に し、 会計 亭務ま寇正かつ効呆的に 行 う 為 ：こ必渓な享項
を定め る こ と を 目 的 とする

（全角1反訊l
第 2 条 本会の会計1i、 法令． 定放枚び こ の規栓0)定め1,' よ る ほか． 公益法人宍叶品準1で埠視I

！パ処曲を行わなサわばな ら な い。

（会計区分）
第 3 条 会計区分は． ー、笠全計 と 特別会計 と し 、 約9り会計ぱ事寮遂行上必型

る も の とするu

（会計a{I老）
第 4 条 会桁責任者は． 会計部長 とする。

（会計年度l

第 5 条 本会の令叶年度Ii. 定芯1:'咤 め る 手築年度1• し た がい 、 毎年 4 月 1 日 か ら ，，，，年 3 月 3
1 ド 支で とす..

第 2 末 勘定及び桟筍

（識足科 目 ）
弟 6 条 本会0)会i没国に必函なふ定科 目 は別 IC定め る。

（帳迦の種類）
笥1 条 帳祭の神庄9士』 次の涌 9] とする，

（ ］ ） 印金屯粕帳
( 2 )  l!l金出訥幌
( 3 ) 了葬筈阿1ご必要な窯笥
（ 4 ) 固定資産台飯
( 5 ） 給与合板
9 6 ） そ り）他必姪な袖助率

（帳迦へ9D記，人9
第 8 令 中ら, ,すすべて 、 全失及び会升吉任セ0) r承を希｀「行い、 そ(9) 市 B i o) 正当 な ： と を色E し＂

た胚捏害類 と と も た関係俵笥＇こ記戦 し な＇ナわ ばな そ ない．
ぼ担類の整鴛）

第 9 条 収入支出の証に凸類は、 B il類に ，1 ご と に 区5] し茫理 し な ：すればな ら な ら

（娼第の母存）
第 1 0 粂 板簿、 伝嘉 苔恙年し）保存9よ、 次の禎 i) とす今

（ い ヤ導決算き類 永久保存
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役 貝 這 学 坦 程

第 1 章 総 甜

第 L 条 一般社団法人岐卓尿臨ふ検奇技師会り）役員選学に 肉 し •e ，ま、 走款お よ び珀紐運営規栓
9こ よ る ほか こ の煤森の定め る と こ ぶこ よ る 。

第 2 条 正会員心、 遥学位およ び払遥学祖と合する。
第 3 条 役負し）選任心 給会99おいて承認する。
第 4 令 役白の任斯9え． 寺欣の定め る と ；こ ろ 1;• よ る が、 そdi改噌9ごよふ交代99、、 令長は浴会時

その他の役．、 9？ 汚 っ マ
＾
は 当 咳担当承朽41帯ぎの時点！でお いで行 う も 0) とす る ，

第 2 双 朔棧と連営

第 5 条 選挙の迄常お よ び恋挙に関する喜芯処理等 を 円滑 ；こ実施する た め に。 辺挙F理委員会
お よ び役員准鮎委晨会をお へ 。

第 6 条 逢挙音距委 面、会の委員心 各地lべ ， 岐卓、 西泰、 東呂 中洟およ び而H、, 1：お いて投
角以外よ り 各1名選屯し、 そ,,定邑は 5 名 と する。

？ 役只推極委員会の委員1す、 各地l｛ （岐阜 西涅、 東洞。 中洟およ び張騨、9 に お い て投
臭以外よ n 各 2 名湮 出 し その定貝迂 1 り 名 とすそ。

3 逗ふで
＂月

社委只 と役只把鵡委只 を兼ね 己 こ と はで き な い。
第 7 条 選挙笞理委員会およ び役員推譴委旦会の委員の任期は、 還巳ざ れた時点よ り 2 年 と し、

再任は功げない。 委Aの久Hが生じiこ峯合は補充し、 そ 9汁碍凶閥省の芸任閑問とする。
第 8 条 選挙符坤委 遁会お よ び社晶打知＄委員会は委鼻6) 五供に よ り ． 委員長を選かする，

第 9 条 選挙箸絆委已会お よ び役H唯樹委も会 ＇ 委点吾は委只会 を代表 し。 母挙の管速な ら ひ
、こ咎員 り99推遵に関す る 唸務 を吐杞する。

第 3章 会 讀

第 1 C 条 遥挙資迎委伝会およ び役且淮茄委昌会は妥比こ よ り 希成する。
2 殻溢や坦ふ届会およ ぶ＆員准船姿昌会の基長は委員長 と する．
s 討冷善坦委伝会わよし付ク員准転委 涵会・よ委員母が招集する，
4 艇落壱熙委 白＇会および沿白推池委白令は嘩b,咽担 の 半敬以 l· Ol/tJ弗1：よ り 氏 ヽ"る
h ；；；埒写ん 出 浄手の世半数の抱成iごよ 9) 央定 I,

同数の男合1さ議長が こ れを決定する。

第 1 1 条 迂挙管罪委只会およ び役呉虻四委只会は常密翔事 →祁長会窯お よ こC罪頂会、 あ る い
はその他の委只会と合詞で潟樅する こ とがでとる。
逗学行理委且会お よ び役昂拍潟妥只会は、 合 同‘さ濫位 j る こ とがでさ る．

公 深卒性浬委員会およ び役員抽碍委員会は必妾に応 じ、 会員の 出店を求め紅見 を 聞 く
： と かでぎ る 。

｛ 還辛管坪委員令およ び役、国推同季貝令lt改選涅嘩09 た め " ) 年 1で 1 回以ヒq9会咄
を博俺する ご と とす な

（ 月 ●9)
第 1 条 ご ') 、 程ば 一般打団注｝岐争県曲床検杏枝坤会（以

―
ト
―
I会＿＇ と い う 。 ）が会 壱、 そ 0)的ご

対すろ 見鍔いおよび肥況な ら び9て弔咆 に つ いて定め るよ
（対象）

第 2 条 （ 1 ) こ の会の正会長（以下「会只」 と ',‘ , . )とする。
( 2 ） こ の会が悶係する 団体等の之弔。

〇況）
笥 3 条 （ 1 ) 会日が粕婚する 場合は． 糾還を も a て度況ずる，

( 2 ) こ の会が関係する 団体等の凝説行事は、 会長が必要 と 認めた と き に 瞑 り 参加する。
（見釦）

第 4 条 会民が一ケ 月 以上；；；射 ，， る い ，よオヽ濾の墓故に よ り 入協枷炭 vた場合,.. 3.000円 0)見品
令を贈る。

ぼ慰）
第 5 条 ， い 会員が死 し した虎炉ま． 会長また I>会長代土が弔祀を行 う マ＇ と と し、 生 It-対

な ら びに 弔慰金m,9OCF1を賠ろ． た だ し 、 会務快行上で死亡 し たt合、 ま た ：ま
会に特別の功労が あ •9 た垢合は坦•亨会の注在経て別 に決定する も の とする．

（ 2 ) 会貝配Ill者の死亡 に つ いては弔電を も っ て弔怠 を あ ら わす。
( 3 ) 本会 と缶接な関係を存す る 団体葬な ら び；こ個入葬9こ；よ参加 す る。

（峙例）
第 6 令 糸 8 条り 第 4 条お よ び乎 h 条 99，，ふ如這屯Jが生 i9た培合、 または南保団体等9夏弔

令等は 会長が漣攣令1で約 類を経ア決すそ
ただし， 叙を要す石が例：合会又ぎ決 と し次期理事会で予認を得る も の とする．

（令ーの違紀）
笥 7 条 第 3 条、 第 4 条、 第 a 条お よ び第 6 条の右例が発生 した紀合ば、 会只拍設迫絡宦任玄

よたは池区担当理事が速やか ；こ本会事務局に迫烙する も の とする。
（会g、の伝達）

第 8 条 会民へ〇＿）底弔学琴保発宅伝達は、 必要Iご応 し本会が行 う も の とする．
（改廃）

笏5 9 条 9 の規粗の吹虎は 理亨合の承勢を唱ア行な う どすろし

（雑則）
第 l C 条 こ の規程ぱ， 涅ま会の決滋を茫なげれば変更する こ とができない．

（付•J)
第 1 1 条 こ し）届程は平成 2 6 年 4 月 1 E か ら 脳行 す る ．

滋ゑ推口晏且会）
弟 8 条 役 届掃西委員合は、 定滅第 % 3 条"役員森袖者の選如こ あ た り � 沢羊告漣委員さ k栂

告9 知
2 任券、 磯守及び蔀吋9ご―/9 いて ほ 役貞保挙規告にしとめる

’"'1全員会）
第 9 条 こ の会 ：こ専門委に会 をお く こ と がで き る。

2 "'？り委只会は、 会長の恣問享ばを関企し、 こ の粘果を答申する。
3 存？腎委只会の定晟は理事会で定める。
4 妥轟＼‘ょ、 会長が委囁し、 条晨長は胚且I] と し［委員の互選 とする。
5 専古委直会1ふ 会長が招桑す る＾

ぼ5)

菜4年 郎と逗営

第 1 0 条 こ の会 に は、 次の部をお く C

( 1 ) 点務品 （ 2 ) 会" '' ( 3 ) 胡編頑合部 （ 4 ) 学術尚i:
( 5 ) /J;柑宣伝翫 （ ti 9 精浅智珪辛栞品 り ） 渉外祁

（区複部）
第 ' I 条 庶務採 に お ［心では 次9り半務を"' �

( 1 ) 宝蒙 咤規程！で開する ご と2

( 2 ) 会晨名溶に関する こ と。
( 3 ) 会在のエ告1ご蕊する こ と。
( 4 ) 文書の収受な ら び：ご発行：こ関する こ と。
( 5 ) 会議な ら びに議事品に 腐 する こ と。
( 6 ) 社3i 法 人 日 本命床晒牛検奇技師合 と の曲係串務iこ ●9する こ ¢:.
( 7 ） 与務所（Oや涅fで 開する こ と．
( 8 ) 帷反の人手に関する こ と
( 9 ) その他各部の主行9こ尻さ な い こ と。

（会計郎）
第 1 2 条 会計浮にお いては、 次の事務 を 司 る 。

( 1 ) 会計 笞の裏作及び保持に閑する こ ら
( 2 ) 渇合の森管Iii沐IJ 闊 す ゐ こ と。
( 3 ) 財砂9)溝{f i.'. 閑する こ と・
( 4 ) 年中収市予算の絹成1「 岡する ご と。
( 5 ) 収支決貪壱の作成＇ご兜す る ご と
( 5 ) 苺月 の経廻状況に関すろ こ と。
( 7 ) 汽産1ご哭する ご と。
( 8 ) 社団法人 日 本臨床偽生検直技帥会と の会計事務 に 悶する こ と。
( 9 ) そ，CIり会計に 函する こ こ．

iと8

， a ) 会計9瀑総 伝祟
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, o 年保存
, , :, lii.控！吾"' , ,) 年保与
り ） その他の令計害顎 5 年保存

2 苛項の期間ば、 決算 目 ＂翌 ヨ か ら 担葬 し、 想分ず 己 坦合笞理 事会の予毘を碍て往 う
も の と す な

究 3 章 予 雰

心珀）
第 ） 1 条 予算は、 岨恰tt牟茅叶面 に基づき 社金の咽杞 を ば、 か っ て 桓成 L,. I’ '滑な享喰炉的

を選営すろ て と を 目 的 とすろ．

く予算算成：
第 1 2 条 本会の享染計固 と 了江は、 仔会計年度開拍的 に正成 ら 坦事会で決定する．

2 前項の事業計血苔及び9算呂；ょ、 三第官庁1こ屈1 出なけ ればな ら な い。
（予笞9ノ仇行者）

品 j 3 条 予位＂晶行心、 会呂が行 う ヤ） の どする。
（予囀奮の11t_ t)

苧 1 4 条 予判 「9 がたい支田9ご充て る ため． 名魚沢を手＿ヒする ご とができ ろ
く予算の注用）

笠 '. 5 条 予雰の飲行 に あ た C 、 全長が特に認め た と ぎ鈷、 大科 コ 中 の 中芹肛］ ）：は 4· 科 □ 明 の
祖冗にお いては、 史金を流J:1する こ とができる．

ぽ漏戻0徒月：；
垢 ↓ 6 条 予付占09文diが中 じ た と きは、 会長り）承認 と得c呉fi し、 理争会9こ報告 し な 91れば

な ら ない。
9そ漬9川ヽ 補iF)

華 1 7 令 予笠の補Fを し、 たげれ9て合朽の執行に支問を心注島令 会長9六補T予算を作成 l.
理事会の承駕を得なければな ら な いし

第 4単 出 粘

（短社の純囲）

第 9 8 令 ご Q浅程,.•おいて 色銭 と は 現笠及び頃9f笠 を い っ
2 西金 と 1i、 唖貨 I!) i9か． 性H通ヤ、 と 引 き換ク ん こ とが9で き る 餅害 を い う ，
？ 手形及び打佳征券ぱ 金梵9て咆 じ て翌 う ，

（出曲吏任老）
第 ： 9 条 金銭の出納、 保笠に 関 ｀ッて、 出粕貸圧者を堅 く も の とする。

2 出納貨任脊は、 会艮の承認と得て、 会計只に音が任命 する。
（飯社出納）

串 9 () 条 令糾を収納 (9 た r．き 9ば、 日 々 9,'定の命§的証 1.，．如入れ＂ 文出 1；万Cて てはな ら ない．

1 3,J 

弟4噸 迎キ管坦

第 i 2 条 基挙貨理委翼会は次に；；；ifo返挙事必ピ行 う 。
( 1 ) 選挙り）古示

( 2 ) 寸揉枯およ び推此侯祐の受付
( 3 ) 送半広知作成およ び発行
( 4 ) 投乗月4び疇およ び交付
( 5 ) 投畢お上 び団中の管珈
( 5 ) 当芝 ・ 信件の確窮およ び公示
( 7 ) 遺乎遅峨の綬割
( 8 ) その他選挙に史す る必哀事項

究 1 3 条 選挙告示は地区総会の l t, 月 以前 とする．
第 l 4 条 選挙管理委員は選挙逗動を行 3 てはな ら な し．
垢 ょ j 条 選砕理委員は投員，こ ii保袖または推ぷ蒻淋 になる こ と はできない。 も保ヰす心 と さ、

ま たは椎隔禄徊 と な る と き は委長、 退任 し な ければな ら な心，

第 5章 立餃箭と陀鷹

第 1 5 条 役只は立伐補ま たば控鴻侯補 とする。
第 ： 7 条 役只 iこ立伐堀 し よ う と す る も の は、 地 ス総会 の 3 週間前 ま で 江、 3地 区選挙守理委

員 にふう 出、はt)ればな ら な い．
第 j 8 条 抄員森相を治Ii i, よ j と す る も 叫辻、 森稲者on兵辛吝喝て透学 H よ り 地区紐沿9バ

過間袖までに 各地区邊挙貸理令只 9て）出jUi 1な 9i ればな ら ない。
第 ） 9 条 各地 98役員唾；；季負Ii 各咆区捻全で央話さ れた役負候柏名 を 役貞栴団呑員全1ご推

箆 し な けれげな ら な り，
第 ？ 〇 条 云柏者が定数に謂たたい湯合は． 役哀把白委只会で控団し、訂整 し な ＇？ればな ら な い
第 2 1 条 役只淫鯰委旦会は総会の 2 ヵ 月 詞ま で に、 選学管写委旦会に侯待者名潰を提出 し け

ればな ら な し＞。
弟 2 2 条 V伐哺を辞甚する と き、 ま た 9―＾推痴候補を辞甚する と さ は、 推蔚者0；承話を得ー1、

辞油）居 を5f_1苺価締め切1 9) 5 H 哺 まむこ各地！ろ涙ヰ笞涅委 釦9：出i｀な vj ればな ら ない。
平 ，， 3 条 杓Hの う ち 母当の況任11、 屯 1 9 条 ｝て よ 19 咲告推；；杏点会に椎蒻さ 9！た保栴 中 よ 9)

壱呂する．

第 2 4 条
と

第 6 章 退学と投来

各地区における珪
・
侯』省C)選挙は;x,,;易げるん法；こ よ る も 9ハ と す る。

保補者が）t保袖及び推綸を合め， 祖紐返営退和 』 2 条 に よ ；；地区 ＇ か数以j3
•あ る 場

合に 杉当；；区り）会itヽごよ り 壼挙を行 う ＂
3 喉梢者の遼ポ'"'咳当純l｛令員の渦半惑09承炉を毎た けわ,�な ら たい。

傭這謳査輝）
；；； 1  3 条 組命“奇が1こおい9心、 次U八旺知← 4 る 。

( I I 会の啓発だ阿する i』： とm

\ 3 9 会の半苔さ 9ご つ いて の課を粁弁Ic閥する こ と。
（ か 待遇改西9て開する 「 と，
a 9 哭保法規：こ 関す忍 こ と。
＜ 5 : 池区花勁に関する こ と。
く 切 会員の鋭逹、 レ ク じ エー シ ョ ン及び福利弄生；こ 関する こ と。
（ い ヤの他組磁強化i:関す る こ と。

（学柾祁）
堵 1 4 条 生命部iごおい ［ は、 かr9嘩務を 巾 知

( 1  9 県毛lで対する衛牛臣叩の普及、 内発に 関すろ ご と
（ 2 : 臨床衛生唆査技能に よ そ 池域保侵事業：こ 関す 己 こ とJ
く 3 ： 投査の精虔モ罪：c閲する 関査、 研究及び活勁：ご 閲する こ と，
a ： 屯習会、 研修会及び芸術の文泣、 学会：こ茂する こ と。
( 5 ） えの他学術に関す る こ と。

2 学術部，こは、 JA介
6)袂音邸門 をお く ，

I . 吃床一粕甘炉ヒ
4 . 喩皿 ・ 糾 ． 中択祁．

は ； 囮与に よ る も の は、

2 ． 咄伝皿疱合lt月
5 ． 喩床唖牛物咄色i

その と さ の滴正な評価白

の複百保険を 付 亡 な衿ればな ら ない。

1 S l 

粕
»
1 章 停足及 び吋

3 . 生和化学分祈都門
6 . 病四 ・ 細胞濁囲

7 . 吃広生理蔀門 8 染色佐、 →豊伝 f部門

9 ． 宜床検査稔合郎門 （採皿 ・ ほ潔情雑 ・ チー ム 医寮 公衆臼生等）
は困宮伝ll!)

第 1 5 条 ム苺立伝部においては、 次の享務 を 司 る 。
（ い 会母9a編集、 発行に関す る こ と。
＼ が 会哨＆ び 文献紹介に1ふする こ と
（ か ヤの他広舟官伝 して 関する こ と。

1栴度賣也宮煮部）
溶 1 6 条 精度吃哩事笑郊において！ま 次の事務 を 可 忍

( 1 ) 険杏の粕安9こ関する霞杏、 研究及び活酌：こ悶する こ と。
( 2 ) 広床検査の凜平1ご図する こ と。
( 3 ) そ の他、 ほ未校査OO総合的精度行理；こ関す る こ と。

（渉外革）
冷 1 7 条 渉4邸ヽこおいては、 A09卓務 わ 面 忍

f l ) 令 09戌斧I→栴すろ ご と，、
( 2 ) 法人！ご史する制査及び活覧1ご 史する ご と U

( S ) その他 法人に関する こ と。

（郎長）
第 1 3 条 部長1よ立保哺＼こ よ る も 0 と す る 。 侯栢者が定数1こ洪たな い届合は、 役；；推嵩委員で

推紺し詞設する こ こがでさ る 。
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2 支払いは、 原且り と し C鋲行 枷 9) 込み こ す る， 但 少糾の街台は税笠 ぐ も よ い，
3 臼収がま•， 宍寸貸壬者 も i' く は全示者仔千位） ］成を得｀て仕納者任者が発行す ダ

(1;_金及び公印色哩）
宮 2 1 条 預金の名差，9、吐、 会長 とすそ，

2 [Jj納に使月する 団零は、 出納天任苫が保管 し、 会計宍任者 も し く は会計貴任者 の 了
承を得て出納賓仁苫が和印する も の とする，

3 金磁濱関との取引を開始、 又iおお免止する と き は 会長の承認を文9) なければな ら な如，
（手元滉金）

冷 2 A 条 出納貸廿者は、 1] 々 O)99金支社、 い iご充て る 為で 必要帝9！ヽ恨度の手元点金 を 西 く こ と
がで苓 る ，

（癌円照会）
笙 2 3 条 出；；百年老は． 現金残高 を 毎 日 出納簿の残高 と照合しなげればな ら ない，

2 預貯金 ：ご つ い て は、 原�lj と し て月 に 1 回頂貯金辺慨の残高 と 帳澪残高 を庶合 し な け
ればな う ない。

3 前 2 項iこ お 〇て、 差額の あ る と きは、 速やがこ会計責任者le禄告 し、 モ C)拓示を受
け る も の とする，

4 預貯金1ごつい［は、 毎年度 3 H '1 1 H "1をの告高証申晉を入手 しな ければな ら な い。

策 5 ，，， 団定汽充

（定益〉
第 2 4 条 固定貞奎 と は、 配届年数 1 年以上Aヽつ取褐価格 5 万 円以上の“'じ固定藍庄及び氣形

固走貨産を い う ．
（和戸ぷ●ド9)

哨 ？ h 条 固定汽発Q汲喘栢格は、 次 ！て よ る。
( 1  9 閉＼ lで よ そ ち の ぱ その同ス栢格万ttそ四、I帯喪用
（ 3 ) 建設に 係 そ も のば、 その建設 に 要 L た費用
＜ 3 : 交換9ご よ 石 も の は、 その交換に対 し て捉供し た迂産の伍；；；

（固定資届99畜涅：＇
冷 2 h 条 ,.を資産I‘ょ， 台帳を艇え、 そ の俵全か況汝び移動 に つ い （記録 し、

失！が あ っ ，，西合は会;1責任者及ひ会長iて封告 しな く 1はな ら ない。

2 固をH光を処；；；コ
＇
今唖合は， 珂率令の承認を拒な ければな ら ない。

（登記及び担慄）
穿 2 7 条 9動席登記を必喪 と す る 広定去庁辻ま， 登記 し， 択宮のお それの あ る 芸定は， 店正節

移告、 も損、 紛

第 2 5 条 役艮の選任は次に褐ザる方法に よ る も の とする。
2 選任は各比区て遥任 さ れた役且侯柿者に対 し、 全会且 ：こ よ る 番面許決 とする。
3 過任は打効溢面の過キ数を＇ 5な，うればな ら な い．
4 選什 さ れた も 09が 2 2 名 に 達 し な v屯勘合、 投．a拍油委員は、 再凄役a低袖を遠出 し

な ければな ら な い。
5 庶事の遥任は、 役員批譴妥員会の誰店 に よ り 涅事会に投告 し、 全会員I→ よ る 孟面評

決 とする，
6 吾面評決9お●仲投母 とすか 華挙管幽委己会は投摂締め切 9i 後 直 ら 1し委白会を肘

催 し 開要すそ． その後理半会汐て、 倍令，，報fする．
喋 ？ 6 条 団零1文、 役員以が．の下会貞 2 名 の立ち合い を必衷とする，
第 2 7 条 選挙管理委貝会は閉烹の桔果、 当透苦氏名 を公［月 し な ければな ら な八
第 2 3 条 その他の必要事項j’生 'eた と さ は、 窯咲宮理委艮長：：委貝会のち な ら ず役星 を 抱集

して協滋する こ とができる。 召集を受け た役晨9�よ． こ れを拒否する こ と はできな炉．

第 ？ ＂ 条 ー の規Hi遂行I1関すネ 必要萬浮9文 滓雄帝珪呑負会↓て お い ,· .·・ わ 花決定する 。 た だ
しその亨咬 に 関 してほ、 理事会の承陪を得なけれ屯な ら ない。

（改）
第 3 0 条 こ の規程の改寃に 理亨会il)承認を得て行な う こ とする。

伸」 Ril:i
冷 S iこ 条 こ の規淫iば平或 ど d 午 4 a l H か ら 海行するつ

2 帥ぷ09部長は、 必棗に応 じ 坦事会 り）承認と褐て、 正会贔¢) 中 か ら 部員 を追出 し、 会
仕がみ叫する。

3 庶玲部長1ま奉務局長兼仔 とする。
（澪誉

第 1 9 条 各瑶に、 亨栗の紀廿して つ いて包兌 I.、ヽ ．． 也年度径過報百な ら びに所年度亨業． 兜及び
予雰：こつ ゜ヽて会長1こ覗化す 5。

2 会長は、 収文予第1こ品づいて活勁貰を名砧局 に文付する こ と ができ る。
3 部は｀ 話助蛮の収文を頃磁こ、 必姦に応 じ て盃安と妥I·;、・よ むればな ・う ない。
4 各祁心 会務執り状況を会長le縁告する，

第 5 窪 監事の謀務

｛監事の孤葬）
第 2 6 条 監字は、 次9こ拇げる唸務 を行 う 。

り 理＃の『』務叙行J）状況を監合 し 、 法令て定め る と こ る に よ リ 、 監角報告 を作成
す る こ と。

9 9 ,  : u)法人の莱袴投び屯 産 U)状況 を馴究す ⇔ ： と、 J心9ご 各母券年令1； 係 る貨倍

ヤ匝表汐""'益叶屏害 ，廿味淋だ増希杓•宇） を胆杢す ゥ ご とc

＇， ? ) 総会およ び哩京会9て 出 守 l ｀ 必要があ ろ と認める と き は惹見を述＾マこ と．
（ 心 理ポがイ、下の行菜を し、 も し ぐまその行為 を す る 怠れがある と認 め る と き、 又

は法令若 し く は定欧記迄反する事実、 右 し く は著 し く 不 当 な事実があ る と認め
ら れ る と さ は、 こ れを総全及び迎享会に姦告する こ と。

（ 5 ) 品5の報岩をする ため必蚕があ る と さ 1こ、 会長に起事会0)招集を請ふする こ と。
た だ し、 そ の請求が め っ た 弓 か ら 5 H 以内 に占辺詣求があ っ た H か ら i 占I日以
払199) 日 そ理手令の H とす る や共屯知が弁せ ら れな い 坦合は、 屯接中手会を招桑
する こ と。

( 6 ) 哩字が総会に提円 し よ う とする諾案 害類� その仕法令で定でる も の を茂査 し囀
法令若 し く は定款に違反 し、 又；ま君� し く 不 当 な事項があ る と き は、 その高杏の
結果を総会に投告する こ と。

（ 7 ) 坦事が こ £訟入切 目 的の碗囲外の行為そ の他松令若 し く は定嘉に違反ず る 行為
を し、 又はそ6)行為 を す る おそれかあ る 出合 ，こお いて、その行為 に よ っ て こ の法
人 に希 1, しヽ枷者が生 ずる おそれがあ ；； と 和3 、 そ91)延鼻 ＼、対 し 、 そ の行為斧や
め る ご と を尭求すそ ご と。

( 8 ) そ の咆乾亨fご詑め ら れた法令上の権沢を行使する ご と3

」�と6

第 6 象 決 衿

（決算吝類の作成）
第 2 8 条 A9全1ぶ 類会計年度痰了後、 速やか ば事業涅告書及び次の決択雪梵 を咋成 し な け 勺

ばな ら な い。
紅 ） 奴支計算苫
( C ) 止味以庄増減計冥；；
心 ） 溢／市対面表
' 4 ) 也涙 目 椒
， h ) 必再 9ご応 lグて 附鴻申紺書

（控査及びl!I告）
第 2 9 条 前条の決貸ま烈ま、 差事の翌査を受け， 総会の承認を名｝な忙ればた う ない，

（改炭）
第 3 6 条 こ の矩和を 改窟する と き は、 坦事会の承品を経て行う とする。

（雑ii)
供け 1 夭 こ u刃和和は、 理＊会u)決議をわな¢j れば多更 す る こ と はC き な い，

（附局！）
第 9 2 条 ご の街程は、 近成 2 6 仔 ,^ • I H か ち咆←する，

2·々ー

表 彰 混 程

第 1 章 総 ll'l 

（設置）
第 1 条 一 般辻団法人岐卒比ほ沐及直技誦会 （以T． 会 と v名） の 行 う 表；；；；ら、 こ の俎西の 主／

め る と こ がこ よ る 。

（ 目 的
如 条 ご 9浅胆は 本令承業の性鱈功箔 の 知 だ 9会彎か ら もt して著助令息 に合長が衡貨を

安すろ て ど を 自 的 とす な
＜檀梵）

第 3 条 こ の規和に基づく 紅類は、 次の各号 とする。
( 1 ) ぷ年戟窃栢励名表彩
( 2 ) 力労甘去阜
( 3 ) 特1り表彩
( 4 ) 感街状

（表彰の冷定）
第 9 条 前条各号の移当者またば該 当 団体 尺 つ ＇ヽ ては 理事会の登決を経て会長が被表衛者を

決定する。
2 表彰の 申苗は比区担当理事か ら 全長：こ 印請する。

第 2 章 永年慮務籾励者表忠

（,-;;.) 
第 5 条 繁続 し て 、9 5 年以 卜の王全Hで， 表彰年 4 月 1 日 で 5 0 競以 ｝，の者，

第 3 章 功労者表彰

湛11,)
第 6 条 以俎者9‘凸、 こ 6)会0)発念9ふ届著ねり悼があ り 、 縫晶 し て 3 9) ・ 以t什籍 し、 iつ h o

命 じ 幸 し た者で． 次の各号の いずれか 1C．該当す る も の ど3 る た だ し 、 初懃、 勢章
厚，，，吋傍大社壱形を受けた者ぱ 除 く

( 1 ) こ の会の定数 2 3 条に定も る 役貴 を経繁住数が合わせて 6 年以上で あ る 正全員．
( 2 ) ご の会の学行部 ・ 検査研究班班長）こは部門叉を通年 4 年以上寛めた正会只。

第4章 特別 表税

（基準）
第 9] 令 ： の表彰規程第 令長91特Iうをめた中合は 特別

表彰者 と し て， 理亨令で宦査 し 、 ごれ を噌決する，

-m- -!36- -1 3?- -198-
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姦 弔 武 甜 臨床術1挨 育 資 料偉 退 件 委 員 会 坦 湘

r名称）
苧 ！ 条 こ の会は、 距＊衛生珀托令炉館噌営委臣会｛以ドi 会＇ ど い う ） と称する。

（亨務所及て9資料撼の所在地）
笑 2 条 こ の会•，， 事務所9：：， ー 穀笹団法人岐．屯開E訊校杏技栢会似下「県技師会」 と い う ‘求務尼に

世き、

費糾館は、 岐皐兵関市平賀字長埠73'番地岐皐医寂科学大学内に口 く 。

｛ 目 的）
第 3 条 こ の会：ま， 応床検査ぷ配L検査に使用 さ れた復汝器只及び文献等菩積さ れた歴史的1ご価

依 あ る 沈 品の展が保佗惰四 に 関す る 事項を協議 し｀ 資料誼の道切なる迄営 を 図 る こ と
を 巨 的 と する。

i組峰）
平 4 条 ，こ の会は、 県苓9u会合員 を も っ （紡絨す知

9委�)
守 5 条 7． の会 に次の委長を堂へ

委呉長 1 名 委貝 若干名
（委負長及び委員玉出方法）

第 C 呆 委最長は， 瓜技卸会長を も っ てあてる。
2 委 員 1・ふ 妥員長が委属する。

（日）
弔 ＇i 条 秀邑長は令務を船括 し、 令翫9；入善長 と な る，

2 秀晨I芯 令01薄営及び庶窃、 会叶事務を分担する
（任攪）

第 8 朱 委呉k及び委呉(/)任期は心 年 と し円任を坊げない°

く屈隅）
第 9 条 こ の会；こ配問を監く ご と ぶてき る 。

屁固Iふ 学駄経＆者 と し 委 伝長が委頃す るn

i会瀑）
第 i 0 条 令誤は， だ例 日 を中めず， 必唾IC,t り 委貝兵が祀戻す 忍

？ 必西も そ と き は 岐亨竪摂咄栄大乎の役醗貝�， 又守その他の老Iご 出席を要討す"·
と がで き な

（会計）
第 1 1 条 こ の会の運営符理：こ型する 経貫＼‘よ、 渠技伍全が負担 し、会費の徴収は行わなぶ。

（改涵）
出 j 2 条 こ の規9りの改尻1ふ 珪事会6)ポ認を為て行 な っ とす<,.

＂咄）
第 ］ 3 条 ご 01規9り1、 距市全01決吃を怪たけか1、 変更する こ 々 ができ な い

(tt用）
第 1 4 条 こ の規程は平比 2 6 年 1 月 9 日 か ら 施行すを。

，
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幕 会 運 営 俎 程

第 l 章 混 別

（総；，，1
希 ’ 条 一投社団法入 ＂皮岸県喧房咬杏技叶会（以ド＇ 会」 と い う ）の誓全角仇は 定被及びこ の規和r)

疋冷 そと こ ろ ！こ よ ろ ＿

（司会者）
第 2 条 司会者は、 会艮が指名 し、 品及決定よての会品の亥任 を も つ も の と すな

i羅云0ん逗出）
第 3 条 ul全者は、仮る長 と な っ て、議品を選り＇する。議長1よ 2 名 と する＾

沢洛孝究各負令1
が、 4 条 “要9文庄席者0)そ格を嗜や·する た め 、召卒秤杏香貝令吝設ける、
2 費柁者全委員全は、 地 区 ご と に茫 出 さ tた地区代去と甦亨 2 名 を も っ て摂成する，
3 委艮長ば、 地Z代表の互選 に よ っ て選出する。
（蜆律）

第 5 条 洪洛喜査妥員会は、船会出席会兵及 し湛当面出席会且，）浜格と姦査 し、 委兵長；註貨洛蜜査
し）品呆を組会tこ報臼 す る。

“事遅営委員会）
手 h 弔 浸桂1文 令嗜を 円 滑 I：ー ，屯営`―

る た め 臼手窯営令員令 吝；；9千 るー た だ し 責柊将奇委貞
が兼れろ ご 卜がでラそ，

（はま翌営委負会の任務）
第 7 条 鵡事遥営委n会は、 次の事項を畜翠 ＇J會 その結果を総会 に提案するe

1 1 1 滋享 □ 担の時閣の割 C 振 り と変更
( 2 ) 来賓の沈辞 と祝電の取 り 扱い
( 3 ) 会巌祝il,O) と さ6)収柏、 その他事故あ る 場合 0)処儀
1 4 1 迪名か ら 09提案没9｝衡Hの釦寸な ら 心9こその処渥
( 5 ) 会栴配布文式の取 り 板い
I S ) そ↑他 贄亨浬営！こ必要な享項

（魯記）
第 8 条 鵡叉は、会謀の磁事を記はす る た め、 言記 2 名 を仔命 しなければな ら な い．

這歪の宣言）
第 9 条 磁品は、船会の成 立を宣言する。 ただし、 出店占が定数に湛たな い と さ lふ 沐剥 よ た は

放合あ る い は延会を 自甘する，
？ 誡喪9て、な件を馘浦する と 喪ば 、 （O 白そ官芦する。

（発言宅）
第 1 0 条 会賎で発言する楊合9芯懇長！ご通告 し 、その指名 を受けなげれ＇iな ら な いe 兜名を受け

た と き は、 発言に先だち 所昂施敗、 氏 名 を 明毘こ述べなければな ら な＇＼

ー
c
/

』

�，
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第 6寺 地 区 の 遅営

9地！ぎ，，丙分）
第 2 1 条 こ の会ば、 別表 ： の と お り 地区を区分すそ．

ぽ会口の所厖）
第 2 2 条 正会員1よ、 原則 と し て瓦務施穀の あ る 地区に所只する も の と す る 。 ただし、 県内所

属厖設を布 し な い会只は税住所 とする。
湿亭）

弟 9 3 条� 各飢区代 は、 5,1及 2 . の 面 9J 吋9卜祖当純卓 をH < .

2 唖享1、 所直訊区合員 セ；；終を密1こ し、 ，，，救培 2 6 条第 9 項09冥務を達わする，
3 毎釦 同、 年度和て屯 地 房＾ ア と に地度総会を行わなけ勺ばな ら な 9)ゞ

滋翌迄格亥任者）
第 2 4 条 こ の会の違営を 円翌1ごす る た め に各庶設に述絡宝任者 をお く ．

2 前哀の加設逹；；；コ圧名は、 各加設で茎出 ▼
9所関する 各珀区の迎亨よで雑告する。

3 施投追祐責任者は、 入会促遥｀ 会費の納入及び諸通信連紀の 円沿を 図る も の とする．
i改濤）

争 9 5 条 ご 0‘))・告U)牧廃1ま 痙屯会の承認を森←「行な っ と万る＾
9耕湘）

第 2 5 条 こ の規程は、 迎屯会の決鵞を怪なければ変更す る こ と はで き た い．
＜附則）

第 2 7 条 こ の浅程は、 平成 2 6 '卜 4 月 1 日 か ら 証行する．
平成 2 8 年 8 月 i O E 一；；；改正．
平寂 2 8 年 6 片 2 5 H ー；；；改9E.

別表1

＇ 地区名

： 岐印駆 岐阜，h 各務原市、 羽 馴i， 添誌 市、 恥尉ii、 本巣心 羽忌郡、 本巣郡

： 呵菱地区 大垣市、 海津市、 樹喪那、 不笠邪 安八那、 表老邪

： 濯翫地区 釘l屯 飛配恥 TR市、 大野郡

： 中澄地区 関市 莞澄市、 美涅加茂市， 可児市� 邪上吉， 町児野、 加茂郭

： 東温地区 多治見市、 土岐市、 瑞浪瓶 恵茄市、 中洋I陣

沼 位

別表 9

： 岐r地区 5 
＇ 
, 99襟随区

： ；艮窟地区

8-
3
 

ヽ― ― - - - - - - - - - -
， 中拒力tig : 

： 京濃地区 3 
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旅 費 晟 程

第 1 烈 沈 則

i H が））
第 1 条 こ の煤和10、 一 般計団法人岐旱屎滋床検杏枝暉会の会務 の た め 出茄する会員 そ の他

e） 者 に 支給する 旅 貰 I’ 濁 し 、 当会しう 予箕事開と；；；案 し 、 そ，；文給茄準を定め予算，，；；；
jらかつ効辛的な支出 を 図 る こ と を B 的 と し （定め る，

滋賣q汲祐）
守 ：｛ 条 本合09令表チの他の者が令秩0)だめ団告t，だ炉合（i腔喪を支給すろ

（旅費支怜の手院1
第 3 条 旅喪支袷を受分る こ と が必要な時は． 出張老氏も 用 件、 出張先、 出吸出兌 日 憬許 n

た 中 詣苫に記哉し、 会長の承認さ得な ばればな ら ない。
く旅貰の租類）

祐 士 条 旅西9)種類は、 鉄道貨、 船賃、 航空賃 卓妥、 ヒ 当， 宿心粕、 食卓貨、 煤ふ代 品速
近免和金り心 種類 こ す な

滋晉,,計専）
第 ぺ 条 旅曹9)計算に は、 平 H の場合（す 出張者のナ脱す そ 施殺を 休 H の掲合ば 日張者の 自 宅

を茎点 と す る J 出翌が［安卑限内1ご と ど ま 己 坦合 甚 ．点か ら の昂 も経済的な怪路 の 白 家
ffl車の燃料代を支袷する 。 約往笈距想が1 00にてを遥え、 当 餃経路に高速追路が ；了 に i
る岨合：よ店速迄践斜金 を支給する。 出張が岐卒其外：こ及ぶ垢合は、 基底か ら の晟 も 経
済的な通常9)母路及び方法 に よ り 歪す る 旅費 に よ り 計冥する。

2 H 当、 食卓貸は H 数 にh i;、 1申泊料は抄数9こ 応 じ セ1寸す る 。
（出喝 B 数）

第 呂恨 H 数1缶会務 U)だ め 要 l た 日 数 に よ る た だ し天戊等やむ を喝か清叶秀9こ よ り や前
できない栴合はその 日 茫を加算すろ，

ぽ費の顎）
第 7 条 旅天文給某は、 り1哀支約荘竿表に よ る 。

（旅資の制涵及び取扱しヽの特倒）
垢 お 条 旅告は、 会長も し く 1‘士各都長の白 じ た 斗， の を逼ナ し C支� 祐船I整 でき、 品冗9こ よ り 除費

9)一部 や） し く は全部安紀iぷ い こ と が あ る＾
2 日咄屯会かのた，，要した費阿で 令妾の承北を得た も の 1ば、 そ の実考そ屯粕てる＇
＇ 特別の感哨で、 ご の短1ご よ ろ ご とがで衰ない も の 1マついては 常朽呼中会でク，，9するC

（改覧）
第 9 采 こ の規程の 改亮 IC、 苅亭会の承茂を得て行な う とす る 。

（紐訓）
第 ム 0 条 こ 69温和1よ、 理事会69決峯む社なければ父更する こ こ t二できない。

（付iり）

弟 ， 1 条 ご の規極1ふ 平成 2 6 ヰ 4 月 1 伍 か ら 栢i了 9 ダ

-m-

冷5 ボ 感沌状

i基準l
手 8 条 呼サ会 号 ど ！，て こ の会 1ご管純 し 7 1 0 年ツ r．在桔1， 会の率笑堆和こ祀著な功搾0) あ

っ た団体＂

第6辛 表 彰

｛表孵方法｝
第 9 条 戎；；は 次の各号によ り 行 う も の とする。

（ ； ） 永年蔚窃栢肋吝表落 功労者哀彰およ び特凩表彰は、 毎年寓艦する こ の会の定時
総会、 哀 ，と 1、4拡大研脩会、 深学検血学会て行 う 。

（ 2 , 該＊状は、 糾 5：後 1 0 周年単位て行 う と と をばal, とす る。 た だ v、 特 に必是 と 認
籾と垢合は、 ，， 高年半粒で行 う こ と がで き る ．

第9 0 条 舟彰1文、 会長が表彰状を栓与 ！^ 記念枯を添え る ご とができ"'·
代知費）

第 : 1 条 こ の浅屯の改亮は． 如亨全の1』3を待て行な う とす 5 ,
(II<り）

第 i 2 条 こ の俎和1よ 理事会の決某を品なければ変丈する こ と ；こできない．

＜附測）
治 ， 3 条 こ "俎程1ふ 平成 2 b 年 4 月 1 伍 か ら 施行 す ダ

平成 2 '/ 年 6 月 1 日 ー哨呟,E,
平成 2 E 年 2 月 2 6 日 ー祁改廿．

(i!i哀温出及び勧議
劣 l i 条 唸会に母宴を枷出する場合は、 ヤ の半 田 ど 駐白な総合¢) I O H 前 ま Cl己｀が局晏1:•

送付でる ．

2 啜急（り争憬によ 9] 常会 当 ビ 捏布す る也合は、 そ 0)写 屯 と 唖旨 を全写浦営苓 邑会9ご 拒
円すぶ

3 予停を伴 う 案件 に つ い て 9ま、 名更 と す る 経 費 を 明 ら か に し た文さを添えなげればな
ら な い．

（採決；
弟 1 公 条 採決セ；」な ・9 と き は、 駐長はての表決ic付す る 問涵を宜昌 し な ければな ら な い．
第 1 ;q . 採袂り卓序は、 議長が こ わ を決め． 屏案べ も っ と も出い烙止案よ 9) 光19，表決する，

條 i案がすぺ 9否決された と き ii、 原＊19つ いて古決 し なければば ら 19 [9、
第 1 ;, 条 喪決は次の方珪0)r卜 と つ セすろ

仁 ） 拍手 （ 2 ) 悉手 （ 3 ) 起立 ( 1 ) 汽記名投票
第 1 5 条 表決を行っ た湯合は． 紐長はその結呆を宣言するu

（茎＄箪）
第 1 6 条 瀑長 ←瀑半紐作成者は 議半忌•こ岩名 し、 出会共了後iグ月 以 内に会長にi是山 し な わ

れrえな ら ない。

（差聴者）
第 1 , 条 袴弔村吐中め ら わた中所9てお いて伊聴する

2 傍屹呑の発 口ば、 費北会貝 91因 り 語長の指名 9へ よ り 発 コする て と ができ る山
（知告涛liD

第 1 8 条 こ の規程に逗反 し、 滋艮の注滋に従わ な ；～者は、 兌言の序止あ 乞 い は追均 さ せ る こ
と ができ る．

（短届外事項）
第 1 . 条 こ の規科で定め ら れていない 匹項か梵牛 し た と き は， ャの都度蛤会にかけでi め る ，

ぽ戻）
第 2 O 条 こ の短涅の改売に 母出会の承叱を得て行な う とすぶ

（笙F．月）
第 2 1 条 こ の虹涅；え、 理事会の決議を経なければ変更する こ とができない．

（付閑）
第 2 2 条 こ の試程；ら平成 2 3 年 4 月 1 日 か ら 施らする。
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会 費 規 程

（会賛）
雰 1 条 定救党 8 条 icょ 己］．会金及び全費廿次の とお り とす..

正会星
( ; )  -•設社団法人岐阜県湛床検宜技吋会
（ 』 ） 一伐七団法人岐阜県逸汰桧舟技維こ

噌約1会負
一般吐団法人岐良県附末杷査技師会

別 よ 旅文支諦互平

鉄ふg ， 品兵 • も茫ど溢 ， 卓貨
特急料金 ， 麻分和金

u 当
宿泊料
食卓戻
然科代

高速這路料金

1 •2X 

-11'--

入会金
9：：：告 （i ァ 年）

全費 ' 1 ヶ 年）

2 油項の入会金及び会央の変更は、 それぞれ蕊会で決定さ れた金ね とする 。
3 会員の会白訥入は、 一般社団法人段辛兵涵沐検克投師会へ皓入する。
4 正会員み会費祇う、9ょ、 毎年度碍始前に こ o)会に訥入 し な ければな ら な い。
5 ,B会 ］，た者迅出度入会する場合は、 入会金は ；4れを兌除万る も9) とするヘ

6 'II'L9 と し て 一殻社団法人 円 本阿宋衡牛検査技節合0)人合金咆びに年会者に以 卜の速 ＂
で あ ろ 、

一般社団法人 日 本応床距生検査技師会 入会令
会度 （l ゾ ',)

（改騒）
第 2 条� c u)矩科の改見93、 裕令99 ：承認ふ寺丁行な 一， とす

｀る

（筍削）
第 3 条 ご の由租ぱ 総合の決賽を弩なけ、 1念怒甲する ご とができない�

（付劉）
第 4 条 こ の規程：ま、 平成 2 3 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。

名 脊 会 員 坦 衷

500円
1 0.0ぷJ H

30、0り0 円

2,999円
1 0,030 円

溢共美貨
100 , m以 区り場合実卦
1 s  :.ooon 

尖費 (1 0,600 円 を限没 とす る）
1 在 9.i)9)19日以応l
おおよその距麻を的図 tで埠危， if ·/ '_i ：パい
し て2り1)円！1 （9 k mハ1 で計算 () 0 円玖 干ほ切 吐
げろ
免寄 じ の 区間の生復高速料金

（春見i
袴 l 条 一般叶団法A9吃卓肛臨、 栢牛柏、 芍飯令（↓：げ ＇令 l ど ，，ヽ う ）の名脊会員の病令＆び唯胴

1てつ いア定め る．
1宦査及び拉黛）

第 2 条 杓条の名営会只選考寄査及び控四：ま、 哩事会が行 う ＂ 荘事会は証年1 回年度末に、 対象
若が該当す乙か富溢 し な ければな ら な い。
？ 登円の 克 っ た候補老の決定は 紀会の承妥を経なけれぜな ら た 1心“

（茎菜）
第 3 条 名巻会只；よ会の充辰1こ正社、2功祖があ 2 た者で． 次の名．万iこ該当する吝とす7-.

( 1 ) 糾紐 し て 3 0 年以上、 こ d)会の会員 て め る 事
（ 2 ) 年齢が 6 0 点以上℃ め る 氷

( :; )  C の合の役 伝（合長•岳l会長常務哨手・西耳・監串］の絆験を辛 ，＇ 、 経蛉年数が台わヤ
て9 ,! 〇 仔以 じで あ る 裏

り ） その咀塑苫会が必要 ど忍めた者
（宜彰の時rA)

第 4 条 表彩は、 定間捻会又は必臣に よ り 、 その茶度行う ．
（処退；

第 5 条 名注会員 に ；ら次の処退も行 う 。
り ） 本会の運仇こ つ い て 、 必要に心 l9意見を求め⇔
り ） 吾彰の永年頃以洸99本令o,年雨令崎を況寺する
位 ） 本会七催0)唆令・古只等01ギ要在疇rt招宅する

（改開）
第 6 条 こ の規程の改戻：ま、 理享会の承認を符て行な う とする。

（算［，1：
第 7 条 こ の炭籾i、 理事会の決磁を経なければ変叉する こ とができな心

（村長'I)
第 8 条 C 0)甜程,,平成 2 9 年 4 M L い か ら 筋行 す る c

糾 紐 ．苓 営 恙 程

第 1 章 総 湘

第 1 条 一般叶臼沈 A、 岐卓県蒻、＊杓奇控師令 ［↓a9 「令」 と い う l (9)組紐及ひ洞営は． 定敦に
k る ほか 「 の規社の定め る と 、 え によ る い

坊2 章 役 H
 

渾贔り）社類 “ 選任）
第 2 条 定救 , .i 条によ り 、 理事 ち ， 名 を会長と し、． 2 名 を昌，J会長、 2 名 をば、 坦皐とすダ

？ だ含り 4 条 9ご む） 令托、 南i会長 常み坦与i；地i8拒当母等の 中 か ら 選任す る ，
3 常務児中は朕祐阿侵� 会卦部哀 と ［ ， 地区屯虫児中の任務 ど葦務ず そ て と ばマ＇きない

但し、 理巧会の双鵞が得 ら れれば こ の 限 り ではない。

4 茸事は地区坦竺罪事及び名邸長を い う 。
第 3 条 こ の会の役呉の選任 に つ いては、 別 に 定め る 役員退淫埠社 に よ る 。

（役員9)任欺）
姐 4 条 上長、 糾i会長、 袷袷蛙事の任胡心、 選任後 2 年以休iーく、 再任i註伽げないが、 伍長 3 期、

6 L求 で こ す る

第 3 章 付栴理当 ・ 部長会及び理皐会な らがに安員会

（常窓瑳玉 ・ 団長会）
第 5 条 こ の会は、 常務執行楼閲と して常務淫亭 ・ 部長会 をお く 。

2 常務理事 ・ 祁長会"· 会長 函会長． 常洛珪事及び謡長を も シ ’こ湯成する、
3 常務理李 ・ 部長会は、 令 じがも集する。
4 常務理牛 ・ 卦屯令9江、 定則的1で 湘屯t・ タ たた し令七が必展 、 記め た と きは、 栖時尭

倦する こ とができがまか 又者を ，， っ ー会吃iC代ク 、 ご rができ な

E 会長が欠けた と さ又9亡会長に亨故がお そ と き 9亡、 各到会長又ぱ各常務坦亨が常務世事 ・
部長会を招渠する こ とができふ

（理士会；
第 3 条 こ の会；え、 会務0 祇わ慎謁 と して珪享会と 屯 く 。

と 理事会心 理事を も っ て構庇する。 ただし、 必返こ応 ｀a産富以、外の合知） 出席 を求め，
畜炉n吋炉 、 こ と が でき ふ

g 角当令1了、 守期 ｛て 削僅するい た だ し、 令長が必要 と 訳め ，， と き は、 廂時弗保す そ ご と
ができ る ほが 文書を も っ て会閑Iご生え ろ ご と ができ な

4 会長が欠 け た と き又は会長に事故があ る と き ば、 各岱J会長又ぱ各常務囲事が理事会 を
招集する こ と がで きる。

（濃長）
第 7 条 巧手会及び常務珂手� 、 祁品会の溢長心 会長が これ に 当 た も

会 計事移取扱規砕

第 i • 稔 則

（ 目 的）
第 1 条 こ の現程1;t, - •殷社団法人岐阜煤忠床放査技師会の定款第 6 章1こユづき、 本会の収支

の状況、 財産の状況 を 明 ら か に し、 会計 亭務ま寇正かつ効呆的に 行 う 為 ：こ必渓な享項
を定め る こ と を 目 的 とする

（全角1反訊l
第 2 条 本会の会計1i、 法令． 定放枚び こ の規栓0)定め1,' よ る ほか． 公益法人宍叶品準1で埠視I

！パ処曲を行わなサわばな ら な い。

（会計区分）
第 3 条 会計区分は． ー、笠全計 と 特別会計 と し 、 約9り会計ぱ事寮遂行上必型

る も の とするu

（会計a{I老）
第 4 条 会桁責任者は． 会計部長 とする。

（会計年度l

第 5 条 本会の令叶年度Ii. 定芯1:'咤 め る 手築年度1• し た がい 、 毎年 4 月 1 日 か ら ，，，，年 3 月 3
1 ド 支で とす..

第 2 末 勘定及び桟筍

（識足科 目 ）
弟 6 条 本会0)会i没国に必函なふ定科 目 は別 IC定め る。

（帳迦の種類）
笥1 条 帳祭の神庄9士』 次の涌 9] とする，

（ ］ ） 印金屯粕帳
( 2 )  l!l金出訥幌
( 3 ) 了葬筈阿1ご必要な窯笥
（ 4 ) 固定資産台飯
( 5 ） 給与合板
9 6 ） そ り）他必姪な袖助率

（帳迦へ9D記，人9
第 8 令 中ら, ,すすべて 、 全失及び会升吉任セ0) r承を希｀「行い、 そ(9) 市 B i o) 正当 な ： と を色E し＂

た胚捏害類 と と も た関係俵笥＇こ記戦 し な＇ナわ ばな そ ない．
ぼ担類の整鴛）

第 9 条 収入支出の証に凸類は、 B il類に ，1 ご と に 区5] し茫理 し な ：すればな ら な ら

（娼第の母存）
第 1 0 粂 板簿、 伝嘉 苔恙年し）保存9よ、 次の禎 i) とす今

（ い ヤ導決算き類 永久保存
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役 貝 這 学 坦 程

第 1 章 総 甜

第 L 条 一般社団法人岐卓尿臨ふ検奇技師会り）役員選学に 肉 し •e ，ま、 走款お よ び珀紐運営規栓
9こ よ る ほか こ の煤森の定め る と こ ぶこ よ る 。

第 2 条 正会員心、 遥学位およ び払遥学祖と合する。
第 3 条 役負し）選任心 給会99おいて承認する。
第 4 令 役白の任斯9え． 寺欣の定め る と ；こ ろ 1;• よ る が、 そdi改噌9ごよふ交代99、、 令長は浴会時

その他の役．、 9？ 汚 っ マ
＾
は 当 咳担当承朽41帯ぎの時点！でお いで行 う も 0) とす る ，

第 2 双 朔棧と連営

第 5 条 選挙の迄常お よ び恋挙に関する喜芯処理等 を 円滑 ；こ実施する た め に。 辺挙F理委員会
お よ び役員准鮎委晨会をお へ 。

第 6 条 逢挙音距委 面、会の委員心 各地lべ ， 岐卓、 西泰、 東呂 中洟およ び而H、, 1：お いて投
角以外よ り 各1名選屯し、 そ,,定邑は 5 名 と する。

？ 役只推極委員会の委員1す、 各地l｛ （岐阜 西涅、 東洞。 中洟およ び張騨、9 に お い て投
臭以外よ n 各 2 名湮 出 し その定貝迂 1 り 名 とすそ。

3 逗ふで
＂月

社委只 と役只把鵡委只 を兼ね 己 こ と はで き な い。
第 7 条 選挙笞理委員会およ び役員推譴委旦会の委員の任期は、 還巳ざ れた時点よ り 2 年 と し、

再任は功げない。 委Aの久Hが生じiこ峯合は補充し、 そ 9汁碍凶閥省の芸任閑問とする。
第 8 条 選挙符坤委 遁会お よ び社晶打知＄委員会は委鼻6) 五供に よ り ． 委員長を選かする，

第 9 条 選挙箸絆委已会お よ び役H唯樹委も会 ＇ 委点吾は委只会 を代表 し。 母挙の管速な ら ひ
、こ咎員 り99推遵に関す る 唸務 を吐杞する。

第 3章 会 讀

第 1 C 条 遥挙資迎委伝会およ び役且淮茄委昌会は妥比こ よ り 希成する。
2 殻溢や坦ふ届会およ ぶ＆員准船姿昌会の基長は委員長 と する．
s 討冷善坦委伝会わよし付ク員准転委 涵会・よ委員母が招集する，
4 艇落壱熙委 白＇会および沿白推池委白令は嘩b,咽担 の 半敬以 l· Ol/tJ弗1：よ り 氏 ヽ"る
h ；；；埒写ん 出 浄手の世半数の抱成iごよ 9) 央定 I,

同数の男合1さ議長が こ れを決定する。

第 1 1 条 迂挙管罪委只会およ び役呉虻四委只会は常密翔事 →祁長会窯お よ こC罪頂会、 あ る い
はその他の委只会と合詞で潟樅する こ とがでとる。
逗学行理委且会お よ び役昂拍潟妥只会は、 合 同‘さ濫位 j る こ とがでさ る．

公 深卒性浬委員会およ び役員抽碍委員会は必妾に応 じ、 会員の 出店を求め紅見 を 聞 く
： と かでぎ る 。

｛ 還辛管坪委員令およ び役、国推同季貝令lt改選涅嘩09 た め " ) 年 1で 1 回以ヒq9会咄
を博俺する ご と とす な

（ 月 ●9)
第 1 条 ご ') 、 程ば 一般打団注｝岐争県曲床検杏枝坤会（以

―
ト
―
I会＿＇ と い う 。 ）が会 壱、 そ 0)的ご

対すろ 見鍔いおよび肥況な ら び9て弔咆 に つ いて定め るよ
（対象）

第 2 条 （ 1 ) こ の会の正会長（以下「会只」 と ',‘ , . )とする。
( 2 ） こ の会が悶係する 団体等の之弔。

〇況）
笥 3 条 （ 1 ) 会日が粕婚する 場合は． 糾還を も a て度況ずる，

( 2 ) こ の会が関係する 団体等の凝説行事は、 会長が必要 と 認めた と き に 瞑 り 参加する。
（見釦）

第 4 条 会民が一ケ 月 以上；；；射 ，， る い ，よオヽ濾の墓故に よ り 入協枷炭 vた場合,.. 3.000円 0)見品
令を贈る。

ぼ慰）
第 5 条 ， い 会員が死 し した虎炉ま． 会長また I>会長代土が弔祀を行 う マ＇ と と し、 生 It-対

な ら びに 弔慰金m,9OCF1を賠ろ． た だ し 、 会務快行上で死亡 し たt合、 ま た ：ま
会に特別の功労が あ •9 た垢合は坦•亨会の注在経て別 に決定する も の とする．

（ 2 ) 会貝配Ill者の死亡 に つ いては弔電を も っ て弔怠 を あ ら わす。
( 3 ) 本会 と缶接な関係を存す る 団体葬な ら び；こ個入葬9こ；よ参加 す る。

（峙例）
第 6 令 糸 8 条り 第 4 条お よ び乎 h 条 99，，ふ如這屯Jが生 i9た培合、 または南保団体等9夏弔

令等は 会長が漣攣令1で約 類を経ア決すそ
ただし， 叙を要す石が例：合会又ぎ決 と し次期理事会で予認を得る も の とする．

（令ーの違紀）
笥 7 条 第 3 条、 第 4 条、 第 a 条お よ び第 6 条の右例が発生 した紀合ば、 会只拍設迫絡宦任玄

よたは池区担当理事が速やか ；こ本会事務局に迫烙する も の とする。
（会g、の伝達）

第 8 条 会民へ〇＿）底弔学琴保発宅伝達は、 必要Iご応 し本会が行 う も の とする．
（改廃）

笏5 9 条 9 の規粗の吹虎は 理亨合の承勢を唱ア行な う どすろし

（雑則）
第 l C 条 こ の規程ぱ， 涅ま会の決滋を茫なげれば変更する こ とができない．

（付•J)
第 1 1 条 こ し）届程は平成 2 6 年 4 月 1 E か ら 脳行 す る ．

滋ゑ推口晏且会）
弟 8 条 役 届掃西委員合は、 定滅第 % 3 条"役員森袖者の選如こ あ た り � 沢羊告漣委員さ k栂

告9 知
2 任券、 磯守及び蔀吋9ご―/9 いて ほ 役貞保挙規告にしとめる

’"'1全員会）
第 9 条 こ の会 ：こ専門委に会 をお く こ と がで き る。

2 "'？り委只会は、 会長の恣問享ばを関企し、 こ の粘果を答申する。
3 存？腎委只会の定晟は理事会で定める。
4 妥轟＼‘ょ、 会長が委囁し、 条晨長は胚且I] と し［委員の互選 とする。
5 専古委直会1ふ 会長が招桑す る＾

ぼ5)

菜4年 郎と逗営

第 1 0 条 こ の会 に は、 次の部をお く C

( 1 ) 点務品 （ 2 ) 会" '' ( 3 ) 胡編頑合部 （ 4 ) 学術尚i:
( 5 ) /J;柑宣伝翫 （ ti 9 精浅智珪辛栞品 り ） 渉外祁

（区複部）
第 ' I 条 庶務採 に お ［心では 次9り半務を"' �

( 1 ) 宝蒙 咤規程！で開する ご と2

( 2 ) 会晨名溶に関する こ と。
( 3 ) 会在のエ告1ご蕊する こ と。
( 4 ) 文書の収受な ら び：ご発行：こ関する こ と。
( 5 ) 会議な ら びに議事品に 腐 する こ と。
( 6 ) 社3i 法 人 日 本命床晒牛検奇技師合 と の曲係串務iこ ●9する こ ¢:.
( 7 ） 与務所（Oや涅fで 開する こ と．
( 8 ) 帷反の人手に関する こ と
( 9 ) その他各部の主行9こ尻さ な い こ と。

（会計郎）
第 1 2 条 会計浮にお いては、 次の事務 を 司 る 。

( 1 ) 会計 笞の裏作及び保持に閑する こ ら
( 2 ) 渇合の森管Iii沐IJ 闊 す ゐ こ と。
( 3 ) 財砂9)溝{f i.'. 閑する こ と・
( 4 ) 年中収市予算の絹成1「 岡する ご と。
( 5 ) 収支決貪壱の作成＇ご兜す る ご と
( 5 ) 苺月 の経廻状況に関すろ こ と。
( 7 ) 汽産1ご哭する ご と。
( 8 ) 社団法人 日 本臨床偽生検直技帥会と の会計事務 に 悶する こ と。
( 9 ) そ，CIり会計に 函する こ こ．

iと8

， a ) 会計9瀑総 伝祟
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, o 年保存
, , :, lii.控！吾"' , ,) 年保与
り ） その他の令計害顎 5 年保存

2 苛項の期間ば、 決算 目 ＂翌 ヨ か ら 担葬 し、 想分ず 己 坦合笞理 事会の予毘を碍て往 う
も の と す な

究 3 章 予 雰

心珀）
第 ） 1 条 予算は、 岨恰tt牟茅叶面 に基づき 社金の咽杞 を ば、 か っ て 桓成 L,. I’ '滑な享喰炉的

を選営すろ て と を 目 的 とすろ．

く予算算成：
第 1 2 条 本会の享染計固 と 了江は、 仔会計年度開拍的 に正成 ら 坦事会で決定する．

2 前項の事業計血苔及び9算呂；ょ、 三第官庁1こ屈1 出なけ ればな ら な い。
（予笞9ノ仇行者）

品 j 3 条 予位＂晶行心、 会呂が行 う ヤ） の どする。
（予囀奮の11t_ t)

苧 1 4 条 予判 「9 がたい支田9ご充て る ため． 名魚沢を手＿ヒする ご とができ ろ
く予算の注用）

笠 '. 5 条 予雰の飲行 に あ た C 、 全長が特に認め た と ぎ鈷、 大科 コ 中 の 中芹肛］ ）：は 4· 科 □ 明 の
祖冗にお いては、 史金を流J:1する こ とができる．

ぽ漏戻0徒月：；
垢 ↓ 6 条 予付占09文diが中 じ た と きは、 会長り）承認 と得c呉fi し、 理争会9こ報告 し な 91れば

な ら ない。
9そ漬9川ヽ 補iF)

華 1 7 令 予笠の補Fを し、 たげれ9て合朽の執行に支問を心注島令 会長9六補T予算を作成 l.
理事会の承駕を得なければな ら な いし

第 4単 出 粘

（短社の純囲）

第 9 8 令 ご Q浅程,.•おいて 色銭 と は 現笠及び頃9f笠 を い っ
2 西金 と 1i、 唖貨 I!) i9か． 性H通ヤ、 と 引 き換ク ん こ とが9で き る 餅害 を い う ，
？ 手形及び打佳征券ぱ 金梵9て咆 じ て翌 う ，

（出曲吏任老）
第 ： 9 条 金銭の出納、 保笠に 関 ｀ッて、 出粕貸圧者を堅 く も の とする。

2 出納貨任脊は、 会艮の承認と得て、 会計只に音が任命 する。
（飯社出納）

串 9 () 条 令糾を収納 (9 た r．き 9ば、 日 々 9,'定の命§的証 1.，．如入れ＂ 文出 1；万Cて てはな ら ない．

1 3,J 

弟4噸 迎キ管坦

第 i 2 条 基挙貨理委翼会は次に；；；ifo返挙事必ピ行 う 。
( 1 ) 選挙り）古示

( 2 ) 寸揉枯およ び推此侯祐の受付
( 3 ) 送半広知作成およ び発行
( 4 ) 投乗月4び疇およ び交付
( 5 ) 投畢お上 び団中の管珈
( 5 ) 当芝 ・ 信件の確窮およ び公示
( 7 ) 遺乎遅峨の綬割
( 8 ) その他選挙に史す る必哀事項

究 1 3 条 選挙告示は地区総会の l t, 月 以前 とする．
第 l 4 条 選挙管理委員は選挙逗動を行 3 てはな ら な し．
垢 ょ j 条 選砕理委員は投員，こ ii保袖または推ぷ蒻淋 になる こ と はできない。 も保ヰす心 と さ、

ま たは椎隔禄徊 と な る と き は委長、 退任 し な ければな ら な心，

第 5章 立餃箭と陀鷹

第 1 5 条 役只は立伐補ま たば控鴻侯補 とする。
第 ： 7 条 役只 iこ立伐堀 し よ う と す る も の は、 地 ス総会 の 3 週間前 ま で 江、 3地 区選挙守理委

員 にふう 出、はt)ればな ら な い．
第 j 8 条 抄員森相を治Ii i, よ j と す る も 叫辻、 森稲者on兵辛吝喝て透学 H よ り 地区紐沿9バ

過間袖までに 各地区邊挙貸理令只 9て）出jUi 1な 9i ればな ら ない。
第 ） 9 条 各地 98役員唾；；季負Ii 各咆区捻全で央話さ れた役負候柏名 を 役貞栴団呑員全1ご推

箆 し な けれげな ら な り，
第 ？ 〇 条 云柏者が定数に謂たたい湯合は． 役哀把白委只会で控団し、訂整 し な ＇？ればな ら な い
第 2 1 条 役只淫鯰委旦会は総会の 2 ヵ 月 詞ま で に、 選学管写委旦会に侯待者名潰を提出 し け

ればな ら な し＞。
弟 2 2 条 V伐哺を辞甚する と き、 ま た 9―＾推痴候補を辞甚する と さ は、 推蔚者0；承話を得ー1、

辞油）居 を5f_1苺価締め切1 9) 5 H 哺 まむこ各地！ろ涙ヰ笞涅委 釦9：出i｀な vj ればな ら ない。
平 ，， 3 条 杓Hの う ち 母当の況任11、 屯 1 9 条 ｝て よ 19 咲告推；；杏点会に椎蒻さ 9！た保栴 中 よ 9)

壱呂する．

第 2 4 条
と

第 6 章 退学と投来

各地区における珪
・
侯』省C)選挙は;x,,;易げるん法；こ よ る も 9ハ と す る。

保補者が）t保袖及び推綸を合め， 祖紐返営退和 』 2 条 に よ ；；地区 ＇ か数以j3
•あ る 場

合に 杉当；；区り）会itヽごよ り 壼挙を行 う ＂
3 喉梢者の遼ポ'"'咳当純l｛令員の渦半惑09承炉を毎た けわ,�な ら たい。

傭這謳査輝）
；；； 1  3 条 組命“奇が1こおい9心、 次U八旺知← 4 る 。

( I I 会の啓発だ阿する i』： とm

\ 3 9 会の半苔さ 9ご つ いて の課を粁弁Ic閥する こ と。
（ か 待遇改西9て開する 「 と，
a 9 哭保法規：こ 関す忍 こ と。
＜ 5 : 池区花勁に関する こ と。
く 切 会員の鋭逹、 レ ク じ エー シ ョ ン及び福利弄生；こ 関する こ と。
（ い ヤの他組磁強化i:関す る こ と。

（学柾祁）
堵 1 4 条 生命部iごおい ［ は、 かr9嘩務を 巾 知

( 1  9 県毛lで対する衛牛臣叩の普及、 内発に 関すろ ご と
（ 2 : 臨床衛生唆査技能に よ そ 池域保侵事業：こ 関す 己 こ とJ
く 3 ： 投査の精虔モ罪：c閲する 関査、 研究及び活勁：ご 閲する こ と，
a ： 屯習会、 研修会及び芸術の文泣、 学会：こ茂する こ と。
( 5 ） えの他学術に関す る こ と。

2 学術部，こは、 JA介
6)袂音邸門 をお く ，

I . 吃床一粕甘炉ヒ
4 . 喩皿 ・ 糾 ． 中択祁．

は ； 囮与に よ る も の は、

2 ． 咄伝皿疱合lt月
5 ． 喩床唖牛物咄色i

その と さ の滴正な評価白

の複百保険を 付 亡 な衿ればな ら ない。

1 S l 

粕
»
1 章 停足及 び吋

3 . 生和化学分祈都門
6 . 病四 ・ 細胞濁囲

7 . 吃広生理蔀門 8 染色佐、 →豊伝 f部門

9 ． 宜床検査稔合郎門 （採皿 ・ ほ潔情雑 ・ チー ム 医寮 公衆臼生等）
は困宮伝ll!)

第 1 5 条 ム苺立伝部においては、 次の享務 を 司 る 。
（ い 会母9a編集、 発行に関す る こ と。
＼ が 会哨＆ び 文献紹介に1ふする こ と
（ か ヤの他広舟官伝 して 関する こ と。

1栴度賣也宮煮部）
溶 1 6 条 精度吃哩事笑郊において！ま 次の事務 を 可 忍

( 1 ) 険杏の粕安9こ関する霞杏、 研究及び活酌：こ悶する こ と。
( 2 ) 広床検査の凜平1ご図する こ と。
( 3 ) そ の他、 ほ未校査OO総合的精度行理；こ関す る こ と。

（渉外革）
冷 1 7 条 渉4邸ヽこおいては、 A09卓務 わ 面 忍

f l ) 令 09戌斧I→栴すろ ご と，、
( 2 ) 法人！ご史する制査及び活覧1ご 史する ご と U

( S ) その他 法人に関する こ と。

（郎長）
第 1 3 条 部長1よ立保哺＼こ よ る も 0 と す る 。 侯栢者が定数1こ洪たな い届合は、 役；；推嵩委員で

推紺し詞設する こ こがでさ る 。
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2 支払いは、 原且り と し C鋲行 枷 9) 込み こ す る， 但 少糾の街台は税笠 ぐ も よ い，
3 臼収がま•， 宍寸貸壬者 も i' く は全示者仔千位） ］成を得｀て仕納者任者が発行す ダ

(1;_金及び公印色哩）
宮 2 1 条 預金の名差，9、吐、 会長 とすそ，

2 [Jj納に使月する 団零は、 出納天任苫が保管 し、 会計宍任者 も し く は会計貴任者 の 了
承を得て出納賓仁苫が和印する も の とする，

3 金磁濱関との取引を開始、 又iおお免止する と き は 会長の承認を文9) なければな ら な如，
（手元滉金）

冷 2 A 条 出納貸廿者は、 1] 々 O)99金支社、 い iご充て る 為で 必要帝9！ヽ恨度の手元点金 を 西 く こ と
がで苓 る ，

（癌円照会）
笙 2 3 条 出；；百年老は． 現金残高 を 毎 日 出納簿の残高 と照合しなげればな ら ない，

2 預貯金 ：ご つ い て は、 原�lj と し て月 に 1 回頂貯金辺慨の残高 と 帳澪残高 を庶合 し な け
ればな う ない。

3 前 2 項iこ お 〇て、 差額の あ る と きは、 速やがこ会計責任者le禄告 し、 モ C)拓示を受
け る も の とする，

4 預貯金1ごつい［は、 毎年度 3 H '1 1 H "1をの告高証申晉を入手 しな ければな ら な い。

策 5 ，，， 団定汽充

（定益〉
第 2 4 条 固定貞奎 と は、 配届年数 1 年以上Aヽつ取褐価格 5 万 円以上の“'じ固定藍庄及び氣形

固走貨産を い う ．
（和戸ぷ●ド9)

哨 ？ h 条 固定汽発Q汲喘栢格は、 次 ！て よ る。
( 1  9 閉＼ lで よ そ ち の ぱ その同ス栢格万ttそ四、I帯喪用
（ 3 ) 建設に 係 そ も のば、 その建設 に 要 L た費用
＜ 3 : 交換9ご よ 石 も の は、 その交換に対 し て捉供し た迂産の伍；；；

（固定資届99畜涅：＇
冷 2 h 条 ,.を資産I‘ょ， 台帳を艇え、 そ の俵全か況汝び移動 に つ い （記録 し、

失！が あ っ ，，西合は会;1責任者及ひ会長iて封告 しな く 1はな ら ない。

2 固をH光を処；；；コ
＇
今唖合は， 珂率令の承認を拒な ければな ら ない。

（登記及び担慄）
穿 2 7 条 9動席登記を必喪 と す る 広定去庁辻ま， 登記 し， 択宮のお それの あ る 芸定は， 店正節

移告、 も損、 紛

第 2 5 条 役艮の選任は次に褐ザる方法に よ る も の とする。
2 選任は各比区て遥任 さ れた役且侯柿者に対 し、 全会且 ：こ よ る 番面許決 とする。
3 過任は打効溢面の過キ数を＇ 5な，うればな ら な い．
4 選什 さ れた も 09が 2 2 名 に 達 し な v屯勘合、 投．a拍油委員は、 再凄役a低袖を遠出 し

な ければな ら な い。
5 庶事の遥任は、 役員批譴妥員会の誰店 に よ り 涅事会に投告 し、 全会員I→ よ る 孟面評

決 とする，
6 吾面評決9お●仲投母 とすか 華挙管幽委己会は投摂締め切 9i 後 直 ら 1し委白会を肘

催 し 開要すそ． その後理半会汐て、 倍令，，報fする．
喋 ？ 6 条 団零1文、 役員以が．の下会貞 2 名 の立ち合い を必衷とする，
第 2 7 条 選挙管理委貝会は閉烹の桔果、 当透苦氏名 を公［月 し な ければな ら な八
第 2 3 条 その他の必要事項j’生 'eた と さ は、 窯咲宮理委艮長：：委貝会のち な ら ず役星 を 抱集

して協滋する こ とができる。 召集を受け た役晨9�よ． こ れを拒否する こ と はできな炉．

第 ？ ＂ 条 ー の規Hi遂行I1関すネ 必要萬浮9文 滓雄帝珪呑負会↓て お い ,· .·・ わ 花決定する 。 た だ
しその亨咬 に 関 してほ、 理事会の承陪を得なけれ屯な ら ない。

（改）
第 3 0 条 こ の規程の改寃に 理亨会il)承認を得て行な う こ とする。

伸」 Ril:i
冷 S iこ 条 こ の規淫iば平或 ど d 午 4 a l H か ら 海行するつ

2 帥ぷ09部長は、 必棗に応 じ 坦事会 り）承認と褐て、 正会贔¢) 中 か ら 部員 を追出 し、 会
仕がみ叫する。

3 庶玲部長1ま奉務局長兼仔 とする。
（澪誉

第 1 9 条 各瑶に、 亨栗の紀廿して つ いて包兌 I.、ヽ ．． 也年度径過報百な ら びに所年度亨業． 兜及び
予雰：こつ ゜ヽて会長1こ覗化す 5。

2 会長は、 収文予第1こ品づいて活勁貰を名砧局 に文付する こ と ができ る。
3 部は｀ 話助蛮の収文を頃磁こ、 必姦に応 じ て盃安と妥I·;、・よ むればな ・う ない。
4 各祁心 会務執り状況を会長le縁告する，

第 5 窪 監事の謀務

｛監事の孤葬）
第 2 6 条 監字は、 次9こ拇げる唸務 を行 う 。

り 理＃の『』務叙行J）状況を監合 し 、 法令て定め る と こ る に よ リ 、 監角報告 を作成
す る こ と。

9 9 ,  : u)法人の莱袴投び屯 産 U)状況 を馴究す ⇔ ： と、 J心9ご 各母券年令1； 係 る貨倍

ヤ匝表汐""'益叶屏害 ，廿味淋だ増希杓•宇） を胆杢す ゥ ご とc

＇， ? ) 総会およ び哩京会9て 出 守 l ｀ 必要があ ろ と認める と き は惹見を述＾マこ と．
（ 心 理ポがイ、下の行菜を し、 も し ぐまその行為 を す る 怠れがある と認 め る と き、 又

は法令若 し く は定欧記迄反する事実、 右 し く は著 し く 不 当 な事実があ る と認め
ら れ る と さ は、 こ れを総全及び迎享会に姦告する こ と。

（ 5 ) 品5の報岩をする ため必蚕があ る と さ 1こ、 会長に起事会0)招集を請ふする こ と。
た だ し、 そ の請求が め っ た 弓 か ら 5 H 以内 に占辺詣求があ っ た H か ら i 占I日以
払199) 日 そ理手令の H とす る や共屯知が弁せ ら れな い 坦合は、 屯接中手会を招桑
する こ と。

( 6 ) 哩字が総会に提円 し よ う とする諾案 害類� その仕法令で定でる も の を茂査 し囀
法令若 し く は定款に違反 し、 又；ま君� し く 不 当 な事項があ る と き は、 その高杏の
結果を総会に投告する こ と。

（ 7 ) 坦事が こ £訟入切 目 的の碗囲外の行為そ の他松令若 し く は定嘉に違反ず る 行為
を し、 又はそ6)行為 を す る おそれかあ る 出合 ，こお いて、その行為 に よ っ て こ の法
人 に希 1, しヽ枷者が生 ずる おそれがあ ；； と 和3 、 そ91)延鼻 ＼、対 し 、 そ の行為斧や
め る ご と を尭求すそ ご と。

( 8 ) そ の咆乾亨fご詑め ら れた法令上の権沢を行使する ご と3

」�と6

第 6 象 決 衿

（決算吝類の作成）
第 2 8 条 A9全1ぶ 類会計年度痰了後、 速やか ば事業涅告書及び次の決択雪梵 を咋成 し な け 勺

ばな ら な い。
紅 ） 奴支計算苫
( C ) 止味以庄増減計冥；；
心 ） 溢／市対面表
' 4 ) 也涙 目 椒
， h ) 必再 9ご応 lグて 附鴻申紺書

（控査及びl!I告）
第 2 9 条 前条の決貸ま烈ま、 差事の翌査を受け， 総会の承認を名｝な忙ればた う ない，

（改炭）
第 3 6 条 こ の矩和を 改窟する と き は、 坦事会の承品を経て行う とする。

（雑ii)
供け 1 夭 こ u刃和和は、 理＊会u)決議をわな¢j れば多更 す る こ と はC き な い，

（附局！）
第 9 2 条 ご の街程は、 近成 2 6 仔 ,^ • I H か ち咆←する，

2·々ー

表 彰 混 程

第 1 章 総 ll'l 

（設置）
第 1 条 一 般辻団法人岐卒比ほ沐及直技誦会 （以T． 会 と v名） の 行 う 表；；；；ら、 こ の俎西の 主／

め る と こ がこ よ る 。

（ 目 的
如 条 ご 9浅胆は 本令承業の性鱈功箔 の 知 だ 9会彎か ら もt して著助令息 に合長が衡貨を

安すろ て ど を 自 的 とす な
＜檀梵）

第 3 条 こ の規和に基づく 紅類は、 次の各号 とする。
( 1 ) ぷ年戟窃栢励名表彩
( 2 ) 力労甘去阜
( 3 ) 特1り表彩
( 4 ) 感街状

（表彰の冷定）
第 9 条 前条各号の移当者またば該 当 団体 尺 つ ＇ヽ ては 理事会の登決を経て会長が被表衛者を

決定する。
2 表彰の 申苗は比区担当理事か ら 全長：こ 印請する。

第 2 章 永年慮務籾励者表忠

（,-;;.) 
第 5 条 繁続 し て 、9 5 年以 卜の王全Hで， 表彰年 4 月 1 日 で 5 0 競以 ｝，の者，

第 3 章 功労者表彰

湛11,)
第 6 条 以俎者9‘凸、 こ 6)会0)発念9ふ届著ねり悼があ り 、 縫晶 し て 3 9) ・ 以t什籍 し、 iつ h o

命 じ 幸 し た者で． 次の各号の いずれか 1C．該当す る も の ど3 る た だ し 、 初懃、 勢章
厚，，，吋傍大社壱形を受けた者ぱ 除 く

( 1 ) こ の会の定数 2 3 条に定も る 役貴 を経繁住数が合わせて 6 年以上で あ る 正全員．
( 2 ) ご の会の学行部 ・ 検査研究班班長）こは部門叉を通年 4 年以上寛めた正会只。

第4章 特別 表税

（基準）
第 9] 令 ： の表彰規程第 令長91特Iうをめた中合は 特別

表彰者 と し て， 理亨令で宦査 し 、 ごれ を噌決する，

-m- -!36- -1 3?- -198-
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姦 弔 武 甜 臨床術1挨 育 資 料偉 退 件 委 員 会 坦 湘

r名称）
苧 ！ 条 こ の会は、 距＊衛生珀托令炉館噌営委臣会｛以ドi 会＇ ど い う ） と称する。

（亨務所及て9資料撼の所在地）
笑 2 条 こ の会•，， 事務所9：：， ー 穀笹団法人岐．屯開E訊校杏技栢会似下「県技師会」 と い う ‘求務尼に

世き、

費糾館は、 岐皐兵関市平賀字長埠73'番地岐皐医寂科学大学内に口 く 。

｛ 目 的）
第 3 条 こ の会：ま， 応床検査ぷ配L検査に使用 さ れた復汝器只及び文献等菩積さ れた歴史的1ご価

依 あ る 沈 品の展が保佗惰四 に 関す る 事項を協議 し｀ 資料誼の道切なる迄営 を 図 る こ と
を 巨 的 と する。

i組峰）
平 4 条 ，こ の会は、 県苓9u会合員 を も っ （紡絨す知

9委�)
守 5 条 7． の会 に次の委長を堂へ

委呉長 1 名 委貝 若干名
（委負長及び委員玉出方法）

第 C 呆 委最長は， 瓜技卸会長を も っ てあてる。
2 委 員 1・ふ 妥員長が委属する。

（日）
弔 ＇i 条 秀邑長は令務を船括 し、 令翫9；入善長 と な る，

2 秀晨I芯 令01薄営及び庶窃、 会叶事務を分担する
（任攪）

第 8 朱 委呉k及び委呉(/)任期は心 年 と し円任を坊げない°

く屈隅）
第 9 条 こ の会；こ配問を監く ご と ぶてき る 。

屁固Iふ 学駄経＆者 と し 委 伝長が委頃す るn

i会瀑）
第 i 0 条 令誤は， だ例 日 を中めず， 必唾IC,t り 委貝兵が祀戻す 忍

？ 必西も そ と き は 岐亨竪摂咄栄大乎の役醗貝�， 又守その他の老Iご 出席を要討す"·
と がで き な

（会計）
第 1 1 条 こ の会の運営符理：こ型する 経貫＼‘よ、 渠技伍全が負担 し、会費の徴収は行わなぶ。

（改涵）
出 j 2 条 こ の規9りの改尻1ふ 珪事会6)ポ認を為て行 な っ とす<,.

＂咄）
第 ］ 3 条 ご 01規9り1、 距市全01決吃を怪たけか1、 変更する こ 々 ができ な い

(tt用）
第 1 4 条 こ の規程は平比 2 6 年 1 月 9 日 か ら 施行すを。

，
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幕 会 運 営 俎 程

第 l 章 混 別

（総；，，1
希 ’ 条 一投社団法入 ＂皮岸県喧房咬杏技叶会（以ド＇ 会」 と い う ）の誓全角仇は 定被及びこ の規和r)

疋冷 そと こ ろ ！こ よ ろ ＿

（司会者）
第 2 条 司会者は、 会艮が指名 し、 品及決定よての会品の亥任 を も つ も の と すな

i羅云0ん逗出）
第 3 条 ul全者は、仮る長 と な っ て、議品を選り＇する。議長1よ 2 名 と する＾

沢洛孝究各負令1
が、 4 条 “要9文庄席者0)そ格を嗜や·する た め 、召卒秤杏香貝令吝設ける、
2 費柁者全委員全は、 地 区 ご と に茫 出 さ tた地区代去と甦亨 2 名 を も っ て摂成する，
3 委艮長ば、 地Z代表の互選 に よ っ て選出する。
（蜆律）

第 5 条 洪洛喜査妥員会は、船会出席会兵及 し湛当面出席会且，）浜格と姦査 し、 委兵長；註貨洛蜜査
し）品呆を組会tこ報臼 す る。

“事遅営委員会）
手 h 弔 浸桂1文 令嗜を 円 滑 I：ー ，屯営`―

る た め 臼手窯営令員令 吝；；9千 るー た だ し 責柊将奇委貞
が兼れろ ご 卜がでラそ，

（はま翌営委負会の任務）
第 7 条 鵡事遥営委n会は、 次の事項を畜翠 ＇J會 その結果を総会 に提案するe

1 1 1 滋享 □ 担の時閣の割 C 振 り と変更
( 2 ) 来賓の沈辞 と祝電の取 り 扱い
( 3 ) 会巌祝il,O) と さ6)収柏、 その他事故あ る 場合 0)処儀
1 4 1 迪名か ら 09提案没9｝衡Hの釦寸な ら 心9こその処渥
( 5 ) 会栴配布文式の取 り 板い
I S ) そ↑他 贄亨浬営！こ必要な享項

（魯記）
第 8 条 鵡叉は、会謀の磁事を記はす る た め、 言記 2 名 を仔命 しなければな ら な い．

這歪の宣言）
第 9 条 磁品は、船会の成 立を宣言する。 ただし、 出店占が定数に湛たな い と さ lふ 沐剥 よ た は

放合あ る い は延会を 自甘する，
？ 誡喪9て、な件を馘浦する と 喪ば 、 （O 白そ官芦する。

（発言宅）
第 1 0 条 会賎で発言する楊合9芯懇長！ご通告 し 、その指名 を受けなげれ＇iな ら な いe 兜名を受け

た と き は、 発言に先だち 所昂施敗、 氏 名 を 明毘こ述べなければな ら な＇＼

ー
c
/

』

�，
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第 6寺 地 区 の 遅営

9地！ぎ，，丙分）
第 2 1 条 こ の会ば、 別表 ： の と お り 地区を区分すそ．

ぽ会口の所厖）
第 2 2 条 正会員1よ、 原則 と し て瓦務施穀の あ る 地区に所只する も の と す る 。 ただし、 県内所

属厖設を布 し な い会只は税住所 とする。
湿亭）

弟 9 3 条� 各飢区代 は、 5,1及 2 . の 面 9J 吋9卜祖当純卓 をH < .

2 唖享1、 所直訊区合員 セ；；終を密1こ し、 ，，，救培 2 6 条第 9 項09冥務を達わする，
3 毎釦 同、 年度和て屯 地 房＾ ア と に地度総会を行わなけ勺ばな ら な 9)ゞ

滋翌迄格亥任者）
第 2 4 条 こ の会の違営を 円翌1ごす る た め に各庶設に述絡宝任者 をお く ．

2 前哀の加設逹；；；コ圧名は、 各加設で茎出 ▼
9所関する 各珀区の迎亨よで雑告する。

3 施投追祐責任者は、 入会促遥｀ 会費の納入及び諸通信連紀の 円沿を 図る も の とする．
i改濤）

争 9 5 条 ご 0‘))・告U)牧廃1ま 痙屯会の承認を森←「行な っ と万る＾
9耕湘）

第 2 5 条 こ の規程は、 迎屯会の決鵞を怪なければ変更す る こ と はで き た い．
＜附則）

第 2 7 条 こ の浅程は、 平成 2 6 '卜 4 月 1 日 か ら 証行する．
平成 2 8 年 8 月 i O E 一；；；改正．
平寂 2 8 年 6 片 2 5 H ー；；；改9E.

別表1

＇ 地区名

： 岐印駆 岐阜，h 各務原市、 羽 馴i， 添誌 市、 恥尉ii、 本巣心 羽忌郡、 本巣郡

： 呵菱地区 大垣市、 海津市、 樹喪那、 不笠邪 安八那、 表老邪

： 濯翫地区 釘l屯 飛配恥 TR市、 大野郡

： 中澄地区 関市 莞澄市、 美涅加茂市， 可児市� 邪上吉， 町児野、 加茂郭

： 東温地区 多治見市、 土岐市、 瑞浪瓶 恵茄市、 中洋I陣

沼 位

別表 9

： 岐r地区 5 
＇ 
, 99襟随区

： ；艮窟地区

8-
3
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， 中拒力tig : 

： 京濃地区 3 

9 91' 

旅 費 晟 程

第 1 烈 沈 則

i H が））
第 1 条 こ の煤和10、 一 般計団法人岐旱屎滋床検杏枝暉会の会務 の た め 出茄する会員 そ の他

e） 者 に 支給する 旅 貰 I’ 濁 し 、 当会しう 予箕事開と；；；案 し 、 そ，；文給茄準を定め予算，，；；；
jらかつ効辛的な支出 を 図 る こ と を B 的 と し （定め る，

滋賣q汲祐）
守 ：｛ 条 本合09令表チの他の者が令秩0)だめ団告t，だ炉合（i腔喪を支給すろ

（旅費支怜の手院1
第 3 条 旅喪支袷を受分る こ と が必要な時は． 出張老氏も 用 件、 出張先、 出吸出兌 日 憬許 n

た 中 詣苫に記哉し、 会長の承認さ得な ばればな ら ない。
く旅貰の租類）

祐 士 条 旅西9)種類は、 鉄道貨、 船賃、 航空賃 卓妥、 ヒ 当， 宿心粕、 食卓貨、 煤ふ代 品速
近免和金り心 種類 こ す な

滋晉,,計専）
第 ぺ 条 旅曹9)計算に は、 平 H の場合（す 出張者のナ脱す そ 施殺を 休 H の掲合ば 日張者の 自 宅

を茎点 と す る J 出翌が［安卑限内1ご と ど ま 己 坦合 甚 ．点か ら の昂 も経済的な怪路 の 白 家
ffl車の燃料代を支袷する 。 約往笈距想が1 00にてを遥え、 当 餃経路に高速追路が ；了 に i
る岨合：よ店速迄践斜金 を支給する。 出張が岐卒其外：こ及ぶ垢合は、 基底か ら の晟 も 経
済的な通常9)母路及び方法 に よ り 歪す る 旅費 に よ り 計冥する。

2 H 当、 食卓貸は H 数 にh i;、 1申泊料は抄数9こ 応 じ セ1寸す る 。
（出喝 B 数）

第 呂恨 H 数1缶会務 U)だ め 要 l た 日 数 に よ る た だ し天戊等やむ を喝か清叶秀9こ よ り や前
できない栴合はその 日 茫を加算すろ，

ぽ費の顎）
第 7 条 旅天文給某は、 り1哀支約荘竿表に よ る 。

（旅資の制涵及び取扱しヽの特倒）
垢 お 条 旅告は、 会長も し く 1‘士各都長の白 じ た 斗， の を逼ナ し C支� 祐船I整 でき、 品冗9こ よ り 除費

9)一部 や） し く は全部安紀iぷ い こ と が あ る＾
2 日咄屯会かのた，，要した費阿で 令妾の承北を得た も の 1ば、 そ の実考そ屯粕てる＇
＇ 特別の感哨で、 ご の短1ご よ ろ ご とがで衰ない も の 1マついては 常朽呼中会でク，，9するC

（改覧）
第 9 采 こ の規程の 改亮 IC、 苅亭会の承茂を得て行な う とす る 。

（紐訓）
第 ム 0 条 こ 69温和1よ、 理事会69決峯む社なければ父更する こ こ t二できない。

（付iり）

弟 ， 1 条 ご の規極1ふ 平成 2 6 ヰ 4 月 1 伍 か ら 栢i了 9 ダ

-m-

冷5 ボ 感沌状

i基準l
手 8 条 呼サ会 号 ど ！，て こ の会 1ご管純 し 7 1 0 年ツ r．在桔1， 会の率笑堆和こ祀著な功搾0) あ

っ た団体＂

第6辛 表 彰

｛表孵方法｝
第 9 条 戎；；は 次の各号によ り 行 う も の とする。

（ ； ） 永年蔚窃栢肋吝表落 功労者哀彰およ び特凩表彰は、 毎年寓艦する こ の会の定時
総会、 哀 ，と 1、4拡大研脩会、 深学検血学会て行 う 。

（ 2 , 該＊状は、 糾 5：後 1 0 周年単位て行 う と と をばal, とす る。 た だ v、 特 に必是 と 認
籾と垢合は、 ，， 高年半粒で行 う こ と がで き る ．

第9 0 条 舟彰1文、 会長が表彰状を栓与 ！^ 記念枯を添え る ご とができ"'·
代知費）

第 : 1 条 こ の浅屯の改亮は． 如亨全の1』3を待て行な う とす 5 ,
(II<り）

第 i 2 条 こ の俎和1よ 理事会の決某を品なければ変丈する こ と ；こできない．

＜附測）
治 ， 3 条 こ "俎程1ふ 平成 2 b 年 4 月 1 伍 か ら 施行 す ダ

平成 2 '/ 年 6 月 1 日 ー哨呟,E,
平成 2 E 年 2 月 2 6 日 ー祁改廿．

(i!i哀温出及び勧議
劣 l i 条 唸会に母宴を枷出する場合は、 ヤ の半 田 ど 駐白な総合¢) I O H 前 ま Cl己｀が局晏1:•

送付でる ．

2 啜急（り争憬によ 9] 常会 当 ビ 捏布す る也合は、 そ 0)写 屯 と 唖旨 を全写浦営苓 邑会9ご 拒
円すぶ

3 予停を伴 う 案件 に つ い て 9ま、 名更 と す る 経 費 を 明 ら か に し た文さを添えなげればな
ら な い．

（採決；
弟 1 公 条 採決セ；」な ・9 と き は、 駐長はての表決ic付す る 問涵を宜昌 し な ければな ら な い．
第 1 ;q . 採袂り卓序は、 議長が こ わ を決め． 屏案べ も っ と も出い烙止案よ 9) 光19，表決する，

條 i案がすぺ 9否決された と き ii、 原＊19つ いて古決 し なければば ら 19 [9、
第 1 ;, 条 喪決は次の方珪0)r卜 と つ セすろ

仁 ） 拍手 （ 2 ) 悉手 （ 3 ) 起立 ( 1 ) 汽記名投票
第 1 5 条 表決を行っ た湯合は． 紐長はその結呆を宣言するu

（茎＄箪）
第 1 6 条 瀑長 ←瀑半紐作成者は 議半忌•こ岩名 し、 出会共了後iグ月 以 内に会長にi是山 し な わ

れrえな ら ない。

（差聴者）
第 1 , 条 袴弔村吐中め ら わた中所9てお いて伊聴する

2 傍屹呑の発 口ば、 費北会貝 91因 り 語長の指名 9へ よ り 発 コする て と ができ る山
（知告涛liD

第 1 8 条 こ の規程に逗反 し、 滋艮の注滋に従わ な ；～者は、 兌言の序止あ 乞 い は追均 さ せ る こ
と ができ る．

（短届外事項）
第 1 . 条 こ の規科で定め ら れていない 匹項か梵牛 し た と き は， ャの都度蛤会にかけでi め る ，

ぽ戻）
第 2 O 条 こ の短涅の改売に 母出会の承叱を得て行な う とすぶ

（笙F．月）
第 2 1 条 こ の虹涅；え、 理事会の決議を経なければ変更する こ とができない．

（付閑）
第 2 2 条 こ の試程；ら平成 2 3 年 4 月 1 日 か ら 施らする。

12' 

会 費 規 程

（会賛）
雰 1 条 定救党 8 条 icょ 己］．会金及び全費廿次の とお り とす..

正会星
( ; )  -•設社団法人岐阜県湛床検宜技吋会
（ 』 ） 一伐七団法人岐阜県逸汰桧舟技維こ

噌約1会負
一般吐団法人岐良県附末杷査技師会

別 よ 旅文支諦互平

鉄ふg ， 品兵 • も茫ど溢 ， 卓貨
特急料金 ， 麻分和金

u 当
宿泊料
食卓戻
然科代

高速這路料金

1 •2X 

-11'--

入会金
9：：：告 （i ァ 年）

全費 ' 1 ヶ 年）

2 油項の入会金及び会央の変更は、 それぞれ蕊会で決定さ れた金ね とする 。
3 会員の会白訥入は、 一般社団法人段辛兵涵沐検克投師会へ皓入する。
4 正会員み会費祇う、9ょ、 毎年度碍始前に こ o)会に訥入 し な ければな ら な い。
5 ,B会 ］，た者迅出度入会する場合は、 入会金は ；4れを兌除万る も9) とするヘ

6 'II'L9 と し て 一殻社団法人 円 本阿宋衡牛検査技節合0)人合金咆びに年会者に以 卜の速 ＂
で あ ろ 、

一般社団法人 日 本応床距生検査技師会 入会令
会度 （l ゾ ',)

（改騒）
第 2 条� c u)矩科の改見93、 裕令99 ：承認ふ寺丁行な 一， とす

｀る

（筍削）
第 3 条 ご の由租ぱ 総合の決賽を弩なけ、 1念怒甲する ご とができない�

（付劉）
第 4 条 こ の規程：ま、 平成 2 3 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。

名 脊 会 員 坦 衷

500円
1 0.0ぷJ H

30、0り0 円

2,999円
1 0,030 円

溢共美貨
100 , m以 区り場合実卦
1 s  :.ooon 

尖費 (1 0,600 円 を限没 とす る）
1 在 9.i)9)19日以応l
おおよその距麻を的図 tで埠危， if ·/ '_i ：パい
し て2り1)円！1 （9 k mハ1 で計算 () 0 円玖 干ほ切 吐
げろ
免寄 じ の 区間の生復高速料金

（春見i
袴 l 条 一般叶団法A9吃卓肛臨、 栢牛柏、 芍飯令（↓：げ ＇令 l ど ，，ヽ う ）の名脊会員の病令＆び唯胴

1てつ いア定め る．
1宦査及び拉黛）

第 2 条 杓条の名営会只選考寄査及び控四：ま、 哩事会が行 う ＂ 荘事会は証年1 回年度末に、 対象
若が該当す乙か富溢 し な ければな ら な い。
？ 登円の 克 っ た候補老の決定は 紀会の承妥を経なけれぜな ら た 1心“

（茎菜）
第 3 条 名巻会只；よ会の充辰1こ正社、2功祖があ 2 た者で． 次の名．万iこ該当する吝とす7-.

( 1 ) 糾紐 し て 3 0 年以上、 こ d)会の会員 て め る 事
（ 2 ) 年齢が 6 0 点以上℃ め る 氷

( :; )  C の合の役 伝（合長•岳l会長常務哨手・西耳・監串］の絆験を辛 ，＇ 、 経蛉年数が台わヤ
て9 ,! 〇 仔以 じで あ る 裏

り ） その咀塑苫会が必要 ど忍めた者
（宜彰の時rA)

第 4 条 表彩は、 定間捻会又は必臣に よ り 、 その茶度行う ．
（処退；

第 5 条 名注会員 に ；ら次の処退も行 う 。
り ） 本会の運仇こ つ い て 、 必要に心 l9意見を求め⇔
り ） 吾彰の永年頃以洸99本令o,年雨令崎を況寺する
位 ） 本会七催0)唆令・古只等01ギ要在疇rt招宅する

（改開）
第 6 条 こ の規程の改戻：ま、 理享会の承認を符て行な う とする。

（算［，1：
第 7 条 こ の炭籾i、 理事会の決磁を経なければ変叉する こ とができな心

（村長'I)
第 8 条 C 0)甜程,,平成 2 9 年 4 M L い か ら 筋行 す る c

糾 紐 ．苓 営 恙 程

第 1 章 総 湘

第 1 条 一般叶臼沈 A、 岐卓県蒻、＊杓奇控師令 ［↓a9 「令」 と い う l (9)組紐及ひ洞営は． 定敦に
k る ほか 「 の規社の定め る と 、 え によ る い

坊2 章 役 H
 

渾贔り）社類 “ 選任）
第 2 条 定救 , .i 条によ り 、 理事 ち ， 名 を会長と し、． 2 名 を昌，J会長、 2 名 をば、 坦皐とすダ

？ だ含り 4 条 9ご む） 令托、 南i会長 常み坦与i；地i8拒当母等の 中 か ら 選任す る ，
3 常務児中は朕祐阿侵� 会卦部哀 と ［ ， 地区屯虫児中の任務 ど葦務ず そ て と ばマ＇きない

但し、 理巧会の双鵞が得 ら れれば こ の 限 り ではない。

4 茸事は地区坦竺罪事及び名邸長を い う 。
第 3 条 こ の会の役呉の選任 に つ いては、 別 に 定め る 役員退淫埠社 に よ る 。

（役員9)任欺）
姐 4 条 上長、 糾i会長、 袷袷蛙事の任胡心、 選任後 2 年以休iーく、 再任i註伽げないが、 伍長 3 期、

6 L求 で こ す る

第 3 章 付栴理当 ・ 部長会及び理皐会な らがに安員会

（常窓瑳玉 ・ 団長会）
第 5 条 こ の会は、 常務執行楼閲と して常務淫亭 ・ 部長会 をお く 。

2 常務理事 ・ 祁長会"· 会長 函会長． 常洛珪事及び謡長を も シ ’こ湯成する、
3 常務理李 ・ 部長会は、 令 じがも集する。
4 常務理牛 ・ 卦屯令9江、 定則的1で 湘屯t・ タ たた し令七が必展 、 記め た と きは、 栖時尭

倦する こ とができがまか 又者を ，， っ ー会吃iC代ク 、 ご rができ な

E 会長が欠けた と さ又9亡会長に亨故がお そ と き 9亡、 各到会長又ぱ各常務坦亨が常務世事 ・
部長会を招渠する こ とができふ

（理士会；
第 3 条 こ の会；え、 会務0 祇わ慎謁 と して珪享会と 屯 く 。

と 理事会心 理事を も っ て構庇する。 ただし、 必返こ応 ｀a産富以、外の合知） 出席 を求め，
畜炉n吋炉 、 こ と が でき ふ

g 角当令1了、 守期 ｛て 削僅するい た だ し、 令長が必要 と 訳め ，， と き は、 廂時弗保す そ ご と
ができ る ほが 文書を も っ て会閑Iご生え ろ ご と ができ な

4 会長が欠 け た と き又は会長に事故があ る と き ば、 各岱J会長又ぱ各常務囲事が理事会 を
招集する こ と がで きる。

（濃長）
第 7 条 巧手会及び常務珂手� 、 祁品会の溢長心 会長が これ に 当 た も

会 計事移取扱規砕

第 i • 稔 則

（ 目 的）
第 1 条 こ の現程1;t, - •殷社団法人岐阜煤忠床放査技師会の定款第 6 章1こユづき、 本会の収支

の状況、 財産の状況 を 明 ら か に し、 会計 亭務ま寇正かつ効呆的に 行 う 為 ：こ必渓な享項
を定め る こ と を 目 的 とする

（全角1反訊l
第 2 条 本会の会計1i、 法令． 定放枚び こ の規栓0)定め1,' よ る ほか． 公益法人宍叶品準1で埠視I

！パ処曲を行わなサわばな ら な い。

（会計区分）
第 3 条 会計区分は． ー、笠全計 と 特別会計 と し 、 約9り会計ぱ事寮遂行上必型

る も の とするu

（会計a{I老）
第 4 条 会桁責任者は． 会計部長 とする。

（会計年度l

第 5 条 本会の令叶年度Ii. 定芯1:'咤 め る 手築年度1• し た がい 、 毎年 4 月 1 日 か ら ，，，，年 3 月 3
1 ド 支で とす..

第 2 末 勘定及び桟筍

（識足科 目 ）
弟 6 条 本会0)会i没国に必函なふ定科 目 は別 IC定め る。

（帳迦の種類）
笥1 条 帳祭の神庄9士』 次の涌 9] とする，

（ ］ ） 印金屯粕帳
( 2 )  l!l金出訥幌
( 3 ) 了葬筈阿1ご必要な窯笥
（ 4 ) 固定資産台飯
( 5 ） 給与合板
9 6 ） そ り）他必姪な袖助率

（帳迦へ9D記，人9
第 8 令 中ら, ,すすべて 、 全失及び会升吉任セ0) r承を希｀「行い、 そ(9) 市 B i o) 正当 な ： と を色E し＂

た胚捏害類 と と も た関係俵笥＇こ記戦 し な＇ナわ ばな そ ない．
ぼ担類の整鴛）

第 9 条 収入支出の証に凸類は、 B il類に ，1 ご と に 区5] し茫理 し な ：すればな ら な ら

（娼第の母存）
第 1 0 粂 板簿、 伝嘉 苔恙年し）保存9よ、 次の禎 i) とす今

（ い ヤ導決算き類 永久保存
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役 貝 這 学 坦 程

第 1 章 総 甜

第 L 条 一般社団法人岐卓尿臨ふ検奇技師会り）役員選学に 肉 し •e ，ま、 走款お よ び珀紐運営規栓
9こ よ る ほか こ の煤森の定め る と こ ぶこ よ る 。

第 2 条 正会員心、 遥学位およ び払遥学祖と合する。
第 3 条 役負し）選任心 給会99おいて承認する。
第 4 令 役白の任斯9え． 寺欣の定め る と ；こ ろ 1;• よ る が、 そdi改噌9ごよふ交代99、、 令長は浴会時

その他の役．、 9？ 汚 っ マ
＾
は 当 咳担当承朽41帯ぎの時点！でお いで行 う も 0) とす る ，

第 2 双 朔棧と連営

第 5 条 選挙の迄常お よ び恋挙に関する喜芯処理等 を 円滑 ；こ実施する た め に。 辺挙F理委員会
お よ び役員准鮎委晨会をお へ 。

第 6 条 逢挙音距委 面、会の委員心 各地lべ ， 岐卓、 西泰、 東呂 中洟およ び而H、, 1：お いて投
角以外よ り 各1名選屯し、 そ,,定邑は 5 名 と する。

？ 役只推極委員会の委員1す、 各地l｛ （岐阜 西涅、 東洞。 中洟およ び張騨、9 に お い て投
臭以外よ n 各 2 名湮 出 し その定貝迂 1 り 名 とすそ。

3 逗ふで
＂月

社委只 と役只把鵡委只 を兼ね 己 こ と はで き な い。
第 7 条 選挙笞理委員会およ び役員推譴委旦会の委員の任期は、 還巳ざ れた時点よ り 2 年 と し、

再任は功げない。 委Aの久Hが生じiこ峯合は補充し、 そ 9汁碍凶閥省の芸任閑問とする。
第 8 条 選挙符坤委 遁会お よ び社晶打知＄委員会は委鼻6) 五供に よ り ． 委員長を選かする，

第 9 条 選挙箸絆委已会お よ び役H唯樹委も会 ＇ 委点吾は委只会 を代表 し。 母挙の管速な ら ひ
、こ咎員 り99推遵に関す る 唸務 を吐杞する。

第 3章 会 讀

第 1 C 条 遥挙資迎委伝会およ び役且淮茄委昌会は妥比こ よ り 希成する。
2 殻溢や坦ふ届会およ ぶ＆員准船姿昌会の基長は委員長 と する．
s 討冷善坦委伝会わよし付ク員准転委 涵会・よ委員母が招集する，
4 艇落壱熙委 白＇会および沿白推池委白令は嘩b,咽担 の 半敬以 l· Ol/tJ弗1：よ り 氏 ヽ"る
h ；；；埒写ん 出 浄手の世半数の抱成iごよ 9) 央定 I,

同数の男合1さ議長が こ れを決定する。

第 1 1 条 迂挙管罪委只会およ び役呉虻四委只会は常密翔事 →祁長会窯お よ こC罪頂会、 あ る い
はその他の委只会と合詞で潟樅する こ とがでとる。
逗学行理委且会お よ び役昂拍潟妥只会は、 合 同‘さ濫位 j る こ とがでさ る．

公 深卒性浬委員会およ び役員抽碍委員会は必妾に応 じ、 会員の 出店を求め紅見 を 聞 く
： と かでぎ る 。

｛ 還辛管坪委員令およ び役、国推同季貝令lt改選涅嘩09 た め " ) 年 1で 1 回以ヒq9会咄
を博俺する ご と とす な

（ 月 ●9)
第 1 条 ご ') 、 程ば 一般打団注｝岐争県曲床検杏枝坤会（以

―
ト
―
I会＿＇ と い う 。 ）が会 壱、 そ 0)的ご

対すろ 見鍔いおよび肥況な ら び9て弔咆 に つ いて定め るよ
（対象）

第 2 条 （ 1 ) こ の会の正会長（以下「会只」 と ',‘ , . )とする。
( 2 ） こ の会が悶係する 団体等の之弔。

〇況）
笥 3 条 （ 1 ) 会日が粕婚する 場合は． 糾還を も a て度況ずる，

( 2 ) こ の会が関係する 団体等の凝説行事は、 会長が必要 と 認めた と き に 瞑 り 参加する。
（見釦）

第 4 条 会民が一ケ 月 以上；；；射 ，， る い ，よオヽ濾の墓故に よ り 入協枷炭 vた場合,.. 3.000円 0)見品
令を贈る。

ぼ慰）
第 5 条 ， い 会員が死 し した虎炉ま． 会長また I>会長代土が弔祀を行 う マ＇ と と し、 生 It-対

な ら びに 弔慰金m,9OCF1を賠ろ． た だ し 、 会務快行上で死亡 し たt合、 ま た ：ま
会に特別の功労が あ •9 た垢合は坦•亨会の注在経て別 に決定する も の とする．

（ 2 ) 会貝配Ill者の死亡 に つ いては弔電を も っ て弔怠 を あ ら わす。
( 3 ) 本会 と缶接な関係を存す る 団体葬な ら び；こ個入葬9こ；よ参加 す る。

（峙例）
第 6 令 糸 8 条り 第 4 条お よ び乎 h 条 99，，ふ如這屯Jが生 i9た培合、 または南保団体等9夏弔

令等は 会長が漣攣令1で約 類を経ア決すそ
ただし， 叙を要す石が例：合会又ぎ決 と し次期理事会で予認を得る も の とする．

（令ーの違紀）
笥 7 条 第 3 条、 第 4 条、 第 a 条お よ び第 6 条の右例が発生 した紀合ば、 会只拍設迫絡宦任玄

よたは池区担当理事が速やか ；こ本会事務局に迫烙する も の とする。
（会g、の伝達）

第 8 条 会民へ〇＿）底弔学琴保発宅伝達は、 必要Iご応 し本会が行 う も の とする．
（改廃）

笏5 9 条 9 の規粗の吹虎は 理亨合の承勢を唱ア行な う どすろし

（雑則）
第 l C 条 こ の規程ぱ， 涅ま会の決滋を茫なげれば変更する こ とができない．

（付•J)
第 1 1 条 こ し）届程は平成 2 6 年 4 月 1 E か ら 脳行 す る ．

滋ゑ推口晏且会）
弟 8 条 役 届掃西委員合は、 定滅第 % 3 条"役員森袖者の選如こ あ た り � 沢羊告漣委員さ k栂

告9 知
2 任券、 磯守及び蔀吋9ご―/9 いて ほ 役貞保挙規告にしとめる

’"'1全員会）
第 9 条 こ の会 ：こ専門委に会 をお く こ と がで き る。

2 "'？り委只会は、 会長の恣問享ばを関企し、 こ の粘果を答申する。
3 存？腎委只会の定晟は理事会で定める。
4 妥轟＼‘ょ、 会長が委囁し、 条晨長は胚且I] と し［委員の互選 とする。
5 専古委直会1ふ 会長が招桑す る＾

ぼ5)

菜4年 郎と逗営

第 1 0 条 こ の会 に は、 次の部をお く C

( 1 ) 点務品 （ 2 ) 会" '' ( 3 ) 胡編頑合部 （ 4 ) 学術尚i:
( 5 ) /J;柑宣伝翫 （ ti 9 精浅智珪辛栞品 り ） 渉外祁

（区複部）
第 ' I 条 庶務採 に お ［心では 次9り半務を"' �

( 1 ) 宝蒙 咤規程！で開する ご と2

( 2 ) 会晨名溶に関する こ と。
( 3 ) 会在のエ告1ご蕊する こ と。
( 4 ) 文書の収受な ら び：ご発行：こ関する こ と。
( 5 ) 会議な ら びに議事品に 腐 する こ と。
( 6 ) 社3i 法 人 日 本命床晒牛検奇技師合 と の曲係串務iこ ●9する こ ¢:.
( 7 ） 与務所（Oや涅fで 開する こ と．
( 8 ) 帷反の人手に関する こ と
( 9 ) その他各部の主行9こ尻さ な い こ と。

（会計郎）
第 1 2 条 会計浮にお いては、 次の事務 を 司 る 。

( 1 ) 会計 笞の裏作及び保持に閑する こ ら
( 2 ) 渇合の森管Iii沐IJ 闊 す ゐ こ と。
( 3 ) 財砂9)溝{f i.'. 閑する こ と・
( 4 ) 年中収市予算の絹成1「 岡する ご と。
( 5 ) 収支決貪壱の作成＇ご兜す る ご と
( 5 ) 苺月 の経廻状況に関すろ こ と。
( 7 ) 汽産1ご哭する ご と。
( 8 ) 社団法人 日 本臨床偽生検直技帥会と の会計事務 に 悶する こ と。
( 9 ) そ，CIり会計に 函する こ こ．

iと8

， a ) 会計9瀑総 伝祟
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, o 年保存
, , :, lii.控！吾"' , ,) 年保与
り ） その他の令計害顎 5 年保存

2 苛項の期間ば、 決算 目 ＂翌 ヨ か ら 担葬 し、 想分ず 己 坦合笞理 事会の予毘を碍て往 う
も の と す な

究 3 章 予 雰

心珀）
第 ） 1 条 予算は、 岨恰tt牟茅叶面 に基づき 社金の咽杞 を ば、 か っ て 桓成 L,. I’ '滑な享喰炉的

を選営すろ て と を 目 的 とすろ．

く予算算成：
第 1 2 条 本会の享染計固 と 了江は、 仔会計年度開拍的 に正成 ら 坦事会で決定する．

2 前項の事業計血苔及び9算呂；ょ、 三第官庁1こ屈1 出なけ ればな ら な い。
（予笞9ノ仇行者）

品 j 3 条 予位＂晶行心、 会呂が行 う ヤ） の どする。
（予囀奮の11t_ t)

苧 1 4 条 予判 「9 がたい支田9ご充て る ため． 名魚沢を手＿ヒする ご とができ ろ
く予算の注用）

笠 '. 5 条 予雰の飲行 に あ た C 、 全長が特に認め た と ぎ鈷、 大科 コ 中 の 中芹肛］ ）：は 4· 科 □ 明 の
祖冗にお いては、 史金を流J:1する こ とができる．

ぽ漏戻0徒月：；
垢 ↓ 6 条 予付占09文diが中 じ た と きは、 会長り）承認 と得c呉fi し、 理争会9こ報告 し な 91れば

な ら ない。
9そ漬9川ヽ 補iF)

華 1 7 令 予笠の補Fを し、 たげれ9て合朽の執行に支問を心注島令 会長9六補T予算を作成 l.
理事会の承駕を得なければな ら な いし

第 4単 出 粘

（短社の純囲）

第 9 8 令 ご Q浅程,.•おいて 色銭 と は 現笠及び頃9f笠 を い っ
2 西金 と 1i、 唖貨 I!) i9か． 性H通ヤ、 と 引 き換ク ん こ とが9で き る 餅害 を い う ，
？ 手形及び打佳征券ぱ 金梵9て咆 じ て翌 う ，

（出曲吏任老）
第 ： 9 条 金銭の出納、 保笠に 関 ｀ッて、 出粕貸圧者を堅 く も の とする。

2 出納貨任脊は、 会艮の承認と得て、 会計只に音が任命 する。
（飯社出納）

串 9 () 条 令糾を収納 (9 た r．き 9ば、 日 々 9,'定の命§的証 1.，．如入れ＂ 文出 1；万Cて てはな ら ない．

1 3,J 

弟4噸 迎キ管坦

第 i 2 条 基挙貨理委翼会は次に；；；ifo返挙事必ピ行 う 。
( 1 ) 選挙り）古示

( 2 ) 寸揉枯およ び推此侯祐の受付
( 3 ) 送半広知作成およ び発行
( 4 ) 投乗月4び疇およ び交付
( 5 ) 投畢お上 び団中の管珈
( 5 ) 当芝 ・ 信件の確窮およ び公示
( 7 ) 遺乎遅峨の綬割
( 8 ) その他選挙に史す る必哀事項

究 1 3 条 選挙告示は地区総会の l t, 月 以前 とする．
第 l 4 条 選挙管理委員は選挙逗動を行 3 てはな ら な し．
垢 ょ j 条 選砕理委員は投員，こ ii保袖または推ぷ蒻淋 になる こ と はできない。 も保ヰす心 と さ、

ま たは椎隔禄徊 と な る と き は委長、 退任 し な ければな ら な心，

第 5章 立餃箭と陀鷹

第 1 5 条 役只は立伐補ま たば控鴻侯補 とする。
第 ： 7 条 役只 iこ立伐堀 し よ う と す る も の は、 地 ス総会 の 3 週間前 ま で 江、 3地 区選挙守理委

員 にふう 出、はt)ればな ら な い．
第 j 8 条 抄員森相を治Ii i, よ j と す る も 叫辻、 森稲者on兵辛吝喝て透学 H よ り 地区紐沿9バ

過間袖までに 各地区邊挙貸理令只 9て）出jUi 1な 9i ればな ら ない。
第 ） 9 条 各地 98役員唾；；季負Ii 各咆区捻全で央話さ れた役負候柏名 を 役貞栴団呑員全1ご推

箆 し な けれげな ら な り，
第 ？ 〇 条 云柏者が定数に謂たたい湯合は． 役哀把白委只会で控団し、訂整 し な ＇？ればな ら な い
第 2 1 条 役只淫鯰委旦会は総会の 2 ヵ 月 詞ま で に、 選学管写委旦会に侯待者名潰を提出 し け

ればな ら な し＞。
弟 2 2 条 V伐哺を辞甚する と き、 ま た 9―＾推痴候補を辞甚する と さ は、 推蔚者0；承話を得ー1、

辞油）居 を5f_1苺価締め切1 9) 5 H 哺 まむこ各地！ろ涙ヰ笞涅委 釦9：出i｀な vj ればな ら ない。
平 ，， 3 条 杓Hの う ち 母当の況任11、 屯 1 9 条 ｝て よ 19 咲告推；；杏点会に椎蒻さ 9！た保栴 中 よ 9)

壱呂する．

第 2 4 条
と

第 6 章 退学と投来

各地区における珪
・
侯』省C)選挙は;x,,;易げるん法；こ よ る も 9ハ と す る。

保補者が）t保袖及び推綸を合め， 祖紐返営退和 』 2 条 に よ ；；地区 ＇ か数以j3
•あ る 場

合に 杉当；；区り）会itヽごよ り 壼挙を行 う ＂
3 喉梢者の遼ポ'"'咳当純l｛令員の渦半惑09承炉を毎た けわ,�な ら たい。

傭這謳査輝）
；；； 1  3 条 組命“奇が1こおい9心、 次U八旺知← 4 る 。

( I I 会の啓発だ阿する i』： とm

\ 3 9 会の半苔さ 9ご つ いて の課を粁弁Ic閥する こ と。
（ か 待遇改西9て開する 「 と，
a 9 哭保法規：こ 関す忍 こ と。
＜ 5 : 池区花勁に関する こ と。
く 切 会員の鋭逹、 レ ク じ エー シ ョ ン及び福利弄生；こ 関する こ と。
（ い ヤの他組磁強化i:関す る こ と。

（学柾祁）
堵 1 4 条 生命部iごおい ［ は、 かr9嘩務を 巾 知

( 1  9 県毛lで対する衛牛臣叩の普及、 内発に 関すろ ご と
（ 2 : 臨床衛生唆査技能に よ そ 池域保侵事業：こ 関す 己 こ とJ
く 3 ： 投査の精虔モ罪：c閲する 関査、 研究及び活勁：ご 閲する こ と，
a ： 屯習会、 研修会及び芸術の文泣、 学会：こ茂する こ と。
( 5 ） えの他学術に関す る こ と。

2 学術部，こは、 JA介
6)袂音邸門 をお く ，

I . 吃床一粕甘炉ヒ
4 . 喩皿 ・ 糾 ． 中択祁．

は ； 囮与に よ る も の は、

2 ． 咄伝皿疱合lt月
5 ． 喩床唖牛物咄色i

その と さ の滴正な評価白

の複百保険を 付 亡 な衿ればな ら ない。

1 S l 

粕
»
1 章 停足及 び吋

3 . 生和化学分祈都門
6 . 病四 ・ 細胞濁囲

7 . 吃広生理蔀門 8 染色佐、 →豊伝 f部門

9 ． 宜床検査稔合郎門 （採皿 ・ ほ潔情雑 ・ チー ム 医寮 公衆臼生等）
は困宮伝ll!)

第 1 5 条 ム苺立伝部においては、 次の享務 を 司 る 。
（ い 会母9a編集、 発行に関す る こ と。
＼ が 会哨＆ び 文献紹介に1ふする こ と
（ か ヤの他広舟官伝 して 関する こ と。

1栴度賣也宮煮部）
溶 1 6 条 精度吃哩事笑郊において！ま 次の事務 を 可 忍

( 1 ) 険杏の粕安9こ関する霞杏、 研究及び活酌：こ悶する こ と。
( 2 ) 広床検査の凜平1ご図する こ と。
( 3 ) そ の他、 ほ未校査OO総合的精度行理；こ関す る こ と。

（渉外革）
冷 1 7 条 渉4邸ヽこおいては、 A09卓務 わ 面 忍

f l ) 令 09戌斧I→栴すろ ご と，、
( 2 ) 法人！ご史する制査及び活覧1ご 史する ご と U

( S ) その他 法人に関する こ と。

（郎長）
第 1 3 条 部長1よ立保哺＼こ よ る も 0 と す る 。 侯栢者が定数1こ洪たな い届合は、 役；；推嵩委員で

推紺し詞設する こ こがでさ る 。
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2 支払いは、 原且り と し C鋲行 枷 9) 込み こ す る， 但 少糾の街台は税笠 ぐ も よ い，
3 臼収がま•， 宍寸貸壬者 も i' く は全示者仔千位） ］成を得｀て仕納者任者が発行す ダ

(1;_金及び公印色哩）
宮 2 1 条 預金の名差，9、吐、 会長 とすそ，

2 [Jj納に使月する 団零は、 出納天任苫が保管 し、 会計宍任者 も し く は会計貴任者 の 了
承を得て出納賓仁苫が和印する も の とする，

3 金磁濱関との取引を開始、 又iおお免止する と き は 会長の承認を文9) なければな ら な如，
（手元滉金）

冷 2 A 条 出納貸廿者は、 1] 々 O)99金支社、 い iご充て る 為で 必要帝9！ヽ恨度の手元点金 を 西 く こ と
がで苓 る ，

（癌円照会）
笙 2 3 条 出；；百年老は． 現金残高 を 毎 日 出納簿の残高 と照合しなげればな ら ない，

2 預貯金 ：ご つ い て は、 原�lj と し て月 に 1 回頂貯金辺慨の残高 と 帳澪残高 を庶合 し な け
ればな う ない。

3 前 2 項iこ お 〇て、 差額の あ る と きは、 速やがこ会計責任者le禄告 し、 モ C)拓示を受
け る も の とする，

4 預貯金1ごつい［は、 毎年度 3 H '1 1 H "1をの告高証申晉を入手 しな ければな ら な い。

策 5 ，，， 団定汽充

（定益〉
第 2 4 条 固定貞奎 と は、 配届年数 1 年以上Aヽつ取褐価格 5 万 円以上の“'じ固定藍庄及び氣形

固走貨産を い う ．
（和戸ぷ●ド9)

哨 ？ h 条 固定汽発Q汲喘栢格は、 次 ！て よ る。
( 1  9 閉＼ lで よ そ ち の ぱ その同ス栢格万ttそ四、I帯喪用
（ 3 ) 建設に 係 そ も のば、 その建設 に 要 L た費用
＜ 3 : 交換9ご よ 石 も の は、 その交換に対 し て捉供し た迂産の伍；；；

（固定資届99畜涅：＇
冷 2 h 条 ,.を資産I‘ょ， 台帳を艇え、 そ の俵全か況汝び移動 に つ い （記録 し、

失！が あ っ ，，西合は会;1責任者及ひ会長iて封告 しな く 1はな ら ない。

2 固をH光を処；；；コ
＇
今唖合は， 珂率令の承認を拒な ければな ら ない。

（登記及び担慄）
穿 2 7 条 9動席登記を必喪 と す る 広定去庁辻ま， 登記 し， 択宮のお それの あ る 芸定は， 店正節

移告、 も損、 紛

第 2 5 条 役艮の選任は次に褐ザる方法に よ る も の とする。
2 選任は各比区て遥任 さ れた役且侯柿者に対 し、 全会且 ：こ よ る 番面許決 とする。
3 過任は打効溢面の過キ数を＇ 5な，うればな ら な い．
4 選什 さ れた も 09が 2 2 名 に 達 し な v屯勘合、 投．a拍油委員は、 再凄役a低袖を遠出 し

な ければな ら な い。
5 庶事の遥任は、 役員批譴妥員会の誰店 に よ り 涅事会に投告 し、 全会員I→ よ る 孟面評

決 とする，
6 吾面評決9お●仲投母 とすか 華挙管幽委己会は投摂締め切 9i 後 直 ら 1し委白会を肘

催 し 開要すそ． その後理半会汐て、 倍令，，報fする．
喋 ？ 6 条 団零1文、 役員以が．の下会貞 2 名 の立ち合い を必衷とする，
第 2 7 条 選挙管理委貝会は閉烹の桔果、 当透苦氏名 を公［月 し な ければな ら な八
第 2 3 条 その他の必要事項j’生 'eた と さ は、 窯咲宮理委艮長：：委貝会のち な ら ず役星 を 抱集

して協滋する こ とができる。 召集を受け た役晨9�よ． こ れを拒否する こ と はできな炉．

第 ？ ＂ 条 ー の規Hi遂行I1関すネ 必要萬浮9文 滓雄帝珪呑負会↓て お い ,· .·・ わ 花決定する 。 た だ
しその亨咬 に 関 してほ、 理事会の承陪を得なけれ屯な ら ない。

（改）
第 3 0 条 こ の規程の改寃に 理亨会il)承認を得て行な う こ とする。

伸」 Ril:i
冷 S iこ 条 こ の規淫iば平或 ど d 午 4 a l H か ら 海行するつ

2 帥ぷ09部長は、 必棗に応 じ 坦事会 り）承認と褐て、 正会贔¢) 中 か ら 部員 を追出 し、 会
仕がみ叫する。

3 庶玲部長1ま奉務局長兼仔 とする。
（澪誉

第 1 9 条 各瑶に、 亨栗の紀廿して つ いて包兌 I.、ヽ ．． 也年度径過報百な ら びに所年度亨業． 兜及び
予雰：こつ ゜ヽて会長1こ覗化す 5。

2 会長は、 収文予第1こ品づいて活勁貰を名砧局 に文付する こ と ができ る。
3 部は｀ 話助蛮の収文を頃磁こ、 必姦に応 じ て盃安と妥I·;、・よ むればな ・う ない。
4 各祁心 会務執り状況を会長le縁告する，

第 5 窪 監事の謀務

｛監事の孤葬）
第 2 6 条 監字は、 次9こ拇げる唸務 を行 う 。

り 理＃の『』務叙行J）状況を監合 し 、 法令て定め る と こ る に よ リ 、 監角報告 を作成
す る こ と。

9 9 ,  : u)法人の莱袴投び屯 産 U)状況 を馴究す ⇔ ： と、 J心9ご 各母券年令1； 係 る貨倍

ヤ匝表汐""'益叶屏害 ，廿味淋だ増希杓•宇） を胆杢す ゥ ご とc

＇， ? ) 総会およ び哩京会9て 出 守 l ｀ 必要があ ろ と認める と き は惹見を述＾マこ と．
（ 心 理ポがイ、下の行菜を し、 も し ぐまその行為 を す る 怠れがある と認 め る と き、 又

は法令若 し く は定欧記迄反する事実、 右 し く は著 し く 不 当 な事実があ る と認め
ら れ る と さ は、 こ れを総全及び迎享会に姦告する こ と。

（ 5 ) 品5の報岩をする ため必蚕があ る と さ 1こ、 会長に起事会0)招集を請ふする こ と。
た だ し、 そ の請求が め っ た 弓 か ら 5 H 以内 に占辺詣求があ っ た H か ら i 占I日以
払199) 日 そ理手令の H とす る や共屯知が弁せ ら れな い 坦合は、 屯接中手会を招桑
する こ と。

( 6 ) 哩字が総会に提円 し よ う とする諾案 害類� その仕法令で定でる も の を茂査 し囀
法令若 し く は定款に違反 し、 又；ま君� し く 不 当 な事項があ る と き は、 その高杏の
結果を総会に投告する こ と。

（ 7 ) 坦事が こ £訟入切 目 的の碗囲外の行為そ の他松令若 し く は定嘉に違反ず る 行為
を し、 又はそ6)行為 を す る おそれかあ る 出合 ，こお いて、その行為 に よ っ て こ の法
人 に希 1, しヽ枷者が生 ずる おそれがあ ；； と 和3 、 そ91)延鼻 ＼、対 し 、 そ の行為斧や
め る ご と を尭求すそ ご と。

( 8 ) そ の咆乾亨fご詑め ら れた法令上の権沢を行使する ご と3

」�と6

第 6 象 決 衿

（決算吝類の作成）
第 2 8 条 A9全1ぶ 類会計年度痰了後、 速やか ば事業涅告書及び次の決択雪梵 を咋成 し な け 勺

ばな ら な い。
紅 ） 奴支計算苫
( C ) 止味以庄増減計冥；；
心 ） 溢／市対面表
' 4 ) 也涙 目 椒
， h ) 必再 9ご応 lグて 附鴻申紺書

（控査及びl!I告）
第 2 9 条 前条の決貸ま烈ま、 差事の翌査を受け， 総会の承認を名｝な忙ればた う ない，

（改炭）
第 3 6 条 こ の矩和を 改窟する と き は、 坦事会の承品を経て行う とする。

（雑ii)
供け 1 夭 こ u刃和和は、 理＊会u)決議をわな¢j れば多更 す る こ と はC き な い，

（附局！）
第 9 2 条 ご の街程は、 近成 2 6 仔 ,^ • I H か ち咆←する，

2·々ー

表 彰 混 程

第 1 章 総 ll'l 

（設置）
第 1 条 一 般辻団法人岐卒比ほ沐及直技誦会 （以T． 会 と v名） の 行 う 表；；；；ら、 こ の俎西の 主／

め る と こ がこ よ る 。

（ 目 的
如 条 ご 9浅胆は 本令承業の性鱈功箔 の 知 だ 9会彎か ら もt して著助令息 に合長が衡貨を

安すろ て ど を 自 的 とす な
＜檀梵）

第 3 条 こ の規和に基づく 紅類は、 次の各号 とする。
( 1 ) ぷ年戟窃栢励名表彩
( 2 ) 力労甘去阜
( 3 ) 特1り表彩
( 4 ) 感街状

（表彰の冷定）
第 9 条 前条各号の移当者またば該 当 団体 尺 つ ＇ヽ ては 理事会の登決を経て会長が被表衛者を

決定する。
2 表彰の 申苗は比区担当理事か ら 全長：こ 印請する。

第 2 章 永年慮務籾励者表忠

（,-;;.) 
第 5 条 繁続 し て 、9 5 年以 卜の王全Hで， 表彰年 4 月 1 日 で 5 0 競以 ｝，の者，

第 3 章 功労者表彰

湛11,)
第 6 条 以俎者9‘凸、 こ 6)会0)発念9ふ届著ねり悼があ り 、 縫晶 し て 3 9) ・ 以t什籍 し、 iつ h o

命 じ 幸 し た者で． 次の各号の いずれか 1C．該当す る も の ど3 る た だ し 、 初懃、 勢章
厚，，，吋傍大社壱形を受けた者ぱ 除 く

( 1 ) こ の会の定数 2 3 条に定も る 役貴 を経繁住数が合わせて 6 年以上で あ る 正全員．
( 2 ) ご の会の学行部 ・ 検査研究班班長）こは部門叉を通年 4 年以上寛めた正会只。

第4章 特別 表税

（基準）
第 9] 令 ： の表彰規程第 令長91特Iうをめた中合は 特別

表彰者 と し て， 理亨令で宦査 し 、 ごれ を噌決する，

-m- -!36- -1 3?- -198-
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姦 弔 武 甜 臨床術1挨 育 資 料偉 退 件 委 員 会 坦 湘

r名称）
苧 ！ 条 こ の会は、 距＊衛生珀托令炉館噌営委臣会｛以ドi 会＇ ど い う ） と称する。

（亨務所及て9資料撼の所在地）
笑 2 条 こ の会•，， 事務所9：：， ー 穀笹団法人岐．屯開E訊校杏技栢会似下「県技師会」 と い う ‘求務尼に

世き、

費糾館は、 岐皐兵関市平賀字長埠73'番地岐皐医寂科学大学内に口 く 。

｛ 目 的）
第 3 条 こ の会：ま， 応床検査ぷ配L検査に使用 さ れた復汝器只及び文献等菩積さ れた歴史的1ご価

依 あ る 沈 品の展が保佗惰四 に 関す る 事項を協議 し｀ 資料誼の道切なる迄営 を 図 る こ と
を 巨 的 と する。

i組峰）
平 4 条 ，こ の会は、 県苓9u会合員 を も っ （紡絨す知

9委�)
守 5 条 7． の会 に次の委長を堂へ

委呉長 1 名 委貝 若干名
（委負長及び委員玉出方法）

第 C 呆 委最長は， 瓜技卸会長を も っ てあてる。
2 委 員 1・ふ 妥員長が委属する。

（日）
弔 ＇i 条 秀邑長は令務を船括 し、 令翫9；入善長 と な る，

2 秀晨I芯 令01薄営及び庶窃、 会叶事務を分担する
（任攪）

第 8 朱 委呉k及び委呉(/)任期は心 年 と し円任を坊げない°

く屈隅）
第 9 条 こ の会；こ配問を監く ご と ぶてき る 。

屁固Iふ 学駄経＆者 と し 委 伝長が委頃す るn

i会瀑）
第 i 0 条 令誤は， だ例 日 を中めず， 必唾IC,t り 委貝兵が祀戻す 忍

？ 必西も そ と き は 岐亨竪摂咄栄大乎の役醗貝�， 又守その他の老Iご 出席を要討す"·
と がで き な

（会計）
第 1 1 条 こ の会の運営符理：こ型する 経貫＼‘よ、 渠技伍全が負担 し、会費の徴収は行わなぶ。

（改涵）
出 j 2 条 こ の規9りの改尻1ふ 珪事会6)ポ認を為て行 な っ とす<,.

＂咄）
第 ］ 3 条 ご 01規9り1、 距市全01決吃を怪たけか1、 変更する こ 々 ができ な い

(tt用）
第 1 4 条 こ の規程は平比 2 6 年 1 月 9 日 か ら 施行すを。

，
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幕 会 運 営 俎 程

第 l 章 混 別

（総；，，1
希 ’ 条 一投社団法入 ＂皮岸県喧房咬杏技叶会（以ド＇ 会」 と い う ）の誓全角仇は 定被及びこ の規和r)

疋冷 そと こ ろ ！こ よ ろ ＿

（司会者）
第 2 条 司会者は、 会艮が指名 し、 品及決定よての会品の亥任 を も つ も の と すな

i羅云0ん逗出）
第 3 条 ul全者は、仮る長 と な っ て、議品を選り＇する。議長1よ 2 名 と する＾

沢洛孝究各負令1
が、 4 条 “要9文庄席者0)そ格を嗜や·する た め 、召卒秤杏香貝令吝設ける、
2 費柁者全委員全は、 地 区 ご と に茫 出 さ tた地区代去と甦亨 2 名 を も っ て摂成する，
3 委艮長ば、 地Z代表の互選 に よ っ て選出する。
（蜆律）

第 5 条 洪洛喜査妥員会は、船会出席会兵及 し湛当面出席会且，）浜格と姦査 し、 委兵長；註貨洛蜜査
し）品呆を組会tこ報臼 す る。

“事遅営委員会）
手 h 弔 浸桂1文 令嗜を 円 滑 I：ー ，屯営`―

る た め 臼手窯営令員令 吝；；9千 るー た だ し 責柊将奇委貞
が兼れろ ご 卜がでラそ，

（はま翌営委負会の任務）
第 7 条 鵡事遥営委n会は、 次の事項を畜翠 ＇J會 その結果を総会 に提案するe

1 1 1 滋享 □ 担の時閣の割 C 振 り と変更
( 2 ) 来賓の沈辞 と祝電の取 り 扱い
( 3 ) 会巌祝il,O) と さ6)収柏、 その他事故あ る 場合 0)処儀
1 4 1 迪名か ら 09提案没9｝衡Hの釦寸な ら 心9こその処渥
( 5 ) 会栴配布文式の取 り 板い
I S ) そ↑他 贄亨浬営！こ必要な享項

（魯記）
第 8 条 鵡叉は、会謀の磁事を記はす る た め、 言記 2 名 を仔命 しなければな ら な い．

這歪の宣言）
第 9 条 磁品は、船会の成 立を宣言する。 ただし、 出店占が定数に湛たな い と さ lふ 沐剥 よ た は

放合あ る い は延会を 自甘する，
？ 誡喪9て、な件を馘浦する と 喪ば 、 （O 白そ官芦する。

（発言宅）
第 1 0 条 会賎で発言する楊合9芯懇長！ご通告 し 、その指名 を受けなげれ＇iな ら な いe 兜名を受け

た と き は、 発言に先だち 所昂施敗、 氏 名 を 明毘こ述べなければな ら な＇＼

ー
c
/

』

�，
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第 6寺 地 区 の 遅営

9地！ぎ，，丙分）
第 2 1 条 こ の会ば、 別表 ： の と お り 地区を区分すそ．

ぽ会口の所厖）
第 2 2 条 正会員1よ、 原則 と し て瓦務施穀の あ る 地区に所只する も の と す る 。 ただし、 県内所

属厖設を布 し な い会只は税住所 とする。
湿亭）

弟 9 3 条� 各飢区代 は、 5,1及 2 . の 面 9J 吋9卜祖当純卓 をH < .

2 唖享1、 所直訊区合員 セ；；終を密1こ し、 ，，，救培 2 6 条第 9 項09冥務を達わする，
3 毎釦 同、 年度和て屯 地 房＾ ア と に地度総会を行わなけ勺ばな ら な 9)ゞ

滋翌迄格亥任者）
第 2 4 条 こ の会の違営を 円翌1ごす る た め に各庶設に述絡宝任者 をお く ．

2 前哀の加設逹；；；コ圧名は、 各加設で茎出 ▼
9所関する 各珀区の迎亨よで雑告する。

3 施投追祐責任者は、 入会促遥｀ 会費の納入及び諸通信連紀の 円沿を 図る も の とする．
i改濤）

争 9 5 条 ご 0‘))・告U)牧廃1ま 痙屯会の承認を森←「行な っ と万る＾
9耕湘）

第 2 5 条 こ の規程は、 迎屯会の決鵞を怪なければ変更す る こ と はで き た い．
＜附則）

第 2 7 条 こ の浅程は、 平成 2 6 '卜 4 月 1 日 か ら 証行する．
平成 2 8 年 8 月 i O E 一；；；改正．
平寂 2 8 年 6 片 2 5 H ー；；；改9E.

別表1

＇ 地区名

： 岐印駆 岐阜，h 各務原市、 羽 馴i， 添誌 市、 恥尉ii、 本巣心 羽忌郡、 本巣郡

： 呵菱地区 大垣市、 海津市、 樹喪那、 不笠邪 安八那、 表老邪

： 濯翫地区 釘l屯 飛配恥 TR市、 大野郡

： 中澄地区 関市 莞澄市、 美涅加茂市， 可児市� 邪上吉， 町児野、 加茂郭

： 東温地区 多治見市、 土岐市、 瑞浪瓶 恵茄市、 中洋I陣

沼 位

別表 9

： 岐r地区 5 
＇ 
, 99襟随区

： ；艮窟地区

8-
3
 

ヽ― ― - - - - - - - - - -
， 中拒力tig : 

： 京濃地区 3 

9 91' 

旅 費 晟 程

第 1 烈 沈 則

i H が））
第 1 条 こ の煤和10、 一 般計団法人岐旱屎滋床検杏枝暉会の会務 の た め 出茄する会員 そ の他

e） 者 に 支給する 旅 貰 I’ 濁 し 、 当会しう 予箕事開と；；；案 し 、 そ，；文給茄準を定め予算，，；；；
jらかつ効辛的な支出 を 図 る こ と を B 的 と し （定め る，

滋賣q汲祐）
守 ：｛ 条 本合09令表チの他の者が令秩0)だめ団告t，だ炉合（i腔喪を支給すろ

（旅費支怜の手院1
第 3 条 旅喪支袷を受分る こ と が必要な時は． 出張老氏も 用 件、 出張先、 出吸出兌 日 憬許 n

た 中 詣苫に記哉し、 会長の承認さ得な ばればな ら ない。
く旅貰の租類）

祐 士 条 旅西9)種類は、 鉄道貨、 船賃、 航空賃 卓妥、 ヒ 当， 宿心粕、 食卓貨、 煤ふ代 品速
近免和金り心 種類 こ す な

滋晉,,計専）
第 ぺ 条 旅曹9)計算に は、 平 H の場合（す 出張者のナ脱す そ 施殺を 休 H の掲合ば 日張者の 自 宅

を茎点 と す る J 出翌が［安卑限内1ご と ど ま 己 坦合 甚 ．点か ら の昂 も経済的な怪路 の 白 家
ffl車の燃料代を支袷する 。 約往笈距想が1 00にてを遥え、 当 餃経路に高速追路が ；了 に i
る岨合：よ店速迄践斜金 を支給する。 出張が岐卒其外：こ及ぶ垢合は、 基底か ら の晟 も 経
済的な通常9)母路及び方法 に よ り 歪す る 旅費 に よ り 計冥する。

2 H 当、 食卓貸は H 数 にh i;、 1申泊料は抄数9こ 応 じ セ1寸す る 。
（出喝 B 数）

第 呂恨 H 数1缶会務 U)だ め 要 l た 日 数 に よ る た だ し天戊等やむ を喝か清叶秀9こ よ り や前
できない栴合はその 日 茫を加算すろ，

ぽ費の顎）
第 7 条 旅天文給某は、 り1哀支約荘竿表に よ る 。

（旅資の制涵及び取扱しヽの特倒）
垢 お 条 旅告は、 会長も し く 1‘士各都長の白 じ た 斗， の を逼ナ し C支� 祐船I整 でき、 品冗9こ よ り 除費

9)一部 や） し く は全部安紀iぷ い こ と が あ る＾
2 日咄屯会かのた，，要した費阿で 令妾の承北を得た も の 1ば、 そ の実考そ屯粕てる＇
＇ 特別の感哨で、 ご の短1ご よ ろ ご とがで衰ない も の 1マついては 常朽呼中会でク，，9するC

（改覧）
第 9 采 こ の規程の 改亮 IC、 苅亭会の承茂を得て行な う とす る 。

（紐訓）
第 ム 0 条 こ 69温和1よ、 理事会69決峯む社なければ父更する こ こ t二できない。

（付iり）

弟 ， 1 条 ご の規極1ふ 平成 2 6 ヰ 4 月 1 伍 か ら 栢i了 9 ダ

-m-

冷5 ボ 感沌状

i基準l
手 8 条 呼サ会 号 ど ！，て こ の会 1ご管純 し 7 1 0 年ツ r．在桔1， 会の率笑堆和こ祀著な功搾0) あ

っ た団体＂

第6辛 表 彰

｛表孵方法｝
第 9 条 戎；；は 次の各号によ り 行 う も の とする。

（ ； ） 永年蔚窃栢肋吝表落 功労者哀彰およ び特凩表彰は、 毎年寓艦する こ の会の定時
総会、 哀 ，と 1、4拡大研脩会、 深学検血学会て行 う 。

（ 2 , 該＊状は、 糾 5：後 1 0 周年単位て行 う と と をばal, とす る。 た だ v、 特 に必是 と 認
籾と垢合は、 ，， 高年半粒で行 う こ と がで き る ．

第9 0 条 舟彰1文、 会長が表彰状を栓与 ！^ 記念枯を添え る ご とができ"'·
代知費）

第 : 1 条 こ の浅屯の改亮は． 如亨全の1』3を待て行な う とす 5 ,
(II<り）

第 i 2 条 こ の俎和1よ 理事会の決某を品なければ変丈する こ と ；こできない．

＜附測）
治 ， 3 条 こ "俎程1ふ 平成 2 b 年 4 月 1 伍 か ら 施行 す ダ

平成 2 '/ 年 6 月 1 日 ー哨呟,E,
平成 2 E 年 2 月 2 6 日 ー祁改廿．

(i!i哀温出及び勧議
劣 l i 条 唸会に母宴を枷出する場合は、 ヤ の半 田 ど 駐白な総合¢) I O H 前 ま Cl己｀が局晏1:•

送付でる ．

2 啜急（り争憬によ 9] 常会 当 ビ 捏布す る也合は、 そ 0)写 屯 と 唖旨 を全写浦営苓 邑会9ご 拒
円すぶ

3 予停を伴 う 案件 に つ い て 9ま、 名更 と す る 経 費 を 明 ら か に し た文さを添えなげればな
ら な い．

（採決；
弟 1 公 条 採決セ；」な ・9 と き は、 駐長はての表決ic付す る 問涵を宜昌 し な ければな ら な い．
第 1 ;q . 採袂り卓序は、 議長が こ わ を決め． 屏案べ も っ と も出い烙止案よ 9) 光19，表決する，

條 i案がすぺ 9否決された と き ii、 原＊19つ いて古決 し なければば ら 19 [9、
第 1 ;, 条 喪決は次の方珪0)r卜 と つ セすろ

仁 ） 拍手 （ 2 ) 悉手 （ 3 ) 起立 ( 1 ) 汽記名投票
第 1 5 条 表決を行っ た湯合は． 紐長はその結呆を宣言するu

（茎＄箪）
第 1 6 条 瀑長 ←瀑半紐作成者は 議半忌•こ岩名 し、 出会共了後iグ月 以 内に会長にi是山 し な わ

れrえな ら ない。

（差聴者）
第 1 , 条 袴弔村吐中め ら わた中所9てお いて伊聴する

2 傍屹呑の発 口ば、 費北会貝 91因 り 語長の指名 9へ よ り 発 コする て と ができ る山
（知告涛liD

第 1 8 条 こ の規程に逗反 し、 滋艮の注滋に従わ な ；～者は、 兌言の序止あ 乞 い は追均 さ せ る こ
と ができ る．

（短届外事項）
第 1 . 条 こ の規科で定め ら れていない 匹項か梵牛 し た と き は， ャの都度蛤会にかけでi め る ，

ぽ戻）
第 2 O 条 こ の短涅の改売に 母出会の承叱を得て行な う とすぶ

（笙F．月）
第 2 1 条 こ の虹涅；え、 理事会の決議を経なければ変更する こ とができない．

（付閑）
第 2 2 条 こ の試程；ら平成 2 3 年 4 月 1 日 か ら 施らする。

12' 

会 費 規 程

（会賛）
雰 1 条 定救党 8 条 icょ 己］．会金及び全費廿次の とお り とす..

正会星
( ; )  -•設社団法人岐阜県湛床検宜技吋会
（ 』 ） 一伐七団法人岐阜県逸汰桧舟技維こ

噌約1会負
一般吐団法人岐良県附末杷査技師会

別 よ 旅文支諦互平

鉄ふg ， 品兵 • も茫ど溢 ， 卓貨
特急料金 ， 麻分和金

u 当
宿泊料
食卓戻
然科代

高速這路料金

1 •2X 

-11'--

入会金
9：：：告 （i ァ 年）

全費 ' 1 ヶ 年）

2 油項の入会金及び会央の変更は、 それぞれ蕊会で決定さ れた金ね とする 。
3 会員の会白訥入は、 一般社団法人段辛兵涵沐検克投師会へ皓入する。
4 正会員み会費祇う、9ょ、 毎年度碍始前に こ o)会に訥入 し な ければな ら な い。
5 ,B会 ］，た者迅出度入会する場合は、 入会金は ；4れを兌除万る も9) とするヘ

6 'II'L9 と し て 一殻社団法人 円 本阿宋衡牛検査技節合0)人合金咆びに年会者に以 卜の速 ＂
で あ ろ 、

一般社団法人 日 本応床距生検査技師会 入会令
会度 （l ゾ ',)

（改騒）
第 2 条� c u)矩科の改見93、 裕令99 ：承認ふ寺丁行な 一， とす

｀る

（筍削）
第 3 条 ご の由租ぱ 総合の決賽を弩なけ、 1念怒甲する ご とができない�

（付劉）
第 4 条 こ の規程：ま、 平成 2 3 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。

名 脊 会 員 坦 衷

500円
1 0.0ぷJ H

30、0り0 円

2,999円
1 0,030 円

溢共美貨
100 , m以 区り場合実卦
1 s  :.ooon 

尖費 (1 0,600 円 を限没 とす る）
1 在 9.i)9)19日以応l
おおよその距麻を的図 tで埠危， if ·/ '_i ：パい
し て2り1)円！1 （9 k mハ1 で計算 () 0 円玖 干ほ切 吐
げろ
免寄 じ の 区間の生復高速料金

（春見i
袴 l 条 一般叶団法A9吃卓肛臨、 栢牛柏、 芍飯令（↓：げ ＇令 l ど ，，ヽ う ）の名脊会員の病令＆び唯胴

1てつ いア定め る．
1宦査及び拉黛）

第 2 条 杓条の名営会只選考寄査及び控四：ま、 哩事会が行 う ＂ 荘事会は証年1 回年度末に、 対象
若が該当す乙か富溢 し な ければな ら な い。
？ 登円の 克 っ た候補老の決定は 紀会の承妥を経なけれぜな ら た 1心“

（茎菜）
第 3 条 名巻会只；よ会の充辰1こ正社、2功祖があ 2 た者で． 次の名．万iこ該当する吝とす7-.

( 1 ) 糾紐 し て 3 0 年以上、 こ d)会の会員 て め る 事
（ 2 ) 年齢が 6 0 点以上℃ め る 氷

( :; )  C の合の役 伝（合長•岳l会長常務哨手・西耳・監串］の絆験を辛 ，＇ 、 経蛉年数が台わヤ
て9 ,! 〇 仔以 じで あ る 裏

り ） その咀塑苫会が必要 ど忍めた者
（宜彰の時rA)

第 4 条 表彩は、 定間捻会又は必臣に よ り 、 その茶度行う ．
（処退；

第 5 条 名注会員 に ；ら次の処退も行 う 。
り ） 本会の運仇こ つ い て 、 必要に心 l9意見を求め⇔
り ） 吾彰の永年頃以洸99本令o,年雨令崎を況寺する
位 ） 本会七催0)唆令・古只等01ギ要在疇rt招宅する

（改開）
第 6 条 こ の規程の改戻：ま、 理享会の承認を符て行な う とする。

（算［，1：
第 7 条 こ の炭籾i、 理事会の決磁を経なければ変叉する こ とができな心

（村長'I)
第 8 条 C 0)甜程,,平成 2 9 年 4 M L い か ら 筋行 す る c

糾 紐 ．苓 営 恙 程

第 1 章 総 湘

第 1 条 一般叶臼沈 A、 岐卓県蒻、＊杓奇控師令 ［↓a9 「令」 と い う l (9)組紐及ひ洞営は． 定敦に
k る ほか 「 の規社の定め る と 、 え によ る い

坊2 章 役 H
 

渾贔り）社類 “ 選任）
第 2 条 定救 , .i 条によ り 、 理事 ち ， 名 を会長と し、． 2 名 を昌，J会長、 2 名 をば、 坦皐とすダ

？ だ含り 4 条 9ご む） 令托、 南i会長 常み坦与i；地i8拒当母等の 中 か ら 選任す る ，
3 常務児中は朕祐阿侵� 会卦部哀 と ［ ， 地区屯虫児中の任務 ど葦務ず そ て と ばマ＇きない

但し、 理巧会の双鵞が得 ら れれば こ の 限 り ではない。

4 茸事は地区坦竺罪事及び名邸長を い う 。
第 3 条 こ の会の役呉の選任 に つ いては、 別 に 定め る 役員退淫埠社 に よ る 。

（役員9)任欺）
姐 4 条 上長、 糾i会長、 袷袷蛙事の任胡心、 選任後 2 年以休iーく、 再任i註伽げないが、 伍長 3 期、

6 L求 で こ す る

第 3 章 付栴理当 ・ 部長会及び理皐会な らがに安員会

（常窓瑳玉 ・ 団長会）
第 5 条 こ の会は、 常務執行楼閲と して常務淫亭 ・ 部長会 をお く 。

2 常務理事 ・ 祁長会"· 会長 函会長． 常洛珪事及び謡長を も シ ’こ湯成する、
3 常務理李 ・ 部長会は、 令 じがも集する。
4 常務理牛 ・ 卦屯令9江、 定則的1で 湘屯t・ タ たた し令七が必展 、 記め た と きは、 栖時尭

倦する こ とができがまか 又者を ，， っ ー会吃iC代ク 、 ご rができ な

E 会長が欠けた と さ又9亡会長に亨故がお そ と き 9亡、 各到会長又ぱ各常務坦亨が常務世事 ・
部長会を招渠する こ とができふ

（理士会；
第 3 条 こ の会；え、 会務0 祇わ慎謁 と して珪享会と 屯 く 。

と 理事会心 理事を も っ て構庇する。 ただし、 必返こ応 ｀a産富以、外の合知） 出席 を求め，
畜炉n吋炉 、 こ と が でき ふ

g 角当令1了、 守期 ｛て 削僅するい た だ し、 令長が必要 と 訳め ，， と き は、 廂時弗保す そ ご と
ができ る ほが 文書を も っ て会閑Iご生え ろ ご と ができ な

4 会長が欠 け た と き又は会長に事故があ る と き ば、 各岱J会長又ぱ各常務囲事が理事会 を
招集する こ と がで きる。

（濃長）
第 7 条 巧手会及び常務珂手� 、 祁品会の溢長心 会長が これ に 当 た も

会 計事移取扱規砕

第 i • 稔 則

（ 目 的）
第 1 条 こ の現程1;t, - •殷社団法人岐阜煤忠床放査技師会の定款第 6 章1こユづき、 本会の収支

の状況、 財産の状況 を 明 ら か に し、 会計 亭務ま寇正かつ効呆的に 行 う 為 ：こ必渓な享項
を定め る こ と を 目 的 とする

（全角1反訊l
第 2 条 本会の会計1i、 法令． 定放枚び こ の規栓0)定め1,' よ る ほか． 公益法人宍叶品準1で埠視I

！パ処曲を行わなサわばな ら な い。

（会計区分）
第 3 条 会計区分は． ー、笠全計 と 特別会計 と し 、 約9り会計ぱ事寮遂行上必型

る も の とするu

（会計a{I老）
第 4 条 会桁責任者は． 会計部長 とする。

（会計年度l

第 5 条 本会の令叶年度Ii. 定芯1:'咤 め る 手築年度1• し た がい 、 毎年 4 月 1 日 か ら ，，，，年 3 月 3
1 ド 支で とす..

第 2 末 勘定及び桟筍

（識足科 目 ）
弟 6 条 本会0)会i没国に必函なふ定科 目 は別 IC定め る。

（帳迦の種類）
笥1 条 帳祭の神庄9士』 次の涌 9] とする，

（ ］ ） 印金屯粕帳
( 2 )  l!l金出訥幌
( 3 ) 了葬筈阿1ご必要な窯笥
（ 4 ) 固定資産台飯
( 5 ） 給与合板
9 6 ） そ り）他必姪な袖助率

（帳迦へ9D記，人9
第 8 令 中ら, ,すすべて 、 全失及び会升吉任セ0) r承を希｀「行い、 そ(9) 市 B i o) 正当 な ： と を色E し＂

た胚捏害類 と と も た関係俵笥＇こ記戦 し な＇ナわ ばな そ ない．
ぼ担類の整鴛）

第 9 条 収入支出の証に凸類は、 B il類に ，1 ご と に 区5] し茫理 し な ：すればな ら な ら

（娼第の母存）
第 1 0 粂 板簿、 伝嘉 苔恙年し）保存9よ、 次の禎 i) とす今

（ い ヤ導決算き類 永久保存
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役 貝 這 学 坦 程

第 1 章 総 甜

第 L 条 一般社団法人岐卓尿臨ふ検奇技師会り）役員選学に 肉 し •e ，ま、 走款お よ び珀紐運営規栓
9こ よ る ほか こ の煤森の定め る と こ ぶこ よ る 。

第 2 条 正会員心、 遥学位およ び払遥学祖と合する。
第 3 条 役負し）選任心 給会99おいて承認する。
第 4 令 役白の任斯9え． 寺欣の定め る と ；こ ろ 1;• よ る が、 そdi改噌9ごよふ交代99、、 令長は浴会時

その他の役．、 9？ 汚 っ マ
＾
は 当 咳担当承朽41帯ぎの時点！でお いで行 う も 0) とす る ，

第 2 双 朔棧と連営

第 5 条 選挙の迄常お よ び恋挙に関する喜芯処理等 を 円滑 ；こ実施する た め に。 辺挙F理委員会
お よ び役員准鮎委晨会をお へ 。

第 6 条 逢挙音距委 面、会の委員心 各地lべ ， 岐卓、 西泰、 東呂 中洟およ び而H、, 1：お いて投
角以外よ り 各1名選屯し、 そ,,定邑は 5 名 と する。

？ 役只推極委員会の委員1す、 各地l｛ （岐阜 西涅、 東洞。 中洟およ び張騨、9 に お い て投
臭以外よ n 各 2 名湮 出 し その定貝迂 1 り 名 とすそ。

3 逗ふで
＂月

社委只 と役只把鵡委只 を兼ね 己 こ と はで き な い。
第 7 条 選挙笞理委員会およ び役員推譴委旦会の委員の任期は、 還巳ざ れた時点よ り 2 年 と し、

再任は功げない。 委Aの久Hが生じiこ峯合は補充し、 そ 9汁碍凶閥省の芸任閑問とする。
第 8 条 選挙符坤委 遁会お よ び社晶打知＄委員会は委鼻6) 五供に よ り ． 委員長を選かする，

第 9 条 選挙箸絆委已会お よ び役H唯樹委も会 ＇ 委点吾は委只会 を代表 し。 母挙の管速な ら ひ
、こ咎員 り99推遵に関す る 唸務 を吐杞する。

第 3章 会 讀

第 1 C 条 遥挙資迎委伝会およ び役且淮茄委昌会は妥比こ よ り 希成する。
2 殻溢や坦ふ届会およ ぶ＆員准船姿昌会の基長は委員長 と する．
s 討冷善坦委伝会わよし付ク員准転委 涵会・よ委員母が招集する，
4 艇落壱熙委 白＇会および沿白推池委白令は嘩b,咽担 の 半敬以 l· Ol/tJ弗1：よ り 氏 ヽ"る
h ；；；埒写ん 出 浄手の世半数の抱成iごよ 9) 央定 I,

同数の男合1さ議長が こ れを決定する。

第 1 1 条 迂挙管罪委只会およ び役呉虻四委只会は常密翔事 →祁長会窯お よ こC罪頂会、 あ る い
はその他の委只会と合詞で潟樅する こ とがでとる。
逗学行理委且会お よ び役昂拍潟妥只会は、 合 同‘さ濫位 j る こ とがでさ る．

公 深卒性浬委員会およ び役員抽碍委員会は必妾に応 じ、 会員の 出店を求め紅見 を 聞 く
： と かでぎ る 。

｛ 還辛管坪委員令およ び役、国推同季貝令lt改選涅嘩09 た め " ) 年 1で 1 回以ヒq9会咄
を博俺する ご と とす な

（ 月 ●9)
第 1 条 ご ') 、 程ば 一般打団注｝岐争県曲床検杏枝坤会（以

―
ト
―
I会＿＇ と い う 。 ）が会 壱、 そ 0)的ご

対すろ 見鍔いおよび肥況な ら び9て弔咆 に つ いて定め るよ
（対象）

第 2 条 （ 1 ) こ の会の正会長（以下「会只」 と ',‘ , . )とする。
( 2 ） こ の会が悶係する 団体等の之弔。

〇況）
笥 3 条 （ 1 ) 会日が粕婚する 場合は． 糾還を も a て度況ずる，

( 2 ) こ の会が関係する 団体等の凝説行事は、 会長が必要 と 認めた と き に 瞑 り 参加する。
（見釦）

第 4 条 会民が一ケ 月 以上；；；射 ，， る い ，よオヽ濾の墓故に よ り 入協枷炭 vた場合,.. 3.000円 0)見品
令を贈る。

ぼ慰）
第 5 条 ， い 会員が死 し した虎炉ま． 会長また I>会長代土が弔祀を行 う マ＇ と と し、 生 It-対

な ら びに 弔慰金m,9OCF1を賠ろ． た だ し 、 会務快行上で死亡 し たt合、 ま た ：ま
会に特別の功労が あ •9 た垢合は坦•亨会の注在経て別 に決定する も の とする．

（ 2 ) 会貝配Ill者の死亡 に つ いては弔電を も っ て弔怠 を あ ら わす。
( 3 ) 本会 と缶接な関係を存す る 団体葬な ら び；こ個入葬9こ；よ参加 す る。

（峙例）
第 6 令 糸 8 条り 第 4 条お よ び乎 h 条 99，，ふ如這屯Jが生 i9た培合、 または南保団体等9夏弔

令等は 会長が漣攣令1で約 類を経ア決すそ
ただし， 叙を要す石が例：合会又ぎ決 と し次期理事会で予認を得る も の とする．

（令ーの違紀）
笥 7 条 第 3 条、 第 4 条、 第 a 条お よ び第 6 条の右例が発生 した紀合ば、 会只拍設迫絡宦任玄

よたは池区担当理事が速やか ；こ本会事務局に迫烙する も の とする。
（会g、の伝達）

第 8 条 会民へ〇＿）底弔学琴保発宅伝達は、 必要Iご応 し本会が行 う も の とする．
（改廃）

笏5 9 条 9 の規粗の吹虎は 理亨合の承勢を唱ア行な う どすろし

（雑則）
第 l C 条 こ の規程ぱ， 涅ま会の決滋を茫なげれば変更する こ とができない．

（付•J)
第 1 1 条 こ し）届程は平成 2 6 年 4 月 1 E か ら 脳行 す る ．

滋ゑ推口晏且会）
弟 8 条 役 届掃西委員合は、 定滅第 % 3 条"役員森袖者の選如こ あ た り � 沢羊告漣委員さ k栂

告9 知
2 任券、 磯守及び蔀吋9ご―/9 いて ほ 役貞保挙規告にしとめる

’"'1全員会）
第 9 条 こ の会 ：こ専門委に会 をお く こ と がで き る。

2 "'？り委只会は、 会長の恣問享ばを関企し、 こ の粘果を答申する。
3 存？腎委只会の定晟は理事会で定める。
4 妥轟＼‘ょ、 会長が委囁し、 条晨長は胚且I] と し［委員の互選 とする。
5 専古委直会1ふ 会長が招桑す る＾

ぼ5)

菜4年 郎と逗営

第 1 0 条 こ の会 に は、 次の部をお く C

( 1 ) 点務品 （ 2 ) 会" '' ( 3 ) 胡編頑合部 （ 4 ) 学術尚i:
( 5 ) /J;柑宣伝翫 （ ti 9 精浅智珪辛栞品 り ） 渉外祁

（区複部）
第 ' I 条 庶務採 に お ［心では 次9り半務を"' �

( 1 ) 宝蒙 咤規程！で開する ご と2

( 2 ) 会晨名溶に関する こ と。
( 3 ) 会在のエ告1ご蕊する こ と。
( 4 ) 文書の収受な ら び：ご発行：こ関する こ と。
( 5 ) 会議な ら びに議事品に 腐 する こ と。
( 6 ) 社3i 法 人 日 本命床晒牛検奇技師合 と の曲係串務iこ ●9する こ ¢:.
( 7 ） 与務所（Oや涅fで 開する こ と．
( 8 ) 帷反の人手に関する こ と
( 9 ) その他各部の主行9こ尻さ な い こ と。

（会計郎）
第 1 2 条 会計浮にお いては、 次の事務 を 司 る 。

( 1 ) 会計 笞の裏作及び保持に閑する こ ら
( 2 ) 渇合の森管Iii沐IJ 闊 す ゐ こ と。
( 3 ) 財砂9)溝{f i.'. 閑する こ と・
( 4 ) 年中収市予算の絹成1「 岡する ご と。
( 5 ) 収支決貪壱の作成＇ご兜す る ご と
( 5 ) 苺月 の経廻状況に関すろ こ と。
( 7 ) 汽産1ご哭する ご と。
( 8 ) 社団法人 日 本臨床偽生検直技帥会と の会計事務 に 悶する こ と。
( 9 ) そ，CIり会計に 函する こ こ．

iと8

， a ) 会計9瀑総 伝祟

i 24 

, o 年保存
, , :, lii.控！吾"' , ,) 年保与
り ） その他の令計害顎 5 年保存

2 苛項の期間ば、 決算 目 ＂翌 ヨ か ら 担葬 し、 想分ず 己 坦合笞理 事会の予毘を碍て往 う
も の と す な

究 3 章 予 雰

心珀）
第 ） 1 条 予算は、 岨恰tt牟茅叶面 に基づき 社金の咽杞 を ば、 か っ て 桓成 L,. I’ '滑な享喰炉的

を選営すろ て と を 目 的 とすろ．

く予算算成：
第 1 2 条 本会の享染計固 と 了江は、 仔会計年度開拍的 に正成 ら 坦事会で決定する．

2 前項の事業計血苔及び9算呂；ょ、 三第官庁1こ屈1 出なけ ればな ら な い。
（予笞9ノ仇行者）

品 j 3 条 予位＂晶行心、 会呂が行 う ヤ） の どする。
（予囀奮の11t_ t)

苧 1 4 条 予判 「9 がたい支田9ご充て る ため． 名魚沢を手＿ヒする ご とができ ろ
く予算の注用）

笠 '. 5 条 予雰の飲行 に あ た C 、 全長が特に認め た と ぎ鈷、 大科 コ 中 の 中芹肛］ ）：は 4· 科 □ 明 の
祖冗にお いては、 史金を流J:1する こ とができる．

ぽ漏戻0徒月：；
垢 ↓ 6 条 予付占09文diが中 じ た と きは、 会長り）承認 と得c呉fi し、 理争会9こ報告 し な 91れば

な ら ない。
9そ漬9川ヽ 補iF)

華 1 7 令 予笠の補Fを し、 たげれ9て合朽の執行に支問を心注島令 会長9六補T予算を作成 l.
理事会の承駕を得なければな ら な いし

第 4単 出 粘

（短社の純囲）

第 9 8 令 ご Q浅程,.•おいて 色銭 と は 現笠及び頃9f笠 を い っ
2 西金 と 1i、 唖貨 I!) i9か． 性H通ヤ、 と 引 き換ク ん こ とが9で き る 餅害 を い う ，
？ 手形及び打佳征券ぱ 金梵9て咆 じ て翌 う ，

（出曲吏任老）
第 ： 9 条 金銭の出納、 保笠に 関 ｀ッて、 出粕貸圧者を堅 く も の とする。

2 出納貨任脊は、 会艮の承認と得て、 会計只に音が任命 する。
（飯社出納）

串 9 () 条 令糾を収納 (9 た r．き 9ば、 日 々 9,'定の命§的証 1.，．如入れ＂ 文出 1；万Cて てはな ら ない．

1 3,J 

弟4噸 迎キ管坦

第 i 2 条 基挙貨理委翼会は次に；；；ifo返挙事必ピ行 う 。
( 1 ) 選挙り）古示

( 2 ) 寸揉枯およ び推此侯祐の受付
( 3 ) 送半広知作成およ び発行
( 4 ) 投乗月4び疇およ び交付
( 5 ) 投畢お上 び団中の管珈
( 5 ) 当芝 ・ 信件の確窮およ び公示
( 7 ) 遺乎遅峨の綬割
( 8 ) その他選挙に史す る必哀事項

究 1 3 条 選挙告示は地区総会の l t, 月 以前 とする．
第 l 4 条 選挙管理委員は選挙逗動を行 3 てはな ら な し．
垢 ょ j 条 選砕理委員は投員，こ ii保袖または推ぷ蒻淋 になる こ と はできない。 も保ヰす心 と さ、

ま たは椎隔禄徊 と な る と き は委長、 退任 し な ければな ら な心，

第 5章 立餃箭と陀鷹

第 1 5 条 役只は立伐補ま たば控鴻侯補 とする。
第 ： 7 条 役只 iこ立伐堀 し よ う と す る も の は、 地 ス総会 の 3 週間前 ま で 江、 3地 区選挙守理委

員 にふう 出、はt)ればな ら な い．
第 j 8 条 抄員森相を治Ii i, よ j と す る も 叫辻、 森稲者on兵辛吝喝て透学 H よ り 地区紐沿9バ

過間袖までに 各地区邊挙貸理令只 9て）出jUi 1な 9i ればな ら ない。
第 ） 9 条 各地 98役員唾；；季負Ii 各咆区捻全で央話さ れた役負候柏名 を 役貞栴団呑員全1ご推

箆 し な けれげな ら な り，
第 ？ 〇 条 云柏者が定数に謂たたい湯合は． 役哀把白委只会で控団し、訂整 し な ＇？ればな ら な い
第 2 1 条 役只淫鯰委旦会は総会の 2 ヵ 月 詞ま で に、 選学管写委旦会に侯待者名潰を提出 し け

ればな ら な し＞。
弟 2 2 条 V伐哺を辞甚する と き、 ま た 9―＾推痴候補を辞甚する と さ は、 推蔚者0；承話を得ー1、

辞油）居 を5f_1苺価締め切1 9) 5 H 哺 まむこ各地！ろ涙ヰ笞涅委 釦9：出i｀な vj ればな ら ない。
平 ，， 3 条 杓Hの う ち 母当の況任11、 屯 1 9 条 ｝て よ 19 咲告推；；杏点会に椎蒻さ 9！た保栴 中 よ 9)

壱呂する．

第 2 4 条
と

第 6 章 退学と投来

各地区における珪
・
侯』省C)選挙は;x,,;易げるん法；こ よ る も 9ハ と す る。

保補者が）t保袖及び推綸を合め， 祖紐返営退和 』 2 条 に よ ；；地区 ＇ か数以j3
•あ る 場

合に 杉当；；区り）会itヽごよ り 壼挙を行 う ＂
3 喉梢者の遼ポ'"'咳当純l｛令員の渦半惑09承炉を毎た けわ,�な ら たい。

傭這謳査輝）
；；； 1  3 条 組命“奇が1こおい9心、 次U八旺知← 4 る 。

( I I 会の啓発だ阿する i』： とm

\ 3 9 会の半苔さ 9ご つ いて の課を粁弁Ic閥する こ と。
（ か 待遇改西9て開する 「 と，
a 9 哭保法規：こ 関す忍 こ と。
＜ 5 : 池区花勁に関する こ と。
く 切 会員の鋭逹、 レ ク じ エー シ ョ ン及び福利弄生；こ 関する こ と。
（ い ヤの他組磁強化i:関す る こ と。

（学柾祁）
堵 1 4 条 生命部iごおい ［ は、 かr9嘩務を 巾 知

( 1  9 県毛lで対する衛牛臣叩の普及、 内発に 関すろ ご と
（ 2 : 臨床衛生唆査技能に よ そ 池域保侵事業：こ 関す 己 こ とJ
く 3 ： 投査の精虔モ罪：c閲する 関査、 研究及び活勁：ご 閲する こ と，
a ： 屯習会、 研修会及び芸術の文泣、 学会：こ茂する こ と。
( 5 ） えの他学術に関す る こ と。

2 学術部，こは、 JA介
6)袂音邸門 をお く ，

I . 吃床一粕甘炉ヒ
4 . 喩皿 ・ 糾 ． 中択祁．

は ； 囮与に よ る も の は、

2 ． 咄伝皿疱合lt月
5 ． 喩床唖牛物咄色i

その と さ の滴正な評価白

の複百保険を 付 亡 な衿ればな ら ない。

1 S l 

粕
»
1 章 停足及 び吋

3 . 生和化学分祈都門
6 . 病四 ・ 細胞濁囲

7 . 吃広生理蔀門 8 染色佐、 →豊伝 f部門

9 ． 宜床検査稔合郎門 （採皿 ・ ほ潔情雑 ・ チー ム 医寮 公衆臼生等）
は困宮伝ll!)

第 1 5 条 ム苺立伝部においては、 次の享務 を 司 る 。
（ い 会母9a編集、 発行に関す る こ と。
＼ が 会哨＆ び 文献紹介に1ふする こ と
（ か ヤの他広舟官伝 して 関する こ と。

1栴度賣也宮煮部）
溶 1 6 条 精度吃哩事笑郊において！ま 次の事務 を 可 忍

( 1 ) 険杏の粕安9こ関する霞杏、 研究及び活酌：こ悶する こ と。
( 2 ) 広床検査の凜平1ご図する こ と。
( 3 ) そ の他、 ほ未校査OO総合的精度行理；こ関す る こ と。

（渉外革）
冷 1 7 条 渉4邸ヽこおいては、 A09卓務 わ 面 忍

f l ) 令 09戌斧I→栴すろ ご と，、
( 2 ) 法人！ご史する制査及び活覧1ご 史する ご と U

( S ) その他 法人に関する こ と。

（郎長）
第 1 3 条 部長1よ立保哺＼こ よ る も 0 と す る 。 侯栢者が定数1こ洪たな い届合は、 役；；推嵩委員で

推紺し詞設する こ こがでさ る 。
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2 支払いは、 原且り と し C鋲行 枷 9) 込み こ す る， 但 少糾の街台は税笠 ぐ も よ い，
3 臼収がま•， 宍寸貸壬者 も i' く は全示者仔千位） ］成を得｀て仕納者任者が発行す ダ

(1;_金及び公印色哩）
宮 2 1 条 預金の名差，9、吐、 会長 とすそ，

2 [Jj納に使月する 団零は、 出納天任苫が保管 し、 会計宍任者 も し く は会計貴任者 の 了
承を得て出納賓仁苫が和印する も の とする，

3 金磁濱関との取引を開始、 又iおお免止する と き は 会長の承認を文9) なければな ら な如，
（手元滉金）

冷 2 A 条 出納貸廿者は、 1] 々 O)99金支社、 い iご充て る 為で 必要帝9！ヽ恨度の手元点金 を 西 く こ と
がで苓 る ，

（癌円照会）
笙 2 3 条 出；；百年老は． 現金残高 を 毎 日 出納簿の残高 と照合しなげればな ら ない，

2 預貯金 ：ご つ い て は、 原�lj と し て月 に 1 回頂貯金辺慨の残高 と 帳澪残高 を庶合 し な け
ればな う ない。

3 前 2 項iこ お 〇て、 差額の あ る と きは、 速やがこ会計責任者le禄告 し、 モ C)拓示を受
け る も の とする，

4 預貯金1ごつい［は、 毎年度 3 H '1 1 H "1をの告高証申晉を入手 しな ければな ら な い。

策 5 ，，， 団定汽充

（定益〉
第 2 4 条 固定貞奎 と は、 配届年数 1 年以上Aヽつ取褐価格 5 万 円以上の“'じ固定藍庄及び氣形

固走貨産を い う ．
（和戸ぷ●ド9)

哨 ？ h 条 固定汽発Q汲喘栢格は、 次 ！て よ る。
( 1  9 閉＼ lで よ そ ち の ぱ その同ス栢格万ttそ四、I帯喪用
（ 3 ) 建設に 係 そ も のば、 その建設 に 要 L た費用
＜ 3 : 交換9ご よ 石 も の は、 その交換に対 し て捉供し た迂産の伍；；；

（固定資届99畜涅：＇
冷 2 h 条 ,.を資産I‘ょ， 台帳を艇え、 そ の俵全か況汝び移動 に つ い （記録 し、

失！が あ っ ，，西合は会;1責任者及ひ会長iて封告 しな く 1はな ら ない。

2 固をH光を処；；；コ
＇
今唖合は， 珂率令の承認を拒な ければな ら ない。

（登記及び担慄）
穿 2 7 条 9動席登記を必喪 と す る 広定去庁辻ま， 登記 し， 択宮のお それの あ る 芸定は， 店正節

移告、 も損、 紛

第 2 5 条 役艮の選任は次に褐ザる方法に よ る も の とする。
2 選任は各比区て遥任 さ れた役且侯柿者に対 し、 全会且 ：こ よ る 番面許決 とする。
3 過任は打効溢面の過キ数を＇ 5な，うればな ら な い．
4 選什 さ れた も 09が 2 2 名 に 達 し な v屯勘合、 投．a拍油委員は、 再凄役a低袖を遠出 し

な ければな ら な い。
5 庶事の遥任は、 役員批譴妥員会の誰店 に よ り 涅事会に投告 し、 全会員I→ よ る 孟面評

決 とする，
6 吾面評決9お●仲投母 とすか 華挙管幽委己会は投摂締め切 9i 後 直 ら 1し委白会を肘

催 し 開要すそ． その後理半会汐て、 倍令，，報fする．
喋 ？ 6 条 団零1文、 役員以が．の下会貞 2 名 の立ち合い を必衷とする，
第 2 7 条 選挙管理委貝会は閉烹の桔果、 当透苦氏名 を公［月 し な ければな ら な八
第 2 3 条 その他の必要事項j’生 'eた と さ は、 窯咲宮理委艮長：：委貝会のち な ら ず役星 を 抱集

して協滋する こ とができる。 召集を受け た役晨9�よ． こ れを拒否する こ と はできな炉．

第 ？ ＂ 条 ー の規Hi遂行I1関すネ 必要萬浮9文 滓雄帝珪呑負会↓て お い ,· .·・ わ 花決定する 。 た だ
しその亨咬 に 関 してほ、 理事会の承陪を得なけれ屯な ら ない。

（改）
第 3 0 条 こ の規程の改寃に 理亨会il)承認を得て行な う こ とする。

伸」 Ril:i
冷 S iこ 条 こ の規淫iば平或 ど d 午 4 a l H か ら 海行するつ

2 帥ぷ09部長は、 必棗に応 じ 坦事会 り）承認と褐て、 正会贔¢) 中 か ら 部員 を追出 し、 会
仕がみ叫する。

3 庶玲部長1ま奉務局長兼仔 とする。
（澪誉

第 1 9 条 各瑶に、 亨栗の紀廿して つ いて包兌 I.、ヽ ．． 也年度径過報百な ら びに所年度亨業． 兜及び
予雰：こつ ゜ヽて会長1こ覗化す 5。

2 会長は、 収文予第1こ品づいて活勁貰を名砧局 に文付する こ と ができ る。
3 部は｀ 話助蛮の収文を頃磁こ、 必姦に応 じ て盃安と妥I·;、・よ むればな ・う ない。
4 各祁心 会務執り状況を会長le縁告する，

第 5 窪 監事の謀務

｛監事の孤葬）
第 2 6 条 監字は、 次9こ拇げる唸務 を行 う 。

り 理＃の『』務叙行J）状況を監合 し 、 法令て定め る と こ る に よ リ 、 監角報告 を作成
す る こ と。

9 9 ,  : u)法人の莱袴投び屯 産 U)状況 を馴究す ⇔ ： と、 J心9ご 各母券年令1； 係 る貨倍

ヤ匝表汐""'益叶屏害 ，廿味淋だ増希杓•宇） を胆杢す ゥ ご とc

＇， ? ) 総会およ び哩京会9て 出 守 l ｀ 必要があ ろ と認める と き は惹見を述＾マこ と．
（ 心 理ポがイ、下の行菜を し、 も し ぐまその行為 を す る 怠れがある と認 め る と き、 又

は法令若 し く は定欧記迄反する事実、 右 し く は著 し く 不 当 な事実があ る と認め
ら れ る と さ は、 こ れを総全及び迎享会に姦告する こ と。

（ 5 ) 品5の報岩をする ため必蚕があ る と さ 1こ、 会長に起事会0)招集を請ふする こ と。
た だ し、 そ の請求が め っ た 弓 か ら 5 H 以内 に占辺詣求があ っ た H か ら i 占I日以
払199) 日 そ理手令の H とす る や共屯知が弁せ ら れな い 坦合は、 屯接中手会を招桑
する こ と。

( 6 ) 哩字が総会に提円 し よ う とする諾案 害類� その仕法令で定でる も の を茂査 し囀
法令若 し く は定款に違反 し、 又；ま君� し く 不 当 な事項があ る と き は、 その高杏の
結果を総会に投告する こ と。

（ 7 ) 坦事が こ £訟入切 目 的の碗囲外の行為そ の他松令若 し く は定嘉に違反ず る 行為
を し、 又はそ6)行為 を す る おそれかあ る 出合 ，こお いて、その行為 に よ っ て こ の法
人 に希 1, しヽ枷者が生 ずる おそれがあ ；； と 和3 、 そ91)延鼻 ＼、対 し 、 そ の行為斧や
め る ご と を尭求すそ ご と。

( 8 ) そ の咆乾亨fご詑め ら れた法令上の権沢を行使する ご と3

」�と6

第 6 象 決 衿

（決算吝類の作成）
第 2 8 条 A9全1ぶ 類会計年度痰了後、 速やか ば事業涅告書及び次の決択雪梵 を咋成 し な け 勺

ばな ら な い。
紅 ） 奴支計算苫
( C ) 止味以庄増減計冥；；
心 ） 溢／市対面表
' 4 ) 也涙 目 椒
， h ) 必再 9ご応 lグて 附鴻申紺書

（控査及びl!I告）
第 2 9 条 前条の決貸ま烈ま、 差事の翌査を受け， 総会の承認を名｝な忙ればた う ない，

（改炭）
第 3 6 条 こ の矩和を 改窟する と き は、 坦事会の承品を経て行う とする。

（雑ii)
供け 1 夭 こ u刃和和は、 理＊会u)決議をわな¢j れば多更 す る こ と はC き な い，

（附局！）
第 9 2 条 ご の街程は、 近成 2 6 仔 ,^ • I H か ち咆←する，

2·々ー

表 彰 混 程

第 1 章 総 ll'l 

（設置）
第 1 条 一 般辻団法人岐卒比ほ沐及直技誦会 （以T． 会 と v名） の 行 う 表；；；；ら、 こ の俎西の 主／

め る と こ がこ よ る 。

（ 目 的
如 条 ご 9浅胆は 本令承業の性鱈功箔 の 知 だ 9会彎か ら もt して著助令息 に合長が衡貨を

安すろ て ど を 自 的 とす な
＜檀梵）

第 3 条 こ の規和に基づく 紅類は、 次の各号 とする。
( 1 ) ぷ年戟窃栢励名表彩
( 2 ) 力労甘去阜
( 3 ) 特1り表彩
( 4 ) 感街状

（表彰の冷定）
第 9 条 前条各号の移当者またば該 当 団体 尺 つ ＇ヽ ては 理事会の登決を経て会長が被表衛者を

決定する。
2 表彰の 申苗は比区担当理事か ら 全長：こ 印請する。

第 2 章 永年慮務籾励者表忠

（,-;;.) 
第 5 条 繁続 し て 、9 5 年以 卜の王全Hで， 表彰年 4 月 1 日 で 5 0 競以 ｝，の者，

第 3 章 功労者表彰

湛11,)
第 6 条 以俎者9‘凸、 こ 6)会0)発念9ふ届著ねり悼があ り 、 縫晶 し て 3 9) ・ 以t什籍 し、 iつ h o

命 じ 幸 し た者で． 次の各号の いずれか 1C．該当す る も の ど3 る た だ し 、 初懃、 勢章
厚，，，吋傍大社壱形を受けた者ぱ 除 く

( 1 ) こ の会の定数 2 3 条に定も る 役貴 を経繁住数が合わせて 6 年以上で あ る 正全員．
( 2 ) ご の会の学行部 ・ 検査研究班班長）こは部門叉を通年 4 年以上寛めた正会只。

第4章 特別 表税

（基準）
第 9] 令 ： の表彰規程第 令長91特Iうをめた中合は 特別

表彰者 と し て， 理亨令で宦査 し 、 ごれ を噌決する，

-m- -!36- -1 3?- -198-

「 ― - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ~ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - — ←  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

姦 弔 武 甜 臨床術1挨 育 資 料偉 退 件 委 員 会 坦 湘

r名称）
苧 ！ 条 こ の会は、 距＊衛生珀托令炉館噌営委臣会｛以ドi 会＇ ど い う ） と称する。

（亨務所及て9資料撼の所在地）
笑 2 条 こ の会•，， 事務所9：：， ー 穀笹団法人岐．屯開E訊校杏技栢会似下「県技師会」 と い う ‘求務尼に

世き、

費糾館は、 岐皐兵関市平賀字長埠73'番地岐皐医寂科学大学内に口 く 。

｛ 目 的）
第 3 条 こ の会：ま， 応床検査ぷ配L検査に使用 さ れた復汝器只及び文献等菩積さ れた歴史的1ご価

依 あ る 沈 品の展が保佗惰四 に 関す る 事項を協議 し｀ 資料誼の道切なる迄営 を 図 る こ と
を 巨 的 と する。

i組峰）
平 4 条 ，こ の会は、 県苓9u会合員 を も っ （紡絨す知

9委�)
守 5 条 7． の会 に次の委長を堂へ

委呉長 1 名 委貝 若干名
（委負長及び委員玉出方法）

第 C 呆 委最長は， 瓜技卸会長を も っ てあてる。
2 委 員 1・ふ 妥員長が委属する。

（日）
弔 ＇i 条 秀邑長は令務を船括 し、 令翫9；入善長 と な る，

2 秀晨I芯 令01薄営及び庶窃、 会叶事務を分担する
（任攪）

第 8 朱 委呉k及び委呉(/)任期は心 年 と し円任を坊げない°

く屈隅）
第 9 条 こ の会；こ配問を監く ご と ぶてき る 。

屁固Iふ 学駄経＆者 と し 委 伝長が委頃す るn

i会瀑）
第 i 0 条 令誤は， だ例 日 を中めず， 必唾IC,t り 委貝兵が祀戻す 忍

？ 必西も そ と き は 岐亨竪摂咄栄大乎の役醗貝�， 又守その他の老Iご 出席を要討す"·
と がで き な

（会計）
第 1 1 条 こ の会の運営符理：こ型する 経貫＼‘よ、 渠技伍全が負担 し、会費の徴収は行わなぶ。

（改涵）
出 j 2 条 こ の規9りの改尻1ふ 珪事会6)ポ認を為て行 な っ とす<,.

＂咄）
第 ］ 3 条 ご 01規9り1、 距市全01決吃を怪たけか1、 変更する こ 々 ができ な い

(tt用）
第 1 4 条 こ の規程は平比 2 6 年 1 月 9 日 か ら 施行すを。

，
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